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この報 告書は,日 本 自転 車振興会か ら競輪 収益 の一部

であ る機械工業振興 資金 の補助 を受けて,昭 和61年 度 に

実施 した 「ビジネス ・プ ロ トコル等 に関す る調査研究」

の一環 として とりま とめた ものであ ります。
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は じ め に

華

産業界 の情 報化は,全 体 的に概観すれば,進 みつつあ るものの,業 界 レベル

で見る と,進 捗 の著 しい業界 と・それ程進んでい ない業 界があ る。一般的傾 向

と して,消 費財流通の分野 で情報化が進展 してお り,同 じ流通 の分野で も製造

業 界(生 産財)は 遅 れてい る と言われている。原因の一つと して情報化 ニーズ

の差 も考 え られ るが,最 近,ビ ジネス ・プロ トコルの整備 状況の差であ るとい

うことが よ く言わ れ る。情報化の進 展 してい る業 界ほ ど,ビ ジネス ・プロ トコ

ルの 共通化が進んでい るとい う事 実 もあ り,ビ ジネ ス ・プロ トコルの共通 化が,

産業界 ネ ッ トワー ク化の鍵 である ことは,既 に大方 の一致す るところである。

ビジネ ス ・プ ロ トコルの 共通化 とは,一 般 的には,帳 票 フォーマ ッ トや コー

ドについて,す べての企業が同 じもの を用い る ことであ るが,こ の一見単純 な

作業の中に多 くの問題が含 まれてい る。 しか しなが ら,ネ ッ トワーク化 をスム

ーズに進 めるために,早 急に ビジネス ・プロ トコルの共通化を図る必要があ る。

特 に,ビ ジネス ・プロ トコルの共通化が遅れ てい る製造業 界では,強 く要望 さ

れている。

そ こで,本 調査研究では,昭 和60年 度よ り,こ の ビジネス ・プロ トコル共通

化 の問題 を取 り上げ,現 実的な解決策を検討す ることとし,産 業界の 情報化に

資す る こと とした。昨年度(昭 和60年 度)に は,ビ ジネス ・プロ トコルの背 景

となる産業界の情 報化の把握お よび ビジネス ・プロ トコルの定義の 明確化な ど

の基 本的調査分 析を実施 した。今年度(昭 和61年 度)も,引 き続 き産業界の情

報化の把握を行 うとともに,新 た に,海 外動 向の把握および海 外の ビジネ ス ・

プロ トコルの調査分析 を実施 した。

最 後に,本 調 査研究 を実施す るにあた って,ご 協力を頂いた委員 をは じめ,

関係各位 に対 し,深 く感謝の意 を表 します。

昭和62年3月



ノ
～

ー

1



委 員 長

委 員

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

ビ ジ ネ ス ・プ ロ トコ ル 調 査 委 員 会

斎 藤 忠 夫

秋 山 勝

岩 松 聰

上 原 勇 作

太 田 繁 次

大 森 隆 男

小 林 光 治

佐 藤 誠

渋 沢 徹

玉 生 弘 昌

前 川 茂 保

藤 枝 伸 一

東京大学教授

株式会社エイエヌエス会社

代表取締役 社 長

(財)情報処理相互運用技術協会

技術部長

㈱電通国際情報サービス

情報通信事業部 次長

伊藤忠商事㈱

情報 システム部 次長

㈱西武クレジッ ト

営業企画部付 部長

富士通㈱システム本部情報通信

システム事業部 課長

勧流通 システム開発セ ンター

情報 システム部 主任研究員

日本電気㈱情報処理流通

サ ー ビスシステム事業 部 主任

㈱ プラネ ッ ト

常務取締役 管 理部部長

三井東圧化学㈱

経営企画部 主席部員

㈱ 日立製 作所情報事業本 部

ネ ッ トワークシステム部 主任 技師



「

事 務 局 宇 野 彰 記

〃 三 木 良 治

産業情報化推進 セ ンター

所 長代理

産業情報化推進セ ンター

(順 不 同 敬 称略)

⊂一 〉



`

^、 、

目 次

第1章

1.1

1.2

1.3

ビジ ネ ス ・プ ロ トコル の標 準 化 動 向

今年度の調査研究について

標準的 ビジネス ・プロ トコル

業界情報化動 向と標準化状況

第2章 、各業界におけ るシステム化 状況

2.1

2.2

2.3

2.4

2.5

第3章

3.1

3.2

3.3

3.4

3.5

3.6

3.7

3.8

生命保険業界 における システ ム化戦略

化学工業界におけ るシステ ム化 と課 題

不動産業界の状況

通信販売業界におけるシステム化

鉄鋼業界における情報化

(業 界 共 同 デ ー タベ ー ス ・シ ス テ ム)

海 外 動 向

EDIと ビジネ ス ・プ ロ トコル

EDIの 背 景

各業界の動 向

EDIス タ ンダー ド(ANSIX.12)

米 国 にお け る企 業 間情 報 ネ ッ トワー クの 動 向

EDIと デ ー タ コー ドの 関係

標準化事例

EDIサ ー ビ ス

nj

8

31

9
臼

7

Q
O

O

9
白

り
O

に
」

ρ
0

66

85

87

89

92

95

101

108

115



付 属 資 料

IAmericanNationalStandard

ANSApplication

llAmericanNati㎝allStanとard

ANS810

皿 全 銀協 標 準 通 信 プ ロ トコル

対 パ ー 。ナ ル.,ン ピ_タ 飾 仕 様(概 要)'

、

.

、

乙



プ ロ トコルの 標準 化 動 向ビ ジ ネ ス第1章

 

■

'



`

●



'

第1章 ビジネ ス ・プ ロ トコル の標 準 化 動 向

ビジネスプロ トコルは,オ ンライ ンに よるデータ交換において,基 本的に必

要 な取決めで ある。我 々が 昨年 度(昭 和60年 度)に 調査研究を開始 した頃は,

まだ 「ビジネス プロ トコル」 とい う概念は一般的では な く,そ のため,「 ビジ

ネスプロ トコルの定義」 を行 った。

その後・社会的な状況の変化 などに より,産 業界全体の ネ ットワーク化が加

速するにつれ ・ 「ビジネス プロ トコル」 とい う概念 も しだい に定着 してきた。

そ して,ビ ジネ スプロ トコルの重要性が認識され るよ うにな るの と同時に,標

準化への要望 も強 くな って きてい る。

現在,標 準 的な ビジネス プロ トコルとして以下の3種 が普及 してい る。

①J手 順

② 全銀 手順

③B改 手順

これ らの既存 の ビジネ ス プロ トコルは,当 面産業界で必要 とす る業 務ニーズ

を充分満たす もので・ 今後 も標 準手順 として積極的な普及 を図る必要がある。

しか しなが ら・ さ らに長期 的な視野に立てば,こ れ らの手順 もいつれ見直 され

て,新 しい手順 に衣換 えすべ きであ ることも確かである。 その理 由として以 下

の事項 をあけ る ことがで きる。

① コ ンピュータ技術の飛躍的発展

(OSI標 準 ネ ットワー クの出現)

② 業 務ニ ーズの変化

③ 経 済の国際化

但 し,① を除けば・ 不確定要 素が多 く,結 果と して どの よ うな 手順が求め ら

れ るのかは,よ く分 らない とい うのが現状である。従 って,現 段階で は,ス ト

レー トに新 しい 手順の仕様 を追求す るよりは,来 た るべき新 手順作成の準備 と

して,基 本情報 を充分収 集す るのが特策 と考え られ る。
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今年 度は・以上の 主 旨に沿 って調査研究を実施 したが,本 章で,そ の結果 に

ついて報告する。
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今年度 の調 査研究につ いて

1ビ ジネス ・プ ロ トコル の意味 ・

最初 に 「ビジネ スプ ロ トコル」の定義 を紹介 しよう。 昨年度に,「 ビジネ

ス プロ トコルの定義 」を報 告 したが,そ れを再録す ると次の ようにな る。

(1)大 枠 的定義

BPは,企 業 間の業務取 り決 め(契 約)に もとつ く情報 交換お よび情報

処理 に関す る規約で ある。 その要素は,

① 業 務規約

② 事務運 用規約

③ 情報 システ ム規約

④ 通信 システム規約

で ある。① ～④の要 素が互いに独立 であれば,図1-1の よ うな階 層構造

として,こ れ ら4つ の要 素の関係を示す ことができる。

現段階では,① ～④の要素の独立 性がは っき りしないため,階 層構造 と

して定義す ることは見送 ったが,後 述の狭義の ビジネス ・プ ロ トコル設定

の障害に なっているの で,こ の面の検討 を今後 行 う必 要があ る。

(2)ビ ジネス ・プ ロ トコル(BP)狭 義の定義 の必要性

BPの 標準 化が必要 な ことは,は っきりしているが,そ れでは,前 項で

示 したBP全 体 の標準化 が必要 なのか とい うと少 々問題があ る。前項で示

した要素個 々につい て検討すれぼ,次 の ようになる。

① 業務規 約

業務の方法 は,個 々の業界や企業で千差万別であ り,こ れ を一律 に規

定 して しま うのは,少 々疑 問が残 る。

② 業務運 用規約

業 務運用は,業 務 に密接 に関 係 してい るとはい うものの,運 用 ス タイ

ルは,基 本的パ ター ンがあ り,現 在で もある枠 内で統一 されてい る可能

性が あ る。
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③ 情報 システ ム規約

内部構造 は ともか く,外 部仕様 は標準化すべ きである。

④ 通 信 システ ム規約

既 に標準化 の作業 が進んでい る。

以上 の分析か ら・標準化すべ きBPと 競争 すべ きBPの 存在が感 じられ

る。 また,通 信 システ ム規約は・サ プライヤ ーの責任 で標準化作業が 実施

されてい るので・ これ を含 まないBPを 定義 してお く必要があ る。 それが,

狭義のBPで ある。

(3)狭 義の ビジネ ス ・プ ロ トコル(BP)

狭 議のBPは ・ 前述 で述べ た背 景で生まれ た標準化 を必要 とす るBPで

ある。 したが って・(1)であげ た4つ の要素の一部 を,狭 義 のBPと して再

定義す ることになる。

① 通信 システム規約 の除外 ・

元来,通 信 システム規約は,サ プライヤーの責任範 囲で あ り,BPの

他 の要素が主 にユ ーザーの責任範 囲にあるのに比べて特徴があ る。そ こ

で・通信規約 を分離す るのは,極 めて,自 然 な成 り行 きである。

前述 した よ うに,通 信 システ ム規約は,電 気通 信の分野で従来か ら確

固た る標準化 が行われ ているので,こ れ を期待す るのが ノーマルだ とい

うこともあ る。

② 業務 規約の除外

業 務規 約の標 準化 とは,例 えば取引条件 の標準化 などを意味す る。 こ

れが無理 である ことは 明亡か であ ろ う。

③ 狭義 のBPの 基本要素

狭 義のBPは,残 る2つ の要素(事 務運用規約,情 報シ ステム規約)

の一部 として定義 され,主 に情報 システム規約に関わる部分であ る。 も

し,事 務運用 規約 と情報 シス テム規約が互い に独立であれば,情 報 シス

テム規約が狭 義のBPで ある。

一4一



狭義 のBPと は,標 準化すべきBPで あ るか ら,も し事務運用につい

て も標準化す べきである ならば,狭 義 のBPに 含め る必要が 出て くる。

この辺 りは,各 企業の 自主性を どこまで認めるか とい うことと関連があ

り,簡 単に は決め られない。今 回の定義では,グ レーゾー ンとして取 り

扱 っている。

以上の ことと,BPが 基本的 に企業 間の情報交換や情報 処理 に関す る

規約 とい う解釈 とを結合す ると,結 局 メ ッセ ージ交換 に関す る規約 とい

うことにな り,そ の基本要素は,

① コー ドに関す る規約

② メ ッセージ ・フォ ーマ ッ トに関す る規約

③ メ ッセージ取 り扱いに関す る規約(情 報処理 に関す る規約)

になる。

BP全 体

'
'

'
'

狭義のBP

(=標 準化すべきBP)

メ ッセ ー ジ ・ フ ォ ー

マ ッ トの 規 約

図1-1狭 義 のBPの 基本要 素

◆

(4)帳 票 システ ムとオ ンライ ン ・システ ム

現実的 には,企 業間の情 報交 換方式 は複数あ る。代表的な のは・帳票 タ

イ プとオ ンライ ン ・タイプの2方 式であ る。磁 気媒体 による方式は,両 者

の 中間的性質 を持 ってい る。情報 交換方式の違い によ って,表1-1に 示
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す よ うに ・ ビジネ ス ・プ ロ トコル(BP)の 基 本要 素 は 異 な る。

表1-1情 報交換方式に よるBPの 違い

狭 義 のBPの 基 本 要 素
BPの 要 素

帳 票 方 式 磁 気 媒 体 方 式 オ ン ラ イ ン方 式

事 務 運 用 規 約

情報システム規約

(人 間) (人 間) 情報処理規約

帳 票 フ ゴー÷ ジ ト フ ァイル ・フ ξ一マ ッ ト メッセ ージ ・フ ォー マッ ト

コ ー ド コ ー ド コ ー ド

従 来 ・BPの 要 素 と して 言 わ れ て きた 「帳票 」 と 「コ ー ド」 は,帳 票 型

デ ー タ交換 に お け る狭 義 のBPの 基 本要 素 で あ った ことが 判 る。 帳 票 方 式

と磁 気 媒 体 方 式 で は.人 手(表1-1で は カ ッコ書 き して あ る)が 介 在

してい る ため,オ ンライ ン方 式 に比 べ て,BPは 単 純 化 してい る。 人 手は,

現 在 も っ ともす ぐれ た コ ンバ ー タだか らで あ る(多 少 のBPの 違 い は 人 手

で吸 収 で き る)。

、尚,帳 票 方式 で デ ータ 交換 を 行 ってい て も,各 企業 内 で は コ ン ピュ ー タ

処 理 が 行わ れ て お り・ 帳票 方 式 とは,す べ て の処 理 が 書 類 シ ステ ムで実 施

され る とい う意 味 で は ない 。 以後,本 報 告 書 では,特 に 断わ らな い 限 り,

「ビジネ ス ・プ ロ トコル」 とは,オ ン ライ ン方 式 の狭 義 の ビジネ ス ・プ ロ

トコルを意 味す る も の とす る。 又,最 新 の 調 査 研 究 に よ り,ビ ジネ ス ・プ

ロ トコル の基 本 要 素 の一 つ で あ る 「情報 処 理 規約 」 とは,「 メ ッセ ー ジ'

コ ン トロール 」 と呼ば れ てい る こ とが 判 明 して い る。

1.1.2目 的

前項 で 述 べ た よ うに,昨 年 度 は ビ ジネ ス ・プ ロ トコル の定 義 を 行 っ た。 本

プ ロ ジ ェ ク トの 基 本 的 な 目標 は,こ の 定 義 に 基づ い て,ビ ジネ ス ・プ ロ トコ

ル の 標 準 案(そ れ は恐 ら く新 しい 手 順 で あ る)を 検討 す る こと で あ った 。 し

、
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か しなが ら,そ の ためには,以 下の項 目を充分考慮す る必要 があ った。

① 既存 の標準手順

② 新 しい業 務 ニーズ

③ 最近の経済情勢 の変化 と国際化

す なわ ち・現在入 手し得 る情報 を分析す る限 り,現 状の業務 ニ ーズに対 し

て・ 既存の標準 手順(J手 順,全 銀 手順,B改 手順な ど)は 充分 な機能 を有

して いる こと,そ れに対 して,新 手順 を必 要 とす る新 しい業 務 ニーズが現状

では極 めて不明確 なことである。加 えて急速に進む円高と,そ れ に伴 う生産

拠点 の海外への シフ トが,新 しい形態の国 際化 を引き起 し,こ れ に伴 うデー

タ交換 ニーズがまた不 明確な ことである。

以上の事 項 を考慮す ると,現 段階で ビジネス ・プロ トコルの新手順 を検討

す るのは時期尚早 と言わねば な らない。 ここ当面は,む しろJ手 順,全 銀 手

1頂な どの普 及を図 り・既存の 手1頂による標 準化を進めるのが得策 と言 えよ う。

しか しなが ら,こ の ことは,今 後 とも新 手順がい らない とい うことを意味 し

ない。 む しろ長期 的に考 えれば,新 手順 が必要 なことは明 白であ り,疑 う余

地は ない。但 し,い つ必要 になるか とい う時期につ いては,不 明確で ある。

少 な くとも数年後 であろ う。

いつ れ新 手順が必要 になるとい うことであれば,そ れに備 えて,今 か ら資

料 を収集 してお くことは,意 外 に重 要 な 作業 に なる。 ビジネ ス ・プ ロ トコ

ルは・技術 的な ネ ッ トワー ク(す なわ ち,OSI標 準 システ ム)と 業 務処理

の接 点に存 在す る 「取決 め」であ る。従 って,考 慮すべ き事 項は非常に多岐

に渡 り・ ビジネ ス ・プロ トコルの分析 を難 しくす る一つの原因に もな ってい

るo

以 上を考慮すれば,今 年度の作業 目標は既に明確 である。す なわ ち,

① 昨年 度の定義に基づいて,関 連資料 を収集 し分析す ること。

② 特に既存 の標準手順 についての調査分析を深めること。

③ 業界の情報化動 向及び方向 を把握す ること。
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④ 海外の動向 について把握す ること。

な どが,主 な作業 目標 とな る。以下,そ の結果 を順次報告す る。

1.2標 準 的 ビ ジ ネ ス ・プ ロ トコル

現 在,標 準 的 ビジネ ス ・プ ロ トコル と して,次 の3種 が 知 られ てい る。

①J手 順

② 全 銀 手 順

③CAT手 順

これ らの 手順 は,産 業界 に広 く普 及 して お り,又,各 コ ン ピ ュー タ ・メ ー カ

ーで も ,標 準 サ ポ ー トとな って お り,異 機 種 間結 合 を含 む 企業 間 ネ ッ トワー ク

に 用 い る 手順 と して 最 適で あ る と評 価 され て い る。 この 限 りに お い て,ビ ジネ

ス ・プ ロ トコ ロは ネ ッ トワ ー ク化の 障害 に な って お らず,関 係者 の合 意 さ え得

られ れ ば,ビ ジ プ ロ問 題は 解 決 とい うこと に な る。

しか しな が ら,現 実は そ れ 程 単 純 で は ない 。 そ れ に つ い て は,第1.5節 で 触

れ る こ と と し,本 節 で は,以 上3種 の ビジネ ス ・プ ロ トコル の ア ウ トライ ンを

紹介 す る 。

L2.IJ手 順

(1)誕 生 までの経緯

J手 順 は,JCA手 順 を改良 して生 まれた手順であ る。JCA手 順は ・

昭和55年 に 日本 チ ェー ンス トア協会が,卸 問屋,商 品 メーカーな どへ の

発注情報 をオ ンライ ン伝送す る時に用 い る業界共通手順 と して作成 した も

のである。

そのた め,交 換回線(電 話 回線)用 の仕様 とな ってお り,さ らに可能 な

限 り単純な 手順 と して,端 末側 の コス トが安価になるよ うに配 慮 されてい

る。

その後,こ の 手順 に改良が加 えられ,昭 和57年 に新た にJ手 順 と改称
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して,我 が国の標 準 手順 として定着 した。

(2)J手 順 の概 要

J手 順は,一 つ のセ ンターと複数の端末 を結ぶ 手順 として開発 され・セ

ンターとセ ンターを結 ぶ機能 は考慮 され てい ない。 しか しなが ら,セ ンタ

ーを端末 に準 じる扱 いに して,セ ンター同志 を結ぶ ことは可能であ り,実

施例 もある。

」手順の規格書 には,以 下の項 目につい て規定 して ある。

① 回線仕様

②

③

④

⑤

伝 送 制 御 手 順

メ ッ セ ー ジ ・ コ ン ト ロ ー ル

メ ッ セ ー ジ ・ フ ォ ー マ ッ ト

コ ー ド(デ ー タ コ ー ド)

ここで,③,④,⑥,は ビジネス ・プロトコルであ るが,①,② は通信 シ

ステムの規約 であ る。す なわ ち,厳 密に言 えば・J手 順 は広義の ビジネス

・プ ロ トコルである と言 うことになる。

J手 順は,「 ファイル転送型」 の手順であ り・厳密 な意 味のフ ァイル転

送では ない。す なわち,回 線上では確か に 「フ ァイル転送 」 と同一の デー

タ伝送 を行 うが,送 り手,受 け 手とも・それを ファイルに係わる転送にす

るか どうかは,任 意にな ってい るか らである。

従 って,送 り手が 「相手方 の実際 の ファイル名」 を意識 してデータ転送

を行 うのでは な く,あ くまで も 「相手方の ファイルに入 る」 ことを期待 し

て データ転送 を行 う方式 である。 相手方に届いた電文が ・実際に ファイル

に入 るか どうかにつ いての システム的保障はな く・送受信者相互の信頼 に

基づ いて,結 果的に業務 が満足 されれば よい とい う認識 に基づいて データ

転送が実行 され る。

(3)J手 順が普 及 してい る業界

J手 順 が もっとも普及 してい るのは・流通業界で ある・誕生のい きさつ
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か ら して当然では ある。

スーパ ー,チ ェー ンス トアと卸あるいは 商品 メーカーを結ぶ受発注 ネ ッ

トワー クには・ほ とん どJ手 順が用 い られている。 一方 ,商 品メーカーと

卸 を結ぶ 受発 注ネ ットワークも大半 はJ手 順であ る。

J手 順 は製造業界 で も用い られてい る。例 えば,商 社 を中心 とするネ ッ

トワー ク・製造 メ ーカーと倉庫 を結 ぶネ ッ トワー クな どに使われてい る例

が ある。 しか しなが ら,製 造業界ではJ手 順 は少数派 であ る。 金融業界で

はほ とん ど使われてい ない。

この理 由については次の よ うな ことが考 えられ る。

① 製造業界では従来大企業 を中心 とす る系列企業 を結 ぶ垂直ネ ッ トワー

クが主流であ った。 又,製 造業界では専用回線の使用が 多か った。

② 金融業界では ・ フ ァイル転送 よ りも,リ アル タイ ムオ ンライ ン(ト ラ

ンザ クシ ・ン処理)の 業 務ニーズが大きい。 叉,J手 順 はセキ ュ リテ ィ

上の問題があ る。

以 上の こ とは,今 後 の新 手順で も考慮す べ き重要項 目となろ う。 尚,J

手順の規格書は・(財)流 通システム開発セ ンターから入手できるので 規格の詳

細については,そ ち らの方 を参照 され たい。 昭和60年9月 の ビジネス ・

プロ トコルの調査研究報告書に も付 属資料 として規格の概要 が掲載 され て

い る。

1.2.2全 銀 手 順

(1)誕 生 ま で の経 緯

全 国 銀行 協 会 連 合 会が,フ ァ ームバ ンキ ン グ(FB)用 に発 表 した 新 統

一 手順 であ り,昭 和58年10月 に,最 初 の 規 格(第 一版)が 公表 され た。

こ の 規格 の特 徴 は,CPU-CPU結 合 を 基 本 と して い る ことで,主 と し

て ・大 手企 業 と銀 行 を結 ぶ ネ ッ トワ ー ク用 の 手順 に な ってい る点 で あ る。

これ に 加 えて,昭 和59年1月 に は,パ ー ソナ ル コン ピ ュー タ用 の 手順

▼
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も発表 された。 こち らの方 は,銀 行のセ ンターの接続相 手として,パ ソコ

ン(又 は オ フコン)を 想 定 した手順 であ り,基 本的には昭和58年10月 発

表 の もの と同一 であ るが,一 部機能の省略が行われてい る。

(2)全 銀手順 の概要

全銀手順は・ セ ンターとセ ンターを結ぶ ことを基本 に した手順であ るが,

セ ンターと端末を結ぶ こともでき る。全般に,J手 順で不具合 だ った点 を

改めて機能が強化 されてお り,製 造業界 におけ る使用例が多い。

全銀 手順の規 格書 には,以 下の項 目につい て規定 してある。

①

②

③

④

⑤

回 線 仕 様

伝 送 制 御 手 順

メ ッセ ー ジ ・ コ ン ト ロ ー ル

メ ッセ ー ジ'フ ォ ー マ ッ ト

コ ー ド(デ 一 夕 コ ー
.ド)

ここで ・③・④・⑤は ビジネス ・プロ トコルであるが,①,② は通信 シス

テ ムの規約であ る。す なわ ち,厳 密に言 えば,全 銀手順は広義の ビジネス

プロ トコルである と言 うことにな る。

全銀手順は 「ファイル転送型」の 手順 であ り,厳 密な意味の フ ァイル転

送では ない。す なわ ち,回 線 上では確か に 「フ ァイル転 送」 と同一の デー

タ伝送 を行 うが ・送 り手・受け 手 とも,そ れ を ファイルに係 わ る転 送にす

るか ど うかは,任 意 になってい るか らである。

従 って・送 り手が 「相 手方の実際の フ ァイル名」を意識 して デー タ転 送

を行 うの ではな く・ あ くまで も 「相 手方の ファイルに入 る」 ことを期待 し

て データ転送 を行 う方 式であ る。相 手方に届いた電文が,実 際 に ファイル

に入 るか どうかにつ いての システム的保障はな く,送 受信者相互の信頼に

基づ いて・結果的に業務 が満足 され ればよい とい う認識に基づ いてデ ータ

転送が実行 される。
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(3)全 銀 手順が普及 している業界

全銀 手順は,本 来FB用 であ り,金 融 関連の業務 に普及 してい る。 一方,

J手 順 の機能強化版で もあ るの で,製 造業 界のネ ッ トワー クで多 く用い ら

れてい る。特に総 合商社 のネ ッ トワー クでの適用例が多い。

全 銀手順の規格 書は,全 国銀 行協会連合会か ら入 手で きる(有 料)の で,

規 格の詳細 はそち らの方 を参照 していた だきたい。

1.2.3CAT手 順

(1)CAT手 順 の概要

CAT手 順は,ク レジ ッ トな どの信用照会端末 とセ ンター とを結ぶ,リ

アル タイ ムオ ンライ ン型の手順で ある。回線は,電 話回線 を用い る。信用

照会専用 とい うよ うに,適 用業務はかな り限定的である。 この辺 りが,J

手順,全 銀手順 とはかな り異 ってい る部分であ る。

CAT手 順は,B改 手順(CDの 手順)の バ リエーシ ョンで ある。従 っ

て,B改 手順 と共通 の要素が多 く見 られ,B改 手順の簡 易版 と考 えて差 し

つか えない。

(2)CAT手 順の 用途 ・

CAT手 順は,小 売店に設置 され た信用 照会端末 と,個 人信用 デ ータを

蓄 積 したセ ンターとを結ぶ,ネ ッ トワーク上で用い られ る・

CPU-CPU通 信機能は サポ ー トされ ない。

(3)そ の他

CAT手 順,B改 手順な どは,金 融業 界で多 く用い られ る。金融業 界で

の デー タ転送は即現金(資 金)の 移 動を意味す るため,セ キ ュ リテ ィ対策

が重要であ る。従 って,CAT手 順,B改 手順を始め,金 融業 界の 手順は

一般 には公 開され てい ない。
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1.3業 界 情 報化 動 向 と 標準 化 状 況

産 業 界 の ネ ッ トワー ク化 の 波 は,昭 和61年 度 に入 り,ま す ます 活 発化 してい

る。 ネ ッ トワー ク化 の進 行 が 緩 慢 だ った製 造業 界 で も・ 急速 に ネ ッ トワ ー ク構

築 の 気 運 が 高 ま って い る。 表1-2～ 表1-5は,産 業 界 の 情報 化 と ビ ジネ ス

プ ロ トコル 共 通 化 の動 向 を ま とめ て表 わ した もの であ る。 この 表 か ら分 る よ う

に・ 金融 業 ・流 通 業 な どは ・ ビジネ ス ・プ ロ トコルの 共 通 化 が か な り進 んで お

り,ネ ッ トワー クの構 築 も 同時 に 進 ん で い る。

一 方 ,製 造 業 の 方 は ・ ビ ジネ ス ・プ ロ トコルの 共 通 化 が進 ん でお らず,ま た

計 画 中の ネ ッ トワー クは 多 い が,実 際 の構 築 は,ま だ 先の こ とに な ってい る。

す な わ ち・ ビジ ネス ・プ ロ トコル 共 通化 の 遅れ が,そ の ま ま ネ ッ トワ ー ク化 の

進 行 を妨 げ てい る。 も っ と も・そ れ だ けが 原 因 のす べ て では ない が,大 きな要

因 で あ る こ とは,ま ちが い な い 。

さ らに,業 界 の ネ ッ トワー ク化 が,一 本 化 され て お らず,多 層 立 て に な って

い る業 界 もけ っ こ う多 い・ こ うい う業 界 では,多 端 末 に な る可能 性が あ り,将

来 的 に は,ネ ッ トワー ク間 に ゲ ー トウ ェイ を設 置 して連 絡 を とる よ うにす る必

要 が あ りそ うで あ る。
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表1-2業 界 情報 化動 向と標準化状況(そ の1)

業 界 ・業 種

(組 織)
業 界 情 報 化 動 向

ビジ プ ロ ・コー ド標 準化 状況

目 的 標準 化 項 目 進 行 状 況

銀行などの金融業 全 銀 為替 交換 シス テ ム,CD(ATM)共 同 ネ

ッ トワ ー ク などが 稼働 中,信 金 と結 ぶ計 画 あ り
同 左

手 順,フ ォ ー マ

ッ ト,各 種 コード

B改 手順,統 一金融

機 関コー ド他(完)

銀行 ⑭ 一 般 産業

(FISCな ど)

フ ァー ムバ ンキ ング,個 別銀 行 毎 の ネ ッ トが

進 行 中(一 行 当 り平 均10数 社)
同 左 手 順,フ ォー ・ッ ト

全銀協標準手順(完)
コードは検討中

クレ ジッ ト業 界

(ク レジ ッ ト産 業協 会)

業 界共 同 の オ オ ソ リネ ッ トを拡 張 中

(銀 行 系,信 販 系 との結 合 が計 画 され てい る)
同 左 手 順 フォーマ ッ ト

、

CAFIS,

CAT手 順(完)

信 用 保 証
(信 用保証協会連合会)

10協 会 で組 織 してい るコ ン ピ ュー タ委員 会 で,

金 融機 関 との デー タ 交換 を検 討 中

生 命 保 険
(生 命保険協会)

生 保28社 に よ る 「生 保 共 同 セ ンタ ー 」が

稼 働 中

損 害 保 険
(損害保険協会)

61/10よ り,国 内元 受損 保21社 を結 ぶ 『損 害保

険 ネ ッ トワー ク 』が稼 働中(拡 大 の計 画 あり)

証 券 業 界
4大 証 券 に よ る個 別 の ネ ッ トが あ り,一 本 化 の

検討 も実 施 され て い るが,難 行 して い る。

家電業界(販 売)
(家電製品協会)

メー カ ー と量 販 店 を結 ぶ共 同 ネ ッ トと

大手 メー カー系 列 店 の個 別 ネ ッ トが 同時 進行

小 売店 のPOS化 対 応,

受 発注 ビ ジプ ロの共 通化

手 順,フ ォーマ ット

各 種 コ ー ド

JANコ ード(完),

他 は検 討中

日用品雑貨業界
プ ラ ネ ッ ト,花 王 の ネ ッ ト,コ ア ネ ッ ト,富 士

通FIPの ネ ッ トが あ る(プ ラ ネ ッ トが 最 大)
POS,受 発 注 システ ム

ビジプロの業界

標準化 を実施
J手 順

JANコ ー ド(完)

医薬 品 業界(メ ーカー・卸)

(日 本製 薬 工業 協 会)

業界共同の高速データ交換ネット
(主 に受発注用)を 構築中 同 左

一

高速の新手順を
開発予定

JANコ ード(完),

新手 順は 検討 中

ス ー ノく一,

チ ェ ー ン ス トア な ど

POS,ス トア オ ー トメー シ ョンを個 別 企 業 グ
ル ープ毎 に 展 開中(卸 等 で の 多端 末化 の恐 れ)

同 左
(特 にPOS)

手 順,フ ォー マット,

各 種 コ ー ド

J手 順

JANコ ー ド(完)

峨
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表1-3業 界情報化 動向 と標準化状況(そ の2)

ー

一
切

ー

業 界 ・業 種

(組 織)
業 界 情 報 化 動 向

ビ ジプ ロ ・コー ド標 準 化 状況

目 的 標 準化 項 目 進 行 状 況

中古 自動車流通
(中 販 連)

オ ー ク シ ョン情 報 を 収録 した オ ンラ イ ン業 界共

同デ ー タベ ース を構 築,受 発 注 ネ ッ トの計 画 有
同 左 手 順,フ ォーマ ット,

各 種 コ ー ド

中販連 共 通コー ド

J手 順(完 了)

食 品 業 界
加工 食 品 業 界が,我 が国 で最 初 にJANコ ー ド

化 を実 施 した。 多 数 の ネ ッ トが 進行 中

小 売 店 のPOS化 対 応,

受 発 注 ビジ ブ ロの共 通 化

手 順,フ オー リ ト,

各 種 コ ー ド

J手 順,

JANコ ー ド(完)

レ コ ー ド 業 界

(全国 レコー ド商連 合 会)
小 売 店 のPOS化,受 発 注 共 同 ネ ッ トを計 画 中 同 左

業 界共通 製 品
コ ー ド

JANコ ー ド

(完)

書 籍 の 流 通 東販,日 販など大手企業が個別のネットを
拡張中(小 売店での多端末化が心配される) 在庫紹介,受 発注など

業 界 共通 製 品
コー ド

ISBN書 籍 コー ド

(完 了)

事 務 用 品
コ クヨ,内 田洋 行 な どの大手 企業 の

個 別 ネ ッ トが進 行 中 、

時 計
服 部 セ イ コー を中 心 とす る共 同型 の シス テ ム

が構 築 され て い る。

家 具 受 発 注 オ ン ライ ン ・システ ムの構 築 が

開始 され て い る。
ビジプ ロ業 界共通 化 商 品 コ ー ド

JANコ ー ド化

(完 了)

玩 具 問 屋21社 に よ り受発 注 シ ステ ム の

構 築 が 進 め られ て い る。
POS 商 品 コ ー ド

JANコ ー ド化

(完 了)

眼 鏡
大 手 メー カ ー主 導 に よる受 発注 ネ ッ トの

構 築 が進 行 中(メ ガネ ッ ト等)

カ メ ラ 業 界
62/7を 目処 に小売 店 とメ ーカ ーを結 ぶ 業 界

VANの 構 築 が計 画 され て い る。

ス ボ ー ッ 用 品 業 界 .メー カ ー,問 屋,小 売 店 を結 ぶVANが
一 計 画 され て いる

。
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表1-4業 界情報化動 向と標 準化状況(そ の3)

業 界 ・業 種

(組 』織)

業 界 情 報 化 動 向
ビ ジプ ロ ・コー ド標 準化 状況

目 的 標準科項 目 進 行 状 況

航 空
(座 席予約)

七 一バ ニ ア ポ ・の世 界 ネ ッ トワー クが進 行 中

(全 日空 が 加盟 を決 定)

　

鉄 道,旅 館,ホ テ ル

等 の予 約

交通 公社 ・近 ソ リ,国 鉄,私 鉄 な どが個 別 に

ネ ッ ト化 をす す め てい る。 現在検討されていない

鉄 鋼 業 界
(鋼材クラブ)

取引先(商 社)の 事務合理化を目的 として,
各種コードの共通化を実施(現 在 も継続中) 同 左 各種 コード,磁気テ

.一 フ ・フ ォー マ
ッ ト

55項 目の コー トニ送

り状 データ(完)

鉄 鋼 業 界
(日本鉄鋼連盟)

業 界共 同鉄鋼 デ ー タベ ース を構築(世 界的 に

有 名),現 在 オ ン ライ ン化 が計 画 されて い る

石 油 化学 業 界
(石油化学工業協会)

業界 共 同データベース,個 別 の企 業 間オンライン取 引
システムが同 時進 行 中,ビジブロ共 通化 の計画 有 り

。

受 発注 ネ 。 トワー ク用

業 界共 通 ピジ ブ ロ

コ ォ ー マ ッ ト
,

各 種 コ ー ド
検 討 中

電 線 業 界
(日本電線工業会)

個 別 の企 業 間 オンライン取 引 システムが進 行 中,(
Nエrと の統一淑 テムもある),ビジブロ共通の計画有り

大手 セ ットメーカーがそれぞれ部 品調達VANを 計画中

(部品 メーカーが多端 末化のお それ),ビ ジフ'ロ共通 化
の計 画 有 り

受 発 注 ネ ・ トワ ー ク用

業 界共 通 ビ ジプ ロ 検 討 中 検 討 中

電 子 部 品
(日本電子機械工業会)

受 発 注 ネ 。 トワー ク用

業 界 共 通 ビ ジブ ・
検 討 中 検 討 中

自 動 車 部 品
(全 部 連)

昭62年3月 を 目標 に,業 界共 同型 の 受 発注 システ
ムを構 築 中(部 品データベース を核 に して い る) 同 左 、

、

(部品商でのみ使用) 検 討 中

ネ ジ 業 界

(日 本ネジ工業会)

一 部 の企 業 が親 会 社 とのオンライン化 を実 施 して

いる。(コード・帳 票の共通化を検討 したことがある。) 現在検討されていない

機 械 工 具
(全 機 工 連)

昭60年 より工 具 製 造 業 界9団 体 と合 同 で

業 界 ネ ッ トワー ク化 につ い て検 討 中 同 左 共 通 製 品 コ ー ド

な ど
検 討 中

セ メ ン ト

(セ メ ン ト協会)

セメ ン ト協 会 に需給 動 向デ ー タベ ー ス構築

の 計画 が ある。
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表1-5業 界情報化動向 と標準 化状況(そ の4)
A

業 界 ・業 種

(組 織)
業 界 情 報 化 動 向

ビジ プ ロ ・コー ド標 準 化 状 況

目 的 標 準化項 目 進 行 状 況

石 油 流 通
(通 産省石油部流通課)

昭60よ リガソリンスタンドの総 合 的情 報 化につ いて検

討 に着 手,元 売 とスタン ドを結ぶネットを検 討 中

総 合的 共 同 ネ ッ トワー ク

用 業 界共 通 ビ ジプ ロ
検 討 中 検 討 中

電 力 昭61よ り情報化研究会 を設置 し,各 種問題点課
題 を検討中(9電 力及び電源開発)

洋紙板紙業界(日 本洋紙
商,東 京洋紙代理店会)

卸商側 とメーカー代理店側のそれぞれが受発注
ネットを計画中(一 本化の計画も有る) 同 左 紙 パ ル プ共 通 コ

ー ドが 有 る
実業務で使用

されていない

印 刷 業 界 業界 共 通 デ ー タベ ース の開 発研 究,

印 刷 ネ ッ トワ ー クの検 討 が続 い てい る。

繊 維 業 界
(化繊協 ←〉 染色協)

各 企業 個 別 のオ ン ライ ン取 引 ネ ッ トが進行 中,
、 ビジ ブ ロ共 通 化 の計 画 有 り

受発 注 ネ ッ トワ ー ク用

業 界共 通 ビジ プ ロ
フ ォ ー マ ッ ト

共通出荷案内を
検討中

繊 維 業 界(
各 産 地)

業界共同データベースが一部の産地で
構築されている(計 画中の産地も有る)

現在検討 されていない

繊 維 業 界

(ア パ レ ル)

百貨店などの情報化に対する対応策について,
業界全体の問題 として研究 している。

POS化 な ど 製 品 コ ー ド 検 討 中

繊 維 業 界
(小 売:百 貨店等)

POS化 と受 発 注 ネ ッ トを計 画 中 POS化 な ど 製 品 コ ー ド 検 討 中

プ ラ ン ト ビジネ ス プロ トコル共 通 化 等 の検討 を 実施 中。 共 通 デ ー タベ ース な ど 検 討 中 検 討 中

運 輸
(陸 運)

業 界大 手 に よる個別 ネ ッ トが発 達,中 小 に よる

共 同 ネ ッ ト構 築 の 計画 も検討 され てい る。

運 輸
(貿 易関連)

SHIPNET,NACCSな どの ネ ッ トが

稼 働 中(統 一 コー ドも使 用 され て い る)
貿易情報処理

各 種 コ ー ド,

フ ォ ー マ ッ ト
完 了
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第2章 各業 界におけ る システム化状況

本 章 で は,各 業 界 に お け る シス テ ム化 ・ネ ッ トワー ク化状 況 に つ いて 述 べ る。

本 章 で は,以 下 に示 す5業 界 につ いて,業 界 の特 性,シ ステ ム化(ネ ッ トワ ー ク

化 一)を実 施 す る に至 った背 景 及 び今 後 の 課題 等 につ い て ま とめ た。

① 生 命 保 険 業 界

② 化 学 工 業 界

③ 不 動産 業界

④ 通 信 販 売 業 界

⑤ 鉄 鋼 業 界

業 界 に よ って,シ ス テ ム化 の 進 行 状 況,シ ス テ ム化 の 観 点 な どが,か な り違 っ

て お り,業 界 特 性 の シス テ ム に及 ぼす 影 響 の 大 き さが 読 み 取 れ る と思 う。 こ こで

紹 介 す る業 界 は,産 業 界 全 体 か ら見 れ ば,ご く僅 か の 業 界 で あ り,こ れ らの 情 報

か ら産 業 界 の情 報 化 を判 断 す る こ と は難 か しい。 今後 も,各 業 界 の 実 態 を 引 き続

き調 査 す る こ とが 必 要 で,大 き な課 題 で あ る。 この よ うな 前 置 き を した 上で,本

章 の 結 果 か ら産 業 界 の情 報 化 動 向 を総 括 す れ ば,次 の よ うに言 うこ とが で き る。

す な わ ち,産 業 界 全 体 と して み れ ば,各 個 別 企 業 に お け る シス テ ム化 が 一段 落

し,今 正 に,ネ ッ トワ ー ク化 へ の入 口 を入 った と こ ろで あ る とい う こ とに な る。

従 って,イ ン タ ーオ ペ ラ ビ リテ ィーの 欠 如 が もた らす ビ ジネ ス ・プ ロ トコルの 問

題 も,全 体 か ら見 れ ば 小 さ い とい うこ とで あ る。 いっ 頃,そ れ が 大 きな 問題 に発

展 す るか,そ れ を予 測 す る ことは難 か しいが,い つ れ 大 き な問 題 に な る こ とは 明 ら

か だ と思 わ れ る。 従 って,常 に産 業 界 の 動 向 を 把 握 して お く こと は,き わめ て 重

要 な事 と言 え よ う。
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2.1生 命 保 険業 界 に お け る シ ステ ム 化 戦 略

2.1.1は じ め に

日本 人 の 「保 険 好 き」 に つ い ては よ くい われ る と こ ろで あ る。 そ れ は世 帯 加 入

率91.3%(生 命 保 険 文 化 セ ンタ ーの 調 査 に よ る)と い う数 字 か ら も うか が う こ

と もで き る。(図2-1.1参 照)
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図2-1.1世 帯 加 入 率

生 命 保 険 の保 有 契 約 高 も800兆 円(国 民 所得 の3,4倍)を 超 え,日 本 は い ま

や名 実 と もに世 界 有 数 の,生 命 保 険 の普 及 した 国 に 成 長 した。

一 方で 生 命 保 険事 業 を 取 り巻 く環 境 は ,高 齢 化,金 融 自由化,高 度 情報 化,国
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際化 が 進 み,め ま ぐ る し く変 動 して い る。

また 顧 客 の ニ ーズ も従 来 の 「死 亡 保 障 」 一 点 張 りか ら,「 貯 蓄 」,「 医療,老

後 生 活 資 金」 へ と多 様化 し て い る傾 向 に あ り,業 界 と して もそ の役 割 を 広範,長

期 的 な 視 野 に立 って 見 直す べ き時 期 に立 ち至 って い る。

こ こで は,そ の 中 か ら,コ ン ピュ ー タ を媒 介 と して どの よ うな対 応 を と るべ き

か,業 界 の コ ン ピュ ータ化 の 現 状 と将 来 へ の展 望 を ふ ま え なが ら考 え てみ た い。

2.1.2生 命 保 険 業 界 の シス テ ム 化 の現 状 と新 しい波

生命 保 険 業 界 の コ ン ピュ ー タ導 入 の 歴 史 は古 い。 生命 保 険 は,事 務 の 特 性 と し

て大 量 の 契 約 を長 期 間 にわ た って1件 ご とに維 持 管理 す る こ とが 要 請 され る。 こ

の た め,も と もと計 算 機 や 分 類 機 な どの 事 務 機器 を利 用 して い た経 緯 が あ った 。

昭和30年 代 に入 っ て契 約 件 数 の大 幅 な 増 加 に よ って各 社 と も続 々 と大型 コ ン ピ

ュ ー タの 導 入 を 開始 した 。 そ して,40年 代 に は個 人 保 険 の 全 国 オ ン ライ ンが 開

始 され,第1次 オ ン ライ ンの 幕 明 け とな った 。 そ の後 適 用 業 務 も企業 保 険,財 務,

営業 支 援 と広 範 囲 に わ た っ て オ ン ライ ン化 が 進 め られ,昭 和50年 代 半 ば に は総

合 オ ンラ イ ン シス テ ムが 完 成 し,第2次 オ ン ライ ン化 時代 を 築 い て い る。

これ らの シス テ ム は,内 部 事 務 の 合 理 化 を 中心 と した オ ンラ イ ン シス テ ムで あ

り,大 量 の デ ータ を迅 速 か つ 正 確 に処 理 す る ため の事 務 系 シス テ ムを 基 本 に,契

約 単位 の 管 理 を行 な って い る。

しか し,今 後,顧 客 に総 合 的 で よ り高 度 な情報 を提 供 して い くた め に は,こ れ

だ けで は充 分 対 応 で きな い。 従 来 の 業 務 系 オ ンライ ン シス テ ム で は,柔 軟 性 ・拡

張 性 の 面 で 限 界 が あ り,顧 客 単 位,更 に は世帯 単 位 を 中核 に据 え た 情 報系 シ ス テ

ム に転 換 して い く こ とが 要 請 され る。(本 題 につ いて は後 段 で 詳 述 す る)

な お,最 近 に な って大 きな展 開 を み せ て い る もの に,「 ネ ッ トワ ー ク化 」 が あ

る。

前述 した よ うに 自社 内 の ネ ッ トワー ク化 に つ いて は,大 手 の 生 命 保 険 会 社 を 中

心 に 本社 か ら末端 の営 業 所 まで オ ン ライ ン網 が 張 りめ ぐ らされ て お り,ほ ぼ 完 成
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の域 に達 して い る 。

外 部 ネ ッ トワ ー ク に つ いて み る と,金 融 機 関 と して の総 合 化 が 進 み 、あ らゆ る

面で他 業 界 との接 続 が 必 要 にな って きた 。

生命 保 険 会 社 の 対外 接 続 の 第1号 は,58年6月13日 か ら,富 士 銀 行 と,コ

ン ピュ ータ を デ ータ通 信 回 線 で結 び 情 報 交 換 す る フ ァー ム ・バ ンキ ン グ シス テ ム

の利 用 を 開 始 した安 田 生 命 で あ る。

「高度 エ レク トロニ クス 化 の もた らす 本 格 的 な金 融 サ ー ビス競争 に備 え,そ の

戦 略 的対 応 を はか る 」 との経 営 方針 の 下 に,オ ン ライ ン シス テ ムの 一 環 と して実

現 した 。 この 対 外 接 続 は,2つ の波 及 効 果 を 生 命 保 険 業 界 に もた ら した 。 ひ とつ

は,安 田 生 命 一 富 士 銀 行 の オ ン ライ ン デ ー タ交 換 の産 物 と して,生 保 ・銀 行提 携

商 品 が で きあが った ことだ 。 この 提携 は そ の後 の 朝 日生命 一野 村 証 券,第 一 生 命

一 野村 証 券 とい った生 保 ・証 券 提 携 商 品 な どを生 み 出 す 刺激 要 因 とな って い る。

も うひ と つ は,生 保 各 社 が フ ァー ム ・バ ンキ ン グを 通 して 銀行 業 界 との 間 に ク

モの 巣 状 の エ レ ク トロ ニ クス提 携網 が 形 成 され た ことだ 。 これ に よ って保 険 金 ・

年金 な どの 即 時送 金,銀 行 か らの入 出 金 状況 の把 握,生 保 住 宅 ロ ー ンの 口座 振 り

替 え請求 等 を 自動 的 に 行 な う こ とが で き る よ うに な った 。

この よ うに フ ァー ムバ ンキ ング は,事 務 面 ・資 金効 率 面 で の経 営 効 率 の 向 上 に

貢 献 して い る。業 界 内 各 社 間 で の ネ ッ トワ ー ク化 の 動 き も もち ろん あ る 。現 在,

生命 保 険 協 会 に 加 盟 して い る26社 が参 加 して 「生保 共 同 セ ンタ ー」 の 設 立 準 備

を行 な って い る 。本 格 的 な稼 動 時 に は,各 社 間 を オ ン ライ ン回 線 で 結 ぶ こ とに な

ってい る。(図2-1.2参 照)

と りあ え ず の 適 用 業 務 と して は,企 業 年 金 や 団 体 定 期 保 険 の 付 け替 え処 理,顧

客 で あ る企 業,銀 行 な ど との デ ータ交 換,契 約 内容 を登 録 して お い て不 良 契 約 な

ど モ ラル ・ リス ク をチ ェ ックす る情報 交 換 一 な ど を予 定 して い る。

① 企業年金 や団体 定期保険 の付け替 え処理

企業年 金や団体定期保険 の受託 には複数社 が あた るケ ースが多 く,し か も,
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受 託社 間 の シ ェアが 変 化 す る 。 この シェ アが 変 わ る と,そ の相 当 分 を 現 金 で や

り取 り しな け れ ば な らな い厄 介 な業 務 が 付随 す る。 こ う した各 社 に また が るシ

ェ ア割 りの変 更 な ど に伴 う業 務 を一 括 処 理 しよ う とい うわ けで あ る。

② デ ータ交 換

大 企業 は多 くの保 険 会 社 と取 り引 きが あ る。 コ ンピ ュー タ処 理 を 一 本 化 して

これ らの企 業 とデ ー タ授 受 す る こ とに よ り,各 社 共通 の 問 題 を一 本 化 して,共

通 の メ リ ッ トを 得 よ う と い う も くろ み もあ る。

③ モ ラル リス ク対 策

保 険 金 殺人 等 の モ ラル リス ク を伴 う契 約 に つ い て は早 くか らそ の 防止 策 が検

討 され て きた 。 多 くの場 合,こ の種 の 契約 は1社 に 限 らず 多 数 の会 社 に 複数 の

契 約 で加 入す るケ ー スが通 常 で あ る。 した が っ て この 種 の 契 約 の事 前防 止 は1

社 内 で の チ ェ ック体制 で は不 可能 に近 い。 共 同 セ ンタ ー に お い て 契 約 情 報 の集

中 が で きれ ば,実 効 性 の あ る事 前 チ ェ ックの 可能 性 が で で くる。

この よ うに,内 部 の事 務 を い か に効率 的 かつ 迅 速 に行 な うか,と い う と ころか

ら始 ま った生 保 業 界 の シス テム 化 は,オ ン ライ ン網 の拡 充 期 を経 て,今 で は,戦

略 面 で の貴 重 な サ ポ ー ト手段 と して,「 情報 化 」,「 ネ ッ トワ ー ク化 」 とい う新

しい局 面 に対 面 しよ う と して い る 。

2.1.3生 命保 険 業 界 を め ぐる 環 境 の変 化

そ れで は,こ こで,こ の 様 な展 開 を みせ るに至 った背 景 一 業 界 を取 り巻 く経 営

環 境 の変 化 一 につ いて 概 観 して み た い。

大蔵 大 臣の諮 問機 関 で あ る保 険 審 議 会 が近 ご ろ答 申を ま とめ た 。 答 申 は生 命 保

険 事 業 を め ぐる環境 の 変 化 を分 析 した う えで 新 しい時 代 に対 応 す るた めの 生 命 保

険事 業 の あ り方 を 提 言 して い る。 特 筆 すべ きは 「金 融 の 自由化 ・国 際 化 」,「 高

齢 化 社 会 へ の 移 行 」 に 加 え て 「高 度 情報 社 会 の到 来 」 を環 境 変 化 の 三 本柱 に据 え

て い る ことで あ る。 勿 論 前2者 と コ ン ピュ 一 夕 リゼ イ シ ョ ンと は切 って も切 りは
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なせ な い関 係 に あ る。 した が って これ か らの生 命 保 険 事業 の展 望 を探 る に あた っ

て は,コ ン ピュ ー タ を介 した シ ス テム化 戦 略 を抜 きに して語 る こ と はで きな い 。

以 下 答 申 に 指 摘 され た 内容 に 添 って,今 後 の生 命 保 険 業 界 の シス テ ム化 を取 り巻

く環境 変 化 に つ いて考 え て み た い 。

(1}金 融 の 自 由化 ・国際 化 の 進展

金 融 業 界 は 法 令 な らびに 行 政 指 導 に よ り銀 行,証 券,保 険 等 に分 野 調 整 が な

され て い る。 と ころが 「金融 の 自由化 」 の 先進 国 で あ る米 国 で は す で に これ ら

の業 際 間 の 垣 根 が 大 幅 に と りは らわ れ て い る。 「金 融 の国 際 化 」 に よ り米 国 内

の金 融 の 自由 化 の 波 が わ が国 へ も波 及 して きた 。 昨 年 の 日米 円 ドル 委 員 会 の 報

告書 には 日本 の 金 融 市 場 の 開放 を要 請 す る米 国 側 へ の配慮 が うか が え る。 「護

送 船 団行 政 」 と いわ れ て久 しい大蔵 省 の 金融 行 政 に 黒船 が 到 来 した 。 一 方,日

本人 の 旺 盛 な貯 蓄 性 向 は個 人 資 産 の 増加 を もた ら し金利 選 考 に拍 身 を か け て き

た。 個 人 資 産 の保 有 形 態 も多 様 化 し金 利 の変 化 に応 じた資 金 移 動 が 頻 繁 に行 な

われ よ うと して い る。 この よ うな背 景 の も と 日本 に お い て も業 際 間 の垣 根 を ま

たが った 分 野 調 整 の 見直 し論 議 が な され る よ うに な って きた。 現 実 に業 際 間 を

ま たが った 提携 商 品 の 出 現 を 見 て い る こと は前 述 した とお りで あ る 。 当 然 金 融

機 関 同 士 の 競争 が 激 し くな り,か つ,金 融 分 野 へ 異 業 種 が 参 入 して く る。 そ の

結 果,増 加 す る個 人 金 融 資 産 の運 用 選 択 の 幅 も広 が って くる。 実 際,こ うい っ

た動 きは 生 命 保 険 業 界 につ いて も例 外 で は な い。

そ の 発 端 とな っ たの が,59年1月 の,明 治 生 命 と三 菱 銀 行 系 ク レ ジ ッ ト ・

カ ー ド会 社 の ダ イ ヤ モ ン ド ・ク レジ ッ トの業 務 提携 で あ る 。

両 社 の 提 携 の骨 子 は,

① 保 険 業 界 で 初 め て共 通 の ク レジ ッ ト ・カ ー ドを発 行 す る。

② ダ イ ヤ モ ン ド ・ク レジ ッ ト ・カ ー ドで 明治 生 命 へ の 初回 保 険 料 を 支 払 え

る よ うに す る。

③ 明 治 生 命 が 共通 カ ー ドの 加 入者 向 け に実 施 す る フ リー ロ ー ン(最 高300

万 円,年 利12%強.期 間5年)を ダ イ ヤ モ ン ド・ク レジ ッ トの 保 証 で 貸
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し出 す 。

な ど とい う もの だ った。

金 融 自 由化 で は,日 本 を は るか に リー ド して い る ア メ リカ の 大 手生 命 保 険 会

社 で は,銀 行 預 金 と同 じよ うな機 能 を もつ 「生 保 総 合 口座 」 を 設 け て い る。

た とえ ば,全 米3位 の エ ク イ タ ブル社 はク レジ ッ ト・カ ー ド会社 と提 携 して

「テ ィー ム ・アカ ウ ン ト」 と い う名 の総 合 口座 を 開設 して い る 。 これ は 「現 金

口座 」 と 「有 価 証 券 口 座 」 を組 み合 わ せた もの で,加 入 者 は ク レ ジ ッ ト ・カ ー

ドを使 って シ ョ ッ ピ ン グや キ ャ ッシ ング な どの サ ー ビスを 受 け られ る。 「現 金

口座 」 か らの 引 き 出 しが2,000ド ル を超 えた場 合 に は,証 券 投 資 に回 して い た

「有 価 証券 口座 」 の資 金 を 回 収,「 現 金 口座 」 に補 て ん す る仕 組 み で あ る。

明 始 生 命 とダ イ ヤ モ ン ド ・ク レジ ッ トとの提 携 は,ま さに この 「総 合 口座 」

創 設 の 糸 口 とな る もの だ 。 この 提 携 を き っか け に,大 手生 保 各 社 は 「カ ー ド部

門 進 出 」 に一 段 と熱 を 入 れ るよ うに な って きた 。

ま た,高 利 回 り商 品 の 検 討 が 盛 ん に な って き た こ と も忘 れ て は な らな い。 た

とえ ば,変 額保 険 ・ユ ニバ ーサ ル 保 険 ・保 険 金 信 託 な ど で あ る。

変 額 保 険 は,投 資 実績 を保 険 の配 当 に その ま ま反 映 させ る投 資 信 託 類 似 商 品 。

ま た,ユ ニバ ーサ ル保 険 は掛 金 の死 亡保 障 部 分 と貯 蓄 部 分 と を 明確 に し,貯 蓄

部 分 の利 回 りを 高 くす るの が 特 徴 。 保 険 金 信 託 は,契 約 者 が 受 け取 る満 期保 険

金 な ど を生 命 保 険 会 社 が 預 って 管 理,運 用 す る もの で あ る。

特 に変額 保 険 に つ い て は,保 険 審 議 会答 申で も大 き く採 り上 げ られ て お り,

も し実 現 す れ ば 金 融 自 由化 に一 石 を投 ず る存 在 に な りそ うで あ る。

② 高 齢 化 社 会へ の 移 行 と経 済 社 会 環 境 の変 化

出 生 率,死 亡率 の 低 下 に よ り,わ が 国 の65才 以 上 の人 口 の 占め る割 合 は,現

在 の10%か ら,西 暦2,000年 に は15%,2,020年 に は22%に 達 し,世 界

一 の 高 齢 化 社 会 国 に な る と予 測 され て い る。

ま た,高 齢化 の ス ピー ド(65才 以 上 の人 口 の 占 め る割 合 が7%か ら14%

に な るの に要 す る 年数)で み る と,西 側諸 国 で は 最 短 で も45年 を要 した の に
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表2-1.2生 保 会社 のカ ー ド発行状況

カ ー ド 名 提 携 先 業務開始
発 行 枚 数

(60.9末)

明治 生 命 い い カ ー ド ダ イヤモ ン ドク レジ ット 59.3 1,500

三井 生 命 三 井 生 命 カ ー ド 三 銀 ク レ ジ ッ ト 59.10 3,500

太陽 生 命 太 陽 ひ ま わ り カ ー ド 日 本 信 販 60.3 一

東 京 生 命 東京生 命カ ー ド囲 DBク レ ジ ッ ト 60.5 5,000

千代田生命 千代田生命カ ー ・/
セ ン トラル フ ァイ ナ ンス

ミリオ ンカー ド ・サ ー ビス

名 鉄 ク レ ジ ッ ト

6L1(予 定)

6L1(予 定)

61.1(予 定)

=
一

曲 機能は当面,UCカ ードの クレジット機能のみ(保 険のID機 能はない)。

対 し,日 本 は,わ ず か26年 の 間 に これ を経 験 す る こと に な る。

この確 実 視 され て い る高 齢 化 へ の加 速 は既 存 の経 済 社 会 シ ス テ ムに 多 大 の 影

響 を及 ぼ す 。 寝 た き り老 人,ぼ け老 人 の 増 大 。 生 き続 け る ことの リス クが 拡 大

して い く。 元 来,生 命 保 険 事 業 は人 間 の生 死 に かか わ る リス クを補 填 す る相互

扶 助 の シ ステ ム で あ る。 生 存 の リスク に対 す る保 障 は金 融 商 品 の 中 に あ って も

生 命保 険 商 品 が 一 番 目的 にか な って い る。 した が って 生 命 保 険事 業 が この急 激

に 増 大 す る シルバ ー ・マ ー ケ ッ トに 与 え る役 割 は大 きい。 ま た,事 業 の 性 格 上

生命 保 険 は社 会 的秩 序 の 安 定 化 の一 翼 を 担 う もの で あ り事 業 運 営 に あ た って の

社 会 的責 任 が 大 きい ○

(3)生 命保 険 に対 す るニ ーズ の変 化

金 融 の 自 由化 や,高 齢 化 ・ライ フサ イ クル の変 化 と い った 動 きは,生 命 保 険

に対 して も少 な か らぬ 影響 を 与 え て い る。

生 命保 険 文 化 セ ン タ ーで は,公 衆 の 生 命 保 険 に つ い て の 加 入 状況 や 考 え方 を

時 系 的 に把 握 す るた め,3年 ご とに 「生 命 保 険 に関 す る全国 実 態 調 査 」 を 実施

して い るが,今 年 の 調 査 で,「 加 入 目的 」 の 多 様化 が一 層 す す ん で い る こ とが

明 らか に な った 。

か って生 命 保 険 と い え ば 「死亡 保 障 」 一 点 張 りの観 が あ った が,「 貯 蓄 」 や

「医療,入 院 費 」,「 老 後 生 活 資 金 」 の た め に加 入 す る人 が急 速 に増 え て い る
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の で あ る。

こ うい った変 化 は,「 商 品 動 向 」 に も波 及 す る。保険 審 議 会 答 申 で,変 額 保

険 や医 療 ・福 祉 ニ ーズ へ対 応 す る こ との 必 要 性 が あ げ られ て い るの も当 然 と い

え よ う。

(4)求 め られ る ラ イ フ ・コ ンサ ル タ ン ト機 能

「生命 保 険 事 業 は人 材 しだ い」 とよ くい わ れ る。特 に営 業 面 で は,セ ール ス

マ ン,セ ール ス レデ ィの双肩 に かか る部 分 が多 い。

生 命 保 険 業 界 は35万 人 の 外 務 員 をか か え,全 国 津 々浦 々 に 支社 ・営 業 所 網

を は りめ ぐらせ て い る。 これ ら営業 拠 点 が オ ン ライ ン化 され て い く こと に よ り,

生 保 は 「歩 く金 融機 関 」 と して大 き く飛 躍 す る チ ャ ンス を つ か め る。

金 融 の 自 由化,高 齢 化,そ して,そ れ に伴 う顧 客 の ニ ー ズ の多 様 化 と高利 回

り指 向,と い った環 境 の変 化 に対 応 して い くため,外 務 員 に 「歩 く金 融機 関 」

の 中枢 と して の資 質 が求 め られ て い る。

しか し,問 題 は外 務 員 の質 の 向 上 だ けで は な い 。

い ま多 くの生 命 保 険 会 社 が 志 向 す る販売 戦 略 は,「 歩 く金融 機 関 」 の 特 色 を

いか して,各 家 庭,各 個 人 の ライ フサ イ クル に合 わ せ た生 活 設 計 コ ンサ ル タ ン

トと しての 地 位 を確 保 す る こ とで あ る。

銀 行 が 決 済 機 能 を持 ち機 械 化 に 向 か う。証 券 会 社 は,高 利 回 り商 品 を持 って

銀 行 に対 抗 す る。 信 託 は,財 産 管 理 に力 を 入 れ る。

金 融 革 命 が 進 み,金 融 機 関 の特 色 を ど うい か して,存 在 意義 を 高 め て生 き残

って行 くか。 個 々 の家 族 構 成,子 供 の 年齢,親 の 職 業,い つ まで働 け るの か,

年 金 は ど の く らい もらえ るの か,万 一 の と きに どの 位 の貯 えや 保 証 が あ った ら

子供 を 大 学 まで 卒 業 させ られ るのか 。画 一 的 で な い,一 人 一 人 の実 情 に あ っ た

個 人 の 生 活 設 計 を サ ポ ー トす る。

この よ う な生活 設 計 上 の総 合 サ ー ビス を提 供 しよ う とす るた め は,地 域 社 会

に密 着 した 生活 情 報 セ ンタ ー と しての 機 能 が 果 た せ る ことが 必 要 とな って くる。

(5)高 度 情報 化 社 会 の 到来
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エ レ ク トロニ クス技 術 の 驚異 的 な 革 新 とと もに ,多 くの 「ニ ュ ー メ デ ィア」

が 話題 と な り,現 在 で は,新 聞 に こ の種 の 記 事 が 出 な い 日 は な い ほ どの盛 況 ぶ

りで あ る 。

INS,CATV.VAN等,詳 しい内 容 に つ いて は,既 に何 度 も多 くの 方

面 で語 られ て い るの で,こ こで は 触 れ な いが,生 命 保 険 業界 が対 応 を 迫 られ る

さ ま ざま な 問題 を解 決 して い く上 で 「ニ ュ ー メ デ ィア」 の果 す役 割 は大 き い。

2.1.4こ れ か らの シス テ ム 戦 略'

既 に み て きた よ うに生 命 保 険業 界 で は,昭 和40年 代 か ら50年 代 に わ た るオ

ン ライ ン化 に よ り,事 務 分野 を 中 心 と した 機 械 化,合 理 化 に大 きな成 果 を あ げ て

きた 。 しか し,こ れか らは大 き く変 わ る経 営 環 境 の中 で,既 に 次 の 情報 化 戦 略 に

向 けて 大 き く踏 み 出 して い る 銀 行,証 券 等 の 隣接 地 業 界 に対 応 して い か ね ば な ら

な い。 そ の た め に は,新 た な 情 報 化 戦 略 とそ れ を支 え る シス テ ム の 構 築 が 必須 と

な って くる。

これ か らの 生 命保 険 シス テ ム は,コ ン ピュ ー タや ネ ッ トワ ー クの 最 新 技 術 を積

極 的 に と り入 れ,顧 客 に対 す る総 合 サ ー ビス体制 づ くり と い う観点 に立 った シス

テ ムの再 構 築 を はか っ て い く必 要 が あ る。

現 在 検 討 され よ うと して い る生 命 保 険 の 「第3次 オ ンラ イ ン シス テ ム 」 は,隣

接他 業 界 と同 様 に,顧 客 サ ー ビス の 充 実 を 核 と した 営業 活動 の 強化 を め ざす,市

場 顧 客対 応 型 シ ステ ムを 推 進 す る こ と にな ろ う。

業 際 間 競 争 は,シ ス テ ム化 に よ る顧 客 の 系 列 化 の 様相 を 強 め て い る 。顧 客 ニ ー

ズ に即 した 商 品 ・サ ー ビス の 提供 や 市 場 ・顧 客 情 報 を核 と した,き め 細 か い営業

活 動 の支 援,ざ ら には取 引 情 報 の 総 合 化 等 の,全 社 に わ た る各 部 門 と一 体 化 した

シ ステ ム戦 略 の展 開 が 求 め られ て く る。

以 上の よ う}こ,顧 客 ニ ーズ の 多 様 化 とエ レク トロニ ク ス技 術 の革 新 を背 景 に,

生 命 保 険 業 界 も第3次 オ ン ラ イ ン ・シス テ ム に 向 けて 新 た な シス テ ム戦 略 を展 開

して い く こ とに な るが,そ の中 で,特 に これ か ら対 応 して い くべ きもの に つ い て
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述 べ る。

(1)ネ ッ トワ ー ク化 の 推 進

① 自社 内 ネ ッ トワ ー ク の整 備 と充 実

自社 内 ネ ッ トワ ー ク に つ い て は,事 務 シス テ ムの オ ンライ ン化 に よ り∫既

に 成熟 の段 階 に 入 っ て い る こ とは,既 に述 べ たが,総 合 的 な ライ フ コ ンサ ル

タ ン トと して発 展 して い くた め に は,顧 客 の オ ーダ ー メ イ ドの タ イ ム リー な

情 報 を提 供 で き な けれ ば な らな い 。 その 際,有 力 な媒 介 と な るの が 全 国 に散

りば め られ た支 社,営 業 所 な どの店舗 で あ る 。特 に生 命 保 険 会 社 の 場 合,銀

行 とちが って店 舗 規制 が な い の で地 域 密着 型 の 店 舗 を 構 え る ことが で き る と

い う強 みが あ る。

今後 は,こ れ を エ レ ク トロニ クス化 あ る い は ニ ュー メ デ ィア によ る装 置 化

を す る こ とに よ り集 客 機 能 を持 た せ,コ ミュ ニ テ ィ ・サ ー ビスを 図 って い く,

つ ま り地 域 社 会 に お け る 「生 活 情 報 セ ンター」と しての 役 割 を 担 うべ きで あ る
。

事 務 分 野 に お け る ネ ッ トワ ーク化 が 一応 の 完 成 を み た 現 在,営 業 情報 面 で

の ネ ッ トワ ー ク化 の 整 備 ・充 実 を 図 る こ とが これ か らの 課 題 で あ る。

② 顧 客 ・他 企 業 との ネ ッ トワ ー ク

他 企 業 との デ ー タ通 信 の動 きに つ いて は,フ ァー ムバ ンキ ングの進 行,生

保VANを 通 じた動 き等 現 実 に進 展 しつ つ あ る。 生命 保 険 業 界 を め ぐ る経 営

環 境 が 大 き く変 わ る中 で 総 合 金融 サ ー ビス機 関 を め ざす に は業 際 間 の枠 を超

えた ネ ッ トワ ー ク化 が 必 須 で あ る。 既 に業 際 間 の 提携 商 品 の 出現 を み て い る

こと は 前述 した と お りで あ る。 ま た顧 客 企 業 に対 す る総 合 福 祉 サ ー ビス の通

信 回 線 を通 じた 提供 な ど も今後 の発 展 課題 で あ る。 特 に企 業 の グル ー プ 化 が

進 行 して い る中 で 特 定 の 企業 グル ープ の福 利 厚生 を 一 括 して担 う団体 が 出現

しよ うと して い る。 こ れ らの団 体 の運 営 には 生命 保 険 業 界 が もつ ノウハ ウが

生 き て こよ う。 生命 保 険 業 界 か らの マ ンパ ワ ーの派 遣 と同 時 に通 信 回 線 を通

じた事 務 サ ー ビス の 提 供 に よ る企 業 間 ネ ッ トワ ー クの拡 大 が 期待 され る 。

生命 保 険 業 界 で は,こ の よ うな将来 の展 望 をふ ま え て,ま ず業 界 内 の ネ ッ
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トワー ク 基盤 を 確 立 す る た め に,「 生保 共 同 セ ンタ ー」 を来 春 か ら発 足 させ

る こ とに した わ けで あ る。

将 来 は適 用業 務 を 拡 大 し,ま た共 同 開 発,共 同 利 用 の機 関 と して,さ らに

生保ANSERや 生 保 間ATMネ ッ トワー ク,銀 行CD共 同 ネ ッ トワ ー ク と

の 接続 等,業 界 内外 との あ らゆ るネ ッ トワ ー ク化 を考 え て い くべ きで あ ろ う。

③ 家庭 と の ネ ッ トワ ー ク

ニ ュ ー メデ ィア に よ る 情報 伝 達 は,従 来 い くつ かの媒 体 を経 て伝 え られ て

い た情 報 が,提 供 者 か ら受 け 手 へ と直 接 に 提供 され,コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ンの

距 離 感 や 時 間 差 が な くな る 方 向 に 変化 す る こ と に そ の特 徴 が あ る。

各 家 庭 に キ ャ ップ テ ン端 末 が 普 及 した と仮 定 した場 合,顧 客 は生命 保 険各

社 が発 売 して い る商 品 情 報 を 家 庭 内で 得 られ る よ うに な る。 また,顧 客側 か

ら端 末 機 を通 した 生 命 保 険契 約 の 申込 み をす る こ と も物理 的 に 可能 と な って

くる。

しか し,セ ー ル ス マ ンの 対 面 に よ る説 明で 顧 客 が 理 解 し,納 得 して買 うと

い っ た購 買 行 動 は そ う簡 単 に は変 わ らな いだ ろ う 。

生 命 保 険 加 入 時 に は告 知 義 務 が あ っ て,既 往 症 な どを正 し く告 知 しな けれ

ば な らな い。 後 で 保 険 金 を 支 払 うと きに な って 起 き る トラブル で 一 番 多 いの

が この 告知 義 務 で あ る。 ま た,詳 細 で 長 分の 約 款 の説 明 や診 査 な ど,機 械 で

代 替 で きな い 問題 が 沢 山 あ る。

しか し,生 命 保 険 の販 売 と い う観点 か ら離 れ れ ば,家 庭 との ネ ッ トワー ク

の 可能 性 は充 分 考 え られ る。

各 個 人,各 家 庭 に 応 じた ライ フ プ ラ ンの 提供 等,生 活 情報 全般 のサ ー ビス

な ら,天 気予 報 や シ ョ ッ ピ ング情 報 と並 んで,利 用 され る こ と もあ るの で あ

ろ う。

(2)コ ンサ ル テ ィ ング ・サ ー ビス の 充 実

顧 客 の 総 合 的 な 生 活 保 障 や 金 融 ニ ー ズ に柔 軟 に対 応 し得 る新 しい シス テ ムの

構 築 が さけ ば れ て い る。 そ の た め に は,従 来 の契 約単 位 の デ ータ 管理 か ら,契
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約 者 単 位 あ る い は世 帯 単 位 に名 寄 せ した顧 客 情 報 デ ータ ベ ー ス の整 備 が必 要 と

な る 。

これ に よ り,顧 客 の ラ イ フ ス テ ー ジに応 じた総 合 的 な 生活 保 障 コ ンサ ル テ ィ

ング が 可能 に な り,同 時 に既 契 約 の ア フタ ー サ ー ビスに つ い て もキ メが 細 か く

な る。

企 業 に 対 す る コ ンサル テ ィ ン グサ ー ビス に つ い て も同 様 で あ る。

従 来 の 商 品単 位(グ ル ー プ保 険,企 業 年金 保 険 等)の 契 約 管 理 か ら,企 業 単

位 の 総 合 的 な デ ー タ ベ ー ス を構 築 し,企 業 の福 利 厚 生制 度 に対 す る総 合 的 な ア

ドバ イ ス を行 な って い くの で あ る。

ま た,従 業 員 の 総 合 的 な 生活 保 障 コ ンサ ル テ ィ ン グを行 な うた め に,従 業 員

単 位 の デ ータ ベ ー ス の必 要 性 も出 て こよ う。

(3)カ ー ドへ の対 応

今 日,カ ー ド利 用 は わ が 国 の 社 会 経 済 生 活 に深 く定着 して い るが,生 命 保 険

業 界 と して も,利 便 性 ・サ ー ビス 向上 の 面 か らも一層 の検 討 が 望 まれ る。

カ ー ドと して の機 能 を 高 め る た め に は,共 同 利 用 が 前 提 と な る ため,生 保 共

同 セ ン タ ーを通 じて各 社 間 のCD・ATMネ ッ トワ ー クが構 築 され る こ と も考

え られ よ う。

2.1.5シ ステ ム 戦 略 の推 進 に伴 う 問題 点

最 後 に,前 述 した よ うな シス テ ム戦 略 を 推 し進 め た 場合 に伴 う問題 点 に つ い て

考 え て み た い。

(1)安 全対 策

金融 機 関 の シス テ ム に は,公 共 性 ・広 範 性 と い った点 か ら高 度 な 安 全対 策 が

要 請 され る 。

昨 年11月 の東 京 ・世 田谷 の通 信 ケ ー ブル火 災 に よ る社 会 的 ・経 済 的 混 乱 は

記 憶 に新 しい。 ネ ッ トワ ー ク社 会 に対 す る依 存 度 が 高 ま って くる に つれ て,万

全の 対 策 が必 要 に な る。
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他 に もデ ータ盗 聴 や,端 末 機 操 作 に よ る保 険 内容 の 改 ざん等 を 防 止 す るため

の 情報 の 管 理,保 護 を 図 っ て い く こ と も考 え るべ きで あ る。

② プ ライバ シ 「の問 題

今 後,個 人 情 報 の蓄 積,活 用 が 進 ん で くる と,プ ライバ シーの侵 害 や 誤 情報

の流 通 な ど トラ ブル 発 生 の 可能 性 が 増 大 して くる 。

特 に 生 命 保 険 の場 合,多 くの プ ラ イバ シ ー情 報 を保 有 して い るた め,そ の機

密保 護 対 策 は極 め て重 要 で あ る。

シス テ ムの 高 度 化 が 進 む に つれ て,顧 客 が キ ャプ テ ン等 端 末機 を 通 じて,直

接 に デ ー タ を利 用 す るケ ー ス も考 え られ る。 本人 か 否 か を確 認 す る検 証 システ

ムを組 み こん で お くな どの 防 衛措 置 も必 要 に な って こよ う。

2.1.6終 り に

以 上,新 しい時 代 の シス テ ム化 戦 略 に つ い て述 べ て きた。 新 商 品 や 新 サ ー ビス

の 開発,ネ ッ トワ ーク化 等,今 後 ます ます 高 度 化,、複 雑 化,巨 大化 して い くコ ン

ピ ュ ー タ ・シス テ ム に対 応 して い く為 に は,巨 額 の 資 金 投 資 が 必 要 に な って くる。

この 様 な要 請 に 応 え て い くた め に は,「 シ ステ ムの 共 同 開 発 」 が必 要 に な って く

る。

今後 の シ ステ ム開発 に あ た って は,業 界 各 社 で 共 同 で ソ フ トウ ェア を 開 発 した

り,あ るい はパ ッケ ー ジ商 品 を 購 入 した り して,経 済 効 率 を高 め る こ とを 考 えな

けれ ば な る ま い。

これ らは 最 終 的 に は経 営判 断 の 問題 で あ るが,積 極 的 か つ柔 軟 な 対 応 を して い

く ことが要 請 され て こよ う。
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2.2化 学 工 業 界 に お け る シス テ ム化 と課 題

2.2.1は じ め に

産 業界 の中で,化 学工業 は,鉄 鋼業 とほぼ同程 度の規模 と位置 づ けられて いる

が,そ の事業 に対す るイメー ジは鉄鋼業 のよ うな明確 さはない。歴 史的 に見 て も,

硫酸 とか硝酸の大量 生産工場の完成が近代化学工業の始 ま りとされ ているよ うに,

その主要製品 す ら時代 とと もに変遷 している。 日本の化学工業 は概 ね石炭か ら製

鉄 用の コー クスを製造 す る際に副 生す るコークス炉 ガス とコール タールを起 源 と

してい る。第2次 大戦後の 食糧増産 時期 には,高 圧 ガス工業か ら生 まれた肥料 工

業が全盛を極めた し,稲 作 に不 可欠 な農薬 はタール工業の誘導品 であ った。原料

が石炭 か ら石 油へ と移 り変 って も,化 学工業の多 様化 は止 まる所 な く拡大 し,各

産業 の業 際に新産業 が成立 す る時に は必ず といってよい程,新 素材が化学者達 か

ら生 み出 され化学工業 の構造 に変 化を もた らして い った 。

日本 の化学工業の構造 を産品で 分類 してみ ると,約 半分が石 油化学 に代表 され

る素材型製品で あり,残 り半分が医薬品,塗 料,接 着剤,等 の加工型製品 にな っ

ている。(図2-2.1参 照)

企業 の規模 も,素 材型化学工業 では比較的大企業が多 く,加 工型化学工業で は,

中小規模 の専業企業 が多い。化学工業 を構成す る業界 も,日 化協(日 本化学工業

協会)と い う全化学工業 を殆 んどカバ ー している業界団体が存在 しているが ,実

務的 には傘下の,石 化協(石 油化 学工業協会)を 始 め とす る約200の 業界 団体

で,業 種毎 に具体的 な活動 を してい る。例 えば,10年 前 までは年 中行事 の1っ

とされていた 『日中肥料輸 出交渉』な どは,日 本硫安工業会 を窓 口に交 渉を行 な

って いた し,最 近 では,塩 化 ビニル樹脂の構造不 況に伴 う通産省 指導 の塩 ビ共販

4社 の設立等 は,日 本塩化 ビニル協会 を中心 に業界全体の調整が行 なわれ た。

化学工業 の多 様化 を促進 して いる別 の理由は,自 動 車工業界や 電子機器工業界

が従来外部 の化学 企業 か ら購 入 していた化学製 品を 自社内で 自製 し,素 材 の段階

か ら他社 との差別化 を強調 す る戦 略を採択 している ことであ る。又,食 品 とか化
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化 粧 品 接 着 剤(1
.0%)

(5.0%) 写 真 感 光 材

(3.3%)

(5.9%)そ の他 最 終 化 学 製 品

そ の他有 機 化 学(2.3%) 化 学 肥料

製 品(4・6%)有 機 化 学 製 品

無 機 化 学

合成 ゴム2・5%(39・3%)(7.9%)

プ ラス チ ック

(12.1%)(6.8%)

石 油 系 基 礎 製 品(5
.6%)(7

.7%)

染 料 ・顔 料 ・環 式 中 間 物 脂 肪 族 系 中間 物

図2-2.1化 学 工 業 の 出 荷 額 と そ の 事 業 構 成(工 業 統 計 表,58年 実 績)



表2-2.1日 本化学工業 協会 加盟主要団体

ア ンモニア系製品協会 シ リ コ ー ン 工 業 会 日本石灰窒素工業会 日本無機 薬 品協 会

板 硝 子 協 会 石 油化学 工 業 協会 日本石鹸洗剤工業会 日本有機過酸イヒ物工業会

印 刷 イ ン キ 工 業 会 石 油 連 盟 日本接着 剤 工 業会 日 本 油 脂 協 会

塩化ビニル管 ・継手協会 東京医薬品工業協会 日 本 ソ ー ダ ェ 業 会 日本輸出ヨード工業組合

塩化 ビニール工業協会 東 部 試 薬 協 会 日 本 塗 料 工 業 会 日本硫安 工 業 協 会

カ ー バ イ ド 工 業 会 日 本 エ ア ゾ ー ル 協 会 日本塗料 商 業 組 合 日 本 硫 曹 協 会

カ ーボ ン ブ ラ ック協会 日本界面活蜘 工業会 日本難燃剤 懇話 会 二 硫化炭 素 工 業 会

化 成 品 工 業 協 会 日本化学繊 維 協 会 日本 ビニ ル 工 業 会 農 薬 工 業 会

可 塑 剤 工 業 会
日本化学物質 安 全 ・
情 報 セ ン タ ー

日 本 香 料 工 業 会 メタノールホル マ リン協会

研 削 材 工 業 協 会' 日本化成 肥 料 協会 日本 フ ェ ロ ア ロイ協会 葉 菜 経 済 研 究 所

硬質塩化ビニール板協会 日本化粧品工業連合会 日 本 フ ロ ン ガ ス 協 会 溶解 アセ チ レン協会

合成樹 脂工 業 協 会 日 本 ゴ ム 工 業 会 日本プラスチック工業連盟 熔 成 燐 肥 協 会

酢 酸 工 業 会 日本酸化チタン工業会
日本ポ リエチ レン製品
工 業 連 合 会

硫 酸 協 会

酸 素 協 会 日 本 産 業 火 薬 会
日 本 ポ リオ レ フ イ ン

フ イ ル ム 工 業 組 合
レ ジ ン カ ラ ー 工 業 会

写真感光材料工業会 日 本 製 壕 協 会 日本芳 香族 工業会 関西化学 工 業 協 会

硝 化 綿 工 業 会 日本製薬団体連合会 日 本 防 災 協 会

触 媒 工 業 協 会 日 本 石 灰 協 会 日本 マ ー ガ リン工業会

(五十音順)
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粧 品 の よ うな最 終 消 費 者 に 直 接 製 品 を 提 供 す る産 業 で は,サ ー ビス の一 環 と して,

包装 材 に 趣 向 を凝 ら して,そ れ を 自社 内 で 特 別 加 工 す る こと も珍 しい こ とで はな

いo

他 方,化 学 工 業 の老 舗 の 企 業 で も,最 近 の ハ イテ ク に関連 して,バ イオ ・電 子

材 料 等 を 中 心 に他 産業 の 領 域 に侵 入 して い っ て い る。

この よ う に,化 学 工業 の 定 義 は各 人 各 様 に異 な り,『 化 学 反 応 に 基 因 す る工業 』

と い う範 囲 に属 さない 加 工 型 の 化 学 製 品 の 発展 が更 に これ に拍 車 を か け て い る。

従 っ'て,本 稿 で は,以 下 の展 開 を化 学 工業 全体 の話 と個 々 の 企業 の話 を,場 面 に

よ り整 合 な く進 め て い く こ とを 御了 解 い た だ きた い 。

2.2.2化 学 工 業 にお け る シ ス テ ム 化 の 歴 史

(1)プ ロセ ス コ ン トロー ル との 組 合 せ

昭和30年 代 終 りか ら,日 本 の 石 油 化 学 工 業 が 急 成 長 し,日 本 全国 に突 如 と

して,石 油 化学 コ ン ビナ ー トと い う大 規 模 な工 業 地 帯 が 形 成 され た 頃 が,シ ス

テ ム化 の始 ま りで あ る 。石 油 化学 工 場 で は,そ の生 産 管 理 の大 半 を,プ ロセ ス

制 御 用 コ ン ピュー タ に 依存 してお り,生 産 工程 の バ ル ブの 開 閉 等 に 限 らず,生

産 台 帳 とか 生産 日報 と か も,コ ン ピ ュ ー タの ア ウ トプ ッ トと して利 用 され てい

た 。当 時 は,純 粋 な事 務 の機 械 化 を 目指 して シス テ ム を構 築 した訳 で は勿 論 な

く,製 造 設備 の一 部 と して 設 置 され た コ ンピュ ー タ を有 効 利 用 す るた め に計 数

処 理機 と して用 いた もので あ?た 。

(2)PCSの 導 入

製造 所 の 機械 化 とは 全 く別 な 流 れ と して,PCS(パ ンチ カ ー ドシス テ ム)

が,本 社 機 構 を中心 に 発 展 してい った 。 タ イ ム レコ ーダ ーに よ る動 体管理 と連

繋 して,給 与計 算 シス テ ム をPCSで 組 上 げ た 企 業 もあ った 。 省力 化 に よ る人

件 費 の 圧 縮 を第1義 に 掲 げ たPCSは 時 代 を 先取 り した 感 さえ あ っ た。 当 時 は,

個 々の 企 業 の 置 かれ た環 境 に応 じて,給 与計 算 とか,限 定 商 品 の在 庫 管 理 とか

単 機 能 の 事 務 機 械 化 を 目 指 す の が精 一 杯 で あ り,シ ステ ムの 大 部 分 が,マ ン ・
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マ シ ン連 繋 の組 合 せ で構 成 され て い た。

(3)経 営情 報 シス テ ムの発 展

昭 和40年 代 に な る と,化 学 工 業 の 成長 も,分 野 毎 に不 均 衡 と な り,企 業 戦

略 を 検 討 す る為 の経 営情 報 の適 格 な把 握 とこれ の 計数 的 分 析 が 要 望 され る よ う

に な り,所 謂,米 国 流 の 経 営 分析 手 法 を駆 使 す る為 の システ ム が取 入 れ られ る

よ うに な った。

(4)総 合 システ ムへ

生 産 工 程 の シ ステ ム は ・化 学 工 場 に お ける単 位 操 作 を ・個 々 に偏 微 分方 程 式

で 表 現 し,全 体 の 工 程 と して連 結 した シ ミュ レー ター を実 操 作 と リアル タイ ム

で作 動 させ る ことが 特 徴 で あ り,こ れ に用 い られ る コ ン ピュ ー タ も,そ れ に 合

った 中規 模 ・速 応 性 の あ る もの で あ った 。

事 務 計 算 のPCSか ら発 展 した 事 務 機械 化 シス テ ムは,大 量 の デ ー タを処 理

す る ことが特 徴 で あ り,速 応 性 は そ れ程 要 求 され て いな い。

経 営情 報 シス テ ム で は,産 業 連 関 に代 表 され る よ うに,多 元 の方 程 式 を 解 く

事 が特 徴 で あ り,デ ー タ保 存 容 量 よ りは,計 算 容 量 の大 き さが 重 要 視 され た。

これ らの シス テ ム は,元 来,別 々 の要 請 に よ り組 立 て られ た.もの で あ り,独

立 して稼 動 して い て も個 々 の 目的 を 達 成 して い る限 り不 都 合 はな い。

しか る に,そ の 後 の コ ン ピュ ー タの 発達 が もた ら した 『高 速 計 算 』 ・ 『大 量

記 憶 』 ・ 『廉 価 入 手』 に 支 え られ て,シ ステ ムの 企 業 内統 一 が 急 速 に進 行 した 。

この発 展 の過 程 で,各 企 業 は,

① 管 理 部 門 の簡 素 化

② コ ン ピ ュ ー タの 記 憶 容 量 へ の 負荷 の軽 減

③ メ ン テナ ンス の 容 易 さ

等 の 理 由か ら,「 帳 票 類 の標 準 化 」 と 「キ ー ワー ドの コー ド化 」 に 注 力 した 。

化 学 工 業 に お け る昭 和40年 代 の 後 半 は,第1次 石 油危 機 に 始 ま る低 成長 時

代 へ の突 入 で あ り,企 業 の 方 向 も,重 厚 長 大 の 大量 生 産 ・薄 利 多 売 指 向 か らの

脱 却 を余 疑 な く され,新 規 製 品 の開 発 と既 存 製 品 の 合 理 化 とい う2方 向を 同 時
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に追求 す る こ とが 期 待 され た 。

この よ うな環 境 下 で,生 産 の 合理 化 ・営 業 の 合 理 化 ・管 理 の合理 化 と い った

ものが,複 数 の コ ン ピ ュ ー タを 全社 的 に結 合 した情 報 流 ネ ッ トワ ー クを 基幹 シ

ステ ム と して推 進 され た 。

(5)合 理化 か ら積 極 的戦 略 へ

企業 内 の デ ー タ処 理 シス テ ム が完 成 間 近 に な る と,合 理 化 の 目標 範 囲 を 企業

内 か ら企業 間 へ と拡 大 して い った 。既 に,シ ス テ ム化 の 進 ん だ大 傘 業 で は そ の

企 業 を 中心 とす る企業 圏 全 体 の デ ータ処 理 ネ ッ トワ ー クを確 立 して い る。

しか るに,企 業 内帳 票 類 と企 業 間 帳票 類 で は根 本 的 に そ の存 在意 義 そ の もの

が異 な り,従 来 の シス テ ム化 の 延 長 で は簡 単 に 進 ま な い 。実 際 に企 業 間 シス テ

ムが 稼 動 して い る実 例 で も,中 心 企業 の 持 株 子 会 社 や ,経 営が 実 質 的 に一 体 運

営 され て い る企業 群 に適 用 して い るケ ー ス が 多 い。 つ ま り,企 業 間 の 関 係 に お

いて,垂 直 ・水 平 を 問 わず 何 らか の競 争 関 係 にあ る場 合 に は ,合 理 化 メ リ ッ ト

の他 の,よ り強 い イ ンセ ンティブが 必 要 と な って くる。 ネ ッ トワー グを 企 業 間 に

拡 大 す る こ と に よ り,ユ ーザ ーの情 報 を 迅 速 に キ ャ ッチ す る とか,競 争 会社 の

動 向 を適 格 に把 握 す る等 の従 来 にな い 目標 が 新 し く付加 され る 。

2.2.3企 業 間 ビ ジネ ス ・プ ロ トコル統 一 の意 義

企 業 間 の ビジ ネ ス ・プ ロ トコルの統 一 が 必 要 と考 え られ る根 拠 と して は,

① 産 業 全 体 と して不 必 要 で 繁 雑 な 手 続 きは 可能 な 限 り合理 化 し,余 った エ

ネ ル ギ ーを よ り生 産 性 の 高 い分野 に 振 り替 え る 。

② 企 業 間 の 商 取 引 が よ り高 度 な媒 体 に移 行 して い くの に伴 って,帳 票 類 の

内容 ・項 目 ・物 理 的 形態 の 改善 要 求 が 高 ま って きた 。

③ 本 来 の 目的 で あ る企業 間取 引 の合 理 化 が,ユ 部 強 力 企 業 の系 列 化戦 略 に

利 用 され,後 発 企 業 や 弱小 企業 へ の 公 正取 引 の 面 で の不 利 を押 しつ け る 。

等 が考 え られ て い る。

他 方,個 々 の 企 業 と して は,必 ず しも全 企業 が こぞ って 企 業 間 ビ ジネ ス ・ブ ロ
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トコル の統 一 に賛 成 して い る訳 で は な く

① 自社 を中 心 に既 に 帳 票 類 の 統 一 が で きて お り,今 後 も,商 取 引 の力 関 係

に よ り 自社 コ ー ドを始 め とす る社 内 ル ール を 強 要 し得 る と考 え て い る企 業 。

② ベ ンチ ャー ビジ ネス 的 色 彩 の 強 い事 業 分野 で,商 取 引 と雛 も秘 密 裡 に遂

行 され る こ とを望 む 企業 。

等 で は,業 界 ベ ース での 帳 票 類 や コー ドの統 一 に積 極 的 に取 り組 も う と しな い ば

か りか 寧 ろ,自 社 が 業 界統 一 の汎 用 ビ ジネ ス ・プ ロ トコ ルを 用 いた ネ ッ トワー ク

に 負 け ま い と努 め る もの と思 わ れ るが,上 記 の① の ケ ース で は,自 社 シス テ ムの

内部 構 造 の変 換 を迫 られ な い限 り,シ ス テ ム間 の 変 換 操作 は いつ れ 常 識 とな り,

具 体 的作 業 も現在 よ り格 段 に容 易 にな るで あ ろ う こ とが予 想 され るの で,最 終 的

に は業 界統 合 シス テ ム と は矛 盾 しな い 。 又,② の ケ ース で は企 業 そ の もの が 発 展

段 階 で あ り,こ の 段 階 で は 企業 間 で の固 定 的 ル ール そ の もの が 存 在 し難 い状 況 下

にあ り,安 定 成 長 期 に入 る まで は業 界 統 一 の ビ ジネ ス ・プ ロ トコル の導 入 は待 た

れ る こ とに な る。

2.2.4企 業 間 の 商 取 引 の 例

企 業 間 の ビ ジネ ス ・プ ロ トコル の範 囲 を検 討 す るた め に,企 業 間商 取 引 に伴 う

帳 票類 を 時 系 列 的 に 列 記 す る と図2-2.2の 如 くな る。

ユ ーザ ー と サプ ライ ヤ ー との 関 係 を具 体 例 で 順 に追 ってみ る と ,以 下 の よ うに

な る。

ユ ー ザ ーA社 は,大 手 ス ーパ ーで ,食 品包 装 用 の プ ラス チ ッ クの薄 肉 厚 フ ィ

ル ム を 大量 に消 費 して いた が,最 近 の 電 子 レ ンジの 普 及 に鑑 み ,従 来 品 の保

有 す る強 度 ・破 断 性 ・接 着 性 ・透 明 性等 の性 質 に 加 え て,電 子 レ ンジで の 使

用 が 可能 とな る品 質 の あ る フ ィル ム を,従 来 品 と ほぼ同 等 の価 格 で 入 手 可能

か 否 か 検 討 に入 っ た。

〔ス テ ップ ユ〕

従 来 品 を納 入 して い るサ プ ライ ヤ ーB社 に 電話 で 尋 ね た と こ ろ当該 品 を 製造
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図2-2.2商 取 引 に お け る帳 票 受 渡 し順 序

す る こ と はそ ん な に 難 し くな い との 返 事 を得 た ので,価 格 ・数 量 ・納 入 日等 を

確 認 す る意 味 で 見 積 り依 頼 書 を発 送 した 。

〔ス テ ップ2〕

B社 で は,競 合 す るサ プ ライ ヤ ーC社 の 動 向 も勘 案 しな が ら,従 来 品 と同価

格 で,同 一 条 件 で納 入す る ことを 決 定 し,こ の 旨,見 積 書 の形 で返 事 した。

〔ス テ ップ3〕

A社 は,自 社 の 条 件 通 りで 納 入 され る こと が確 認 で きた ので,出 来 る限 り早

く従 来 品 と切 替 え る べ く,早 速,注 文 書 を 出 した 。

〔ステ ッフ。4〕

注 文 書 を 受 けたB社 で は,契 約 成 立 を確認 し,注 文 受 書 を 返 送 し,社 内 的 に

は,物 流 部 門 に対 し物 品 の 配 送 を指 示 す ると同 時 に,経 理 部 門 に対 し代 金 請 求
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業 務 の準 備 を 指 示 した 。

〔ステ プ5〕

B社 か らA社 の 指 定 店 へ 物 品 が 輸 送 され,物 品 の受 領 を納 品書 ・納 品 受 領 品

書 で 確認 。

〔ス テ ップ6〕

B社 の経 理 部 門 で は,納 品 受 領 書 を確 認 の上,A社 に請 求 書 を 発 送 。.

〔ス テ ップ7〕

A社 は,請 求 書 の内 容 が,見 積 り書 ・物 品 と相異 な い こ と を確 認 した上,物

品 の 代 金 をB社 に支 払 っ た。

〔ス テ ップ8〕

B社 は入 金 を確 認 し,領 収 証 をA社 に対 して発行 。

実 際 の商 取 引 の 場 合 に は,サ プ ライ ヤ ーB社 内 で,見 積 依 頼 に対 す る技 術 的 検

討 に 多 くの 時 間 を要 した り,試 作 品 をA社 に提 供 して評 価 を 受 け る こと もあ る。

又,金 融 面 で は,商 社 が代 金 集 金 業 務 を 受託 して い る場 合 が あ る。 図2-2.3は,

メ ー カ ー と商 社 とユ ーザ ーの 組 合 せ に よ る商 取 引 きを,メ ー カ ー中心 に描 い た も

の で あ る。

発 注 ①

代金請求◎

代金支払⑫

納 品⑥

納品受領書⑦

図2-2.3

製 品⑤

代金請求依頼⑧

請求書⑨

会計部門

金 ⑩

メ ー カ ー を 中 心 と す る 取 引 形 態
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2。2.5企 業 間商 取 引 に伴 う ビ ジネ ス ・プ ロ トコ ル

商 取 引 に 伴 う約 束 は,そ の形態 が 前2。2.4項 の 完 全 な るパ タ ー ンに沿 って いな

くて も,基 本 的 に は,同 じ項 目で あ る。

企業 間 の ネ ッ トワ ーキ ングが 形 成 され る に つ れ て,商 取 引が ペ ーパ ー レス を 指

向 し,完 全 な型 の 書 類 の 交 換 が行 な わ れ る こ とは珍 しい が,こ の場 合 に は,既 に

取 引 企業 間 で 予 め 取 り決 め た 約 束 に従 って,可 能 な限 り合理 化 され た ル ール に 基

づ い て い る 。

企業 間 商 取 引 の 最 初 の 段 階 で,コ ー ド化 が 要 請 され る項 目 と して は,

① 国 名 、

② 都 道 府県 名 ・市 町村 名

③ 企業 名

④ 商 品 名

⑤ 荷 姿

⑥ 輸 送 手段

等 が あ る。

取 引 の 正 式 な 成立 を証 明 す る もの と して の契 約 書 の機 能 を代 替 す るに は,上 記

項 目で は不 充 分 で あ り,こ れ に 更 に,

① 発 注 元

② 介 在 商 社

③ 納 入場 所

④ 品 名 銘 柄

⑤ 数 量 ・単 価

⑥ 荷 姿(詳 細)

⑦ 納 期

⑧ ロ ッ ト番 号

⑨ 納 入 期 日

⑩ 決 裁 条 件
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ふ

⑪ 商 品 に 関 す る物 性,特 徴 等

等 が必 要 で あ る。

前節 の 商取 引 の 各 ス テ ップ に対 応 させ て,上 記 項 目 を整備 して み る と表2-2.

2の 如 くな る。 しか るに,こ れ らの 項 目が各 企 業 毎 に,単 語 又 は単 文 で記 述 す る

と,そ の意 味 の 整 合 性 を チ ェ ックす るの に多 大 な時 間 が必要 で あ るば か り でな く,

情 報 交換 の 手 段 も複 雑 に な らざ るを 得 な い。

表2-2.2帳 票 とそれに含 まれ る項 目の相関

注文書 出荷依頼書 出荷指示書 納品書 品質検査書 請求書

注文会社名(受) ○ ○ ○ ○

納 入 場 所 ○ ○ ○ ○

品 名 銘 柄 ○ ○ ○ ○ ○ ○

数 量 ○ ○ ○ ○ ○ ○

荷 姿 ○ ○ ○ ○ ○

納 期 ○ ○ ○ ○

発注元会社名 ○ ○ ○ ○ ○ ○

LOTNα ○ ○ ○

納 入 日 〔○〕 〔○〕

決裁 条 件 ○

ス ペ ッ ク
1 ○

こ こで,企 業 間 の 用 語 の統 一 の必 要 性,各 要 件 を 可能 な限 りコ ー ド化 す る こ と

に よ る通 信 の 合 理 化 の追 求 が 要請 され て きた。

現 実 に は,昨 日 まで 書 面 で 長 々 と した 発 注 を行 な って いた企 業 が,突 然 に企 業

オ ン ライ ン商 取 引 に踏 み切 る こ と は あ り得 な い こと で あ り,企 業 内で の 帳 票 類 の

統 一 ・商 品 名 等 最 低 限 項 目 に つい て の コ ー ド化 が 徐 々 に完 成 さ れ た結 果 と して,

企業 間 へ の 応 用 が 検 討 され る。

従 っ て,企 業 間 ビ ジネ ス ・プ ロ トコ ル の統 一 は,コ ー ド体 系 の 存 在 しな い所 へ
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新 しい コ ー ドを導 入 す る ケ ー ス よ り も,個 々 の企 業 又 は企 業 グル ープ が既 に保 有

して い る,ビ ジネ ス ・プ ロ トコル の 体 系 を,相 互 変 換 する簡易 シ ステ ムを探 索 す

るケ ー スの 方 が 多 い。

2.2.6ビ ジ ネ ス ・プ ロ トコ ル の統 一 の 過 程

(1)中 小 企 業

比 較 的小 規模 の 企 業 で は,企 業 内 の 合 理 化 と殆 ん ど同時 期 に,環 境 変 化 に対

応 した 企業 間取 引 へ の 応 用 が行 な わ れ る 。

最 初 に 進 め られ る のが,帳 票 類 の 形 態 ・記 載 項 目の 標準 化 で あ る。 昨 今 のパ

ソ コ ンの 普 及 か ら,こ の段 階 で パ ソ コ ン ・メ ー カ ー の提供 す る ソ フ トの 様式 に

基本 的 に は統 一 し,そ れ に 自社 独 特 の 製 品 コ ー ド体 系 等 を 付加 す るケ ー スが 最

も多 い。

この よ うな 状況 を反 映 し,大 手 取 引 先 は 自社 と同系統 の ソ フ トを搭 載 してい

るパ ソ コ ン ・オ フ コ ン等 のハ ー ドを,競 って押 しつ け る こ とが 起 って い る。

一 方 ,取 引先 大 企 業 の意 図 に左 右 され な い で,中 小 規模 の企 業 だ けで 業 界 内

グル ープ を 形 成 す る動 き もあ り,着 実 に 成果 を あ げて い る。

(2)大 企業

比 較 的 大 規 模 の企 業 で は,企 業 内 合 理 化 の一 環 と して,コ ン ピュ ー タ を用 い

た事 務 処 理 の機 械 化 が 進 行 して お り,文 字 通 り 『ペ ーパ ー レス』 に 近 づ きつ つ

あ る。

大 手商 社 の 化学 品 担 当 部 門 で は,取 引 先 の多 数 さに 加 え て,最 近 の ハ イテ ク

関 連 の商 品 の 多 様 化対 応 して,強 力 な コ ー ド変 換 システ ムを保 有 して い る所 も

あ り,総 合 商 社 の真 価 は国 内外 を問 わ ず,商 取 引 の オ ン ライ ン化 を,取 引先 に

不 都 合 を 感 じ させ な い ま ま進 め る る力 と断 言 す る企業 もあ る。

この よ うな,シ ス テ ム化 先進 産 業 の 商 社 群 の動 向 が,化 学 工 業 に と っ ては,

重 要 な イ ンパ ク トで あ り,場 合 に よ って は特 定 商 社 を通 して しか商 取 引 が ス ム

ーズ に で きな い とい った 事 態 も想 起 さ れ る。
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しか しなが ら,商 社 に と って もい か な る企業 の シス テ ム体 系 に も対 応 で き る

よ うな,変 換 機 構 を維 持 して い くこ と は,多 大 な 費 用 負担 を 前 提 と して お り,

未来 永 劫 継 続 し得 る方 法 ではな い。一 方,化 学 工 業 の 商 取 引 に おいては,そ の70

%が,化 学 工業 の 内 で循 環 して い ると言 われ るよ うに,サ プ ラ イヤ ー もユ ーザ

ー も製 品 に つ い て は ,所 謂 「プ ロ」 で あ り,物 性値 ・形 態 ・特 性 等 の情 報 に 関

して,中 間 に介 在 す る商 品 が,自 分 だ けで双 方 を 満 足 させ る こと は殆 ん ど不 可

能 で あ り,商 取 引 へ の制 約 を通 信 ネ ッ トワ ー ク シ ス テ ム だ けで 強 要 しよ う と し

て もで きな い 。

(3)共 同 ネ ッ トワ ー ク

化学 工業 を 支 え る個 々 の 企業 に と って は,規 模 の大 小 に無 関 係 で,常 に 「昨

日の 敵 は今 日の 友 」 とい う状況 にあ り,新 製 品 の 開発 速 度 が 速 くな れ ば な る程,

特 定 の 企 業 との み の 限 定 商取 引 を 前提 と した発 展 は あ り得 な い 。 つ ま り,最 低

限 の ビジ ネ ス ・プ ロ トコル が統 一 され る こ とは,全 員 の期 待 す る所で あ るが 同

時 に,他 産 業 か らの細 部 に わた る約束 事 の無 理 強 い は,業 界 の 混乱 以 外 何 も も

た らさな い と い う共 通 の認 識 が 芽生 え始 め て い る。 図2-2.4に,こ れ らの過

程 を ま とめ た もの を描 く。

2.2.7他 業 界 と して の対 応

日化 協 と して は,化 学 業 界 に お け る情 報 化 促 進 と効 率 的 シ ステ ム構 築 の基 盤 作

りの一 環 と して 以 下 の検 討 を 行 な っ て い る。

(1)コ ー ドの 標 準 化 に つ い て

将 来 の 業 界 対 業 界,国 家 対 国 家 の 間 で稼 動 す るで あ ろ う情 報 ネ ッ トワー クへ

の 先 見性 を 加 味 した体 系 を 想 定 し,各 企 業 又 は,企 業 グル ー プ に共 通 的 に使 用

され る各 種 コ ー ドの標 準 化 の取 りま とめ を行 な う。

② 帳票 類 の標 準 化 につ い て

日化 協 と して は,加 盟 各 社 の 規模 ・事 業 内 容 等 が 多 種 多 様 で あ り,協 会 全 体

で の 統一 歩調 を 採 択 す る よ り も,帳 票 類 の統 一 が期 待 され て い る日化 協 傘 下 の
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ケ ー ス1ケ ー ス2

比較的小規模企業では企業

環境の要請 によ り帳票類の

形態 ・記載項 目等の標準化

を開始

比較的大規模企業では社内

合理化の一環として電子計

算機を用いた事務処理機械

化が進行

、'
▼

企業間での帳票 の

統一 による合理化

共 通KeyWordの コ

ー ド化 に よる事務

処理 の高率化 、記

憶容量 負担軽減

ペーパー レスと連

動 して最小限の帳

票類 のみ を残す

)▼ 、'

業 界 統 一 情 報 ネ ッ ト ワ ー ク の 準 備

並 び に ネ ッ ト ワ ー ク の 形 成

他 業 種 を 含 め た 情 報 ネ ッ ト ワ ー ク の 形 成

図2-2.4ビ ジネ ス ・プ ロ ト コ ル 統 一 の 過 程
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個別 業界 で の活動 を側 面的 に支援 する。

一般 論か ら言えば,帳 票類 の統一が期待 され ている業界 とは,

① 取 扱 い主要化学製品 が,成 熟製 品で業界 の協調が進 んで いる。

② 個 々の企業が,個 別 には企業 内事務機械化 ・情報 ネ ッ トワーク化が進 ん

で い るが,こ れを他企業 に強要 す るまで にには至 って いない。

③ 政 府 ・通商産業省 の指導 の構造 改善 法 に基づ く,「 共 同販売 会社」の よ

うな製品の規格化が進 み,帳 票類 の統一 ・コー ドの整合等 の必要 性を業界

メ ンバ ー各 社が望 んで いる。

等 のケ ースであ り,日 化 協で は,こ れ ら業界間 での調整が必要 とな り,個 々の

傘下 の業界 か ら要請 を受 けた場 合,又 は,関 係官庁 より調整 を要請 された場 合

にその可能 な範 囲で協力す る ことを考 えている。

2.2.8商 取 引 以外 の コー ド

学 工 業 に お いて は周 期 卒 去 に 基 づ く,「 万 国 原 子 量 表 」 を 始 め と して,各 種

の 物 質 コ ー ド体 系 が存 在 して い る。特 許 検 索 用 に作 成 され た もの,米 国 の ケ ミカ

ル ・ア ブス トラ ク ト(通 称 「ケ ミア ブ」)の コ ー ド,通 関統 計 に 用 い られ る物 質

番 号 等,相 当数 に の ぼ る。 これ らは主 と して,学 術 的 意 味 で の 化学 分 野 に お い て

開 発 され た もので あ り,企 業 間 の商 取 引 に は,必 ず しも適 格 で な い場 合 が 多 い 。

従 って,企 業 の 事 業 戦 略 に 直結 して いな い と い う理 由 か ら,企 業 間 システ ム体 系

の統 一 の起 運 が 弱 い。

企業 内 に お い て も,R&D用 の物 質 コ ー ドと,会 計 処 理 用 の 製 品 コー ドと2本

立 てで 保 有 して い る場 合 が あ り,相 互 の 変 換 の必要 性 は殆 ん ど な い 。 しか しなが

ら,国 際 的 に は,イ ン ドの ポ バ ール の 事 故 以来,化 学 物質 の安 全 性 に関 す る情 報

の 整 備 に対 し強 い関 心 を示 さ れ て お り,商 取 引体 系 と は全 く別 の 観点 か ら ,国 際

的情 報 ネ ッ トワ ーク及 び そ れ に必 要 な コ ー ド等 の統 一,又 は,変 換 に 関 す る要 請

が生 じて い る。

欧 米 の デ ー タバ ンクで は,技 術 情 報 の相 互 補 間 の な い国 々 に対 して は,利 用 対
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価 を著 し く高 くす るか,場 合 に よ って は,使 用 制 限 す ら設定 す る ことを検 討 して

い る と言 わ れ る。

この 分 野 は,化 学 工 業 が,学 ・官 の 要 請 を 受 けて,他 主要 産 業 と と もに,ま と

め 役 の 中 心 的 役 割 を 果 す こ とが 期 待 され て い る。
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2.3不 動 産 業 界 の状 況

2.3.1は じ め に

不 動 産 流 通 の 大 半 は中 古 住 宅 で あ り,不 動 産 の流 通 市 場 と は,つ ま り中 古住 宅

市 場 で あ る,と 言 って い い。

その 中古 住 宅 が いま ど の程 度流 通(売 買)し て い るの か,明 確 な 数 字 は な いが,

総 理 府 が5年 に一 度 行 な う住 宅統 計 調 査 によ る と,53年 が14万9千 戸 とな っ

て い る。 そ の後 急 速 に増 え て お り,30万 ～35万 戸 が取 引 され て い るだ ろ うと

推 計 され て い る。 日本 長 期 信 用 銀 行 の予 測 で は,昭 和65年 には60万 戸 に達 す

る と して お り,か な りの市 場 規 模 が 考 え られ て い る。

表2-3.1中 古住宅流通市 場の将来規模

単位 49 50 51 52 53 60 65

A持 家 新 築 戸 数 千戸 914 942 1,015 1,034 1,080 1,000 900

B中 古 住 宅 流 通 戸 数 〃 83 94 117 135 149 350 600

CB/A×100 % 9.0 10.0 11.5 13.1 13.8 35.0 66.7

D中 古住宅1戸 当たり価格 万円 1,387 1,463 1,529 1,714 1,870 3,400 5,000

E市 場 規 模B×D 兆円 1.1 1.4 1.8 2.3 2.8 12.0 3α0

囲L中 古 住 宅流 通 戸 数 は,住 宅 ス トック に対 す る弾 性 値 を53～60年5、6,60～

65年6.0と して 試 算(ち な み に 、 同値 は49～53年5.6)

2.中 古 住 宅1戸 当 た り価格 は,新 築 住 宅 価 格 に準 じて53～60年 年 率9.0%増,

60～65年 年 率8.0%増,と して 試 算 した 。(日 本 長 期 信 用 銀行 の調 査 資料)

2.3.2中 古 住 宅 市 場 発 達 の 経違

中古 住 宅 市 場 が不 動 産 業 界 で注 目 され るよ うに な っ たの は,新 築 住 宅 と大 きな

関係 が あ る 。新 築 住 宅 は,47年 頃 に,年 間180万 戸 建 て られ た の を ピ ークに

51年 ～53年 に は'150万 戸,55年 は122万 戸,56年 は115万 戸 と い

うよ うに急 速 に減 少 した 。 い わ ゆ る 「狂 乱 物 価 」 を締 め く く るよ うに起 った オ イ

ル ・シ ョ ッ ク もあ って,土 地 ・住宅 の価 格 が異 常 に値 上 が り し,初 め て家 を買 う
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中低 所 得 者 層 に は,新 築 住 宅 に 手 が 出 せ な くな っ たの で あ る。

一 方 ,既 に住 宅 を持 っ て い る人 達 が,そ の持 ち家 を処 分 して頭 金 を 調 達 し,新

築 住 宅 を 買 う 「買 い替 え 需 要 」 が 次第 に増 え て きた結 果,中 古 市場 が活 発 化 して

きて い る。 現 在,一 戸 建 て住 宅 の 場 合,8～9割 が こ う した買 い替 え 需要 だ と言

わ れ,デ ベ ロ ッパ ー も中 古 住 宅 を 扱 う部 門 を持 た な い と,新 築 住 宅 を 販 売 で きな

くな った 。 また,新 築 の 落 ち込 み で,仲 介 部 門 で の利 益 増 を 図 る こ と も ,デ ベ ロ

ッパ ー(大 手 企業)の 重 要 な課 題 に な りつ つ あ る。

中古 住 宅 市 場 で,ト ップ を 争 って い る東 急 不 動 産 や三 井 不 動 産 販 売 が ,そ の業

務 を単 に売 り手 と買 い 手 を 仲介 す るの で は な く,あ る程 度 の品 揃 え を して お い て ,

選 択 の 幅 の あ る市 場 を つ くって い く。 売 り手 も買 い手 も,そ の市 場 を通 じて ,よ

りよ い相 手 を 見 つ けて 成 約 す るよ うに す る,と い う 「流 通 業 」 な の だ と認 識 し始

め た の も この こ ろか らで あ る。 また大 手 企 業 の 中 古 市 場 へ の本 格 的 参 入 は ,中 小

業 者 を刺 激 して,中 小 企 業 分 野 調 整 法 に よ る争 い も起 こ った 。

現 在,建 設 大 臣 あ る い は都 道 府 県 知 事 に よ る宅 地 建 物 取 引業 の免 許 を持 つ業 者

は,全 国 で10万7千 を数 え る。 その うち,不 動 産 協会 に所 属 す る業 者 で は ,約

200社 が 大企 業 と見 て い い 。他 に マ ン シ ョ ン分 譲 や 建 て売 り専 業 の 中 堅 業 者 が

あ るが,宅 建 業 者 の90%以 上 が 中小 零 細 業者 と い う こ とに な る。 この うち ,8

万5千 の業 者 が 加 盟 す る 全国 宅 地 建 物 取 引業 協会 連 合 会 が,昭 和52年 秋 に ,三

井 不 動 産 販 売 の フ ラ ンチ ャイズ 店展 開 を,分 野 調 整 法 に抵 触 す る もの と して建 設

大 臣 に訴 え,56年2月 に和解 す る まで,三 井 側 は新 た な展 開 を ス トップ され る

な ど,長 期 に わ た っ て争 わ れ た もの で あ る。

大 手 の 資本 力 ・信 用 力 ・ノ ウハ ウを 持 っ て進 出 され た の で は 中小業 者 は生 活 の

基盤 を失 って しま う と して争 われ た もの だ が,こ れ と並行 して中小 業 者 の 側 の ・近

代 化"も 叫 ば れ るよ う に な り,国 の10億 円 の補 助 もあ って,業 界 全体 で20億

円を 出損 した財 団 法人 ・不 動産 流 通 近 代 化 セ ンタ ーが55年11月 に誕 生 した 。

これ まで,不 動 産 の媒 介(仲 介)業 務 に は しっ か り した媒 介 委 託 契 約 が な く ,

業 者 の せ っか くの 媒 介 努 力 が無 駄 に終 る と か ,物 件 情 報 を チ ラ シや 新 聞 広 告 で 公
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関 す る と,他 の 業 者 に依頼 主 を横 ど り され て しま う とい うケ ー ス が少 な くな か っ

た 。 この た め 市 場 は閉鎖 的 に な り,業 者 も積 極 的 な努 力 を しな くな る と い う結 果

を もた らして い た。

これ を改 善 す る ため宅 建 業 法 が 改正 され,し っか り した媒 介 契 約 を して物 件 情

報 が 公開 さ れ て も他 の業 者 に抜 か れ る心 配 が な く,努 力 に は報 酬(手 数 料)で 報

われ る,と い う こ とに しよ う と され て い る ので あ る。

2.3.3不 動 産 業界 の シ ス テ ム 化

企業 別 で早 くか ら コン ピ ュ ー タ を入 れ て い るの は大蔵 屋 の43年 が トップ ク ラ

ス。 東 急 不 動 産(45年)と 同 様 に 本 支 店 間 のオ ン ライ ンを実 施 して い る。三 井

不 動産(51年)は 本 社 の み 。 流通 業 で1,2位 を争 う東 急,三 井 の 両 社 が,物

件 の管 理,検 索 は営 業 マ ンの 頭 で や るべ きで,機 械 の役 割 は手 付 金 な ど の 金銭 管

理 や 市 場 分析 の ウェ ー トが 高 い,と い う見解 を示 して い るの は考 え させ られ る と

ころ だ 。一 時 期,物 件 情報 は多 い ほ ど い い とい うので,1万 件 を超 した こと もあ

ったが,出 て くる情 報 が い ず れ もフ ォ ロ ー して み る と成 約 して い た とか,行 方不

明 に な って いた,な どの反 省 か ら,「 少 数 精 鋭 主 義 」 を と り始 め て い るの で あ る。

大 蔵 屋 は機 械 に よ る価 格 査 定 を準 備 中 で あ る。

で き るだ け多 くの情 報 を集 め,で き る だ け多 くの出 合 い の機 会 を 一 と考 え て い

るの は信 託 銀 行 で あ る。周 知 の よ うに信 託 銀行 も銀行 法 に しば られ て い て,思 う

よ うな店 舗 展 開(と い って も1行50近 い店 舗 網 は,専 業 トップ ク ラス に決 して

劣 る もので はな いが)は で きな い し,人 員 も営 業 時 間 も制 限 され て い る,と い っ

た 不 利 な条 件 を機 械 に よ っ てカ バ ー しよ う とい う考 え方 だ 。

住 友 信 託 が54年11月,三 菱 信 託 が56年7月,と 相 次 いで 全 国 の 支 店 を オ

ン ライ ン化 して い る。1万 ～1万5千 件 の売 り情 報 に対 し2千 ～5千 件 の 買 い情

報 を イ ンプ ッ ト し,夜 間,コ ン ピ ュ ー タが暇 な 時 に,"自 動 マ ッチ ング"を 行 な

い,翌 朝,そ の 結 果 を売 り情 報 を 入 れた 支 店 に知 らせ ,営 業 活 動 に 結 び つ け て い

く方式 を と って い る。 自動 マ ッチ ング は最 近,MRD,関 西情 報 セ ンタ ーで も開
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始 した。

2.3.4シ ス テ ム 事 例

ζ こで,MRDシ ス テ ムを例 に して,不 動 産 情 報 シ ス テム に つ い て概 観 す る。

MRD株 式 会 社 は,不 動産 に関 す る情 報 を1カ 所 で照 会 で きれ ば,顧 客 に と っ

て非 常 に便 利 に な る と い うニ ーズ を 満 たす た め,ミ サ ワホ ーム株 式 会社 を母 体 に

して設 立 され た,不 動 産 情報 処 理 を 行 な う会社 で あ る。 同社 は,音 声 応 答 を 用 い

たMRDシ ス テ ム を構築 し,「MRD全 国 不 動 産 情 報 セ ンタ ー」 と して,業 界 に

参 加 を 呼 びか け,加 盟 店 を 増 や して い る。

MRDシ ス テ ム は,中 古住 宅 の 買 売 増 加 に対 して,次 の よ うな機 能 を 持 つよ う

に設 計 され た 。

① 全 国 規 模 の 中 古 物 件 の 検 索 照 会

② 音 声 応 答 装 置 に よ り,一 般 の人(素 人)で も容 易 に入 力 で き る。

③ 端 末 機 と して プ ッ シュ ホ ンを 使 用 し,全 国 ど こか らで も オ ン ライ ン照 会

が で き る。

具 体 的 に は,以Lド の よ うな処 理 と な る。

① 利 用 者 は,コ ン ピュ ー タか らの 音 声 に よ る指 示 に従 って 入 力 す る。 プ ッ

シュ ホ ンが な い時 は,携 帯 用 ア タ ッチ メ ン トを 付 け る こ と によ り ・ ダ イ ヤ

ル 電 話 で も,処 理 で き る。

② 利 用 者 か らの 入力 デ ー タは 音声 応 答 装 置 が 受 け,コ ン ピ ュー タ に渡 され

る。 この と き,コ ー ド化 され て 入力 さ れ た デ ー タは,音 声 に変 換 さ れて,

電 話 へ も ど され る。 従 って,入 力 デ ー タの誤 りを確 認 す る ことが で き,そ

の 場 で 訂 正 もで き る。

③ 処 理 の 結 果 は,コ ン ピ ュ ー タよ り音 声 応 答 装 置 に返 され,音 声 に 変換 さ

れ て,出 力 され る。(以 上,図2-3.1参 照)
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順番

入力項 目 ボタ ン操作 出 力 音 声

セ ンター

電話番号

03-33|-3651

06-228-0906

092-472-6991 フ 〉

「こちらはMRD全 国不動産情報セ ンターで
、

す。暗証番号をどうぞ勺

1 暗 証 番号 XX×XXXX# 〆 、
暗証番号σ〉チェック後「集務 コー ドをどうぞ叫/.

2 業務コー ド 1#
〆 、 「問い合わせ

.取 引形態 をどうぞ匂/

3 取 引 形態 2#
∠/、 「買い。物件糧別をどうぞ剋

/

4 物 件 種別 6# 〆 、 「新築 売家
。価格をどうぞ匂/

5 価 格 2850#
∠/、 「2

,850万 円。地域をどうぞu/

6 地域 コー ド 14209#
∠〆ンr、 「相模原市 。沿線をどうぞ叫

/

7 沿 線 40#
∠/、 「小 田急線

。土地面 積をどうぞ剋/

8 土 地面 積 180#・
∠/＼ 「180平方 メー トル。間取 りをどうぞり/

9 問 取 り 43#
〆 参、 「4LDK 。 しばらくお待ち下さいu⇒ 回答.

回答記 入欄
(1)希 望物件がある場合。

(音声 を くり返 し聴 きたい と8t:-t司 のみ を押 して下 さい」

登 録 番 号 提 携 店 電 話 番 号
| 一 一

2 一 一

3 一 一

(回答された提携店へ電話し、登口番号を曾って資料をt日来して下さい」

(2)近 陵地域 でなら希望価格の ものがある場合。(3)他 の価格でなら希望地壇内にある場合,

地 域 名

|

2

3

《ご希望地壇コードを替えてお問い合わせ下さい」

価 格 帯
～ 万 円

～ 万 円

～ 万 円

(こ'希望価格を替えてお問い合わせ下さい」

図2-3.1問 い合 わせ の手順

■

問 い合 わ せ に対 す る回 答 は以 下 の よ うに な る。

① 希 望 の 物 件 が 見 つ か った 時 は,物 件 番 号,登 録 提 携 店 名,提 携 店 電 話 番

号 が,回 答 され る。

② 希 望 し.た地 域 に は な いが 近 隣地 域 に希 望 の物 件 が あ る場 合 に は,そ の他

域 名 が 回 答 され る。

③ 希 望 した価 格 で は な いが 他 の価 格 帯 で 希 望 地 域 内 あ る と きは,そ の価 格

帯 が 回 答 さ れ る。

以 上 の よ うな 機 能 を持 たせ る こと に よ り,希 望 物件 が 見 つ か らず,何 度 も入 力

を や り直 す とい うよ うな こ と もな く,ス ム ー ズ に 物件 捜 しが で き る。

照 会 の 結 果 希 望 物 件 が 見 つ か った場 合 に は,物 件 登録 提 携 店 へ連 絡 し,詳 しい

内容 を 確 認 後,図 面等 の 資料 を フ ァ ク シ ミ リで 取 りよせ る。つ ま り物 件 図 面 は登

録 提携 店 が 責 任 を持 って保 管 す る(分 散 方 式 と呼 ぶ)。 一方,、集 中 方 式 と呼 ぶ や

り方 もあ る 。物 件 図 面 を セ ン タ ー事 務 局 へ送 付 し,一 括 して コン ビュ ー タへ 登 録
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す る方 式 で あ る。 分 散 方 式 には,次 の よ うな 利 点 が あ る。(MRDは 分 散 方 式)

① 図 面枚 数 は1万 枚 を越 え る と整 理 保 管 が 難 し く,整 理 ミスが 生 じ易 い。

分 散 方 式 で は,一 店 当 りの 保 管 枚 数 が 少 な い ので有 利 で あ る。

② 集 中方 式 で は売 却 済 と な った 図 面 の取 消 を セ ンタ ーへ 書類 で 連 絡 す る こ

と にな るが,こ の時 ミスが 生 じ易 い。MRDの 場合 は各 提携 店 が プ ッ シュ

ホ ンで コ ン ピュ ー タ に取 消 を 指示 し,後 は,手 元 図 面 を処 分 す るだ けで 済

む 。

③ 集 中方 式 で は,図 面 ・報 告 書 の送 付 時 間 の た め に情 報 鮮 度 が 悪 い。

デ ー タ の鮮 度 を 良 くす るた め に,登 録 後3カ 月 以上 経 過 した 物 件 は,コ ン ピュ

ー タが 強 制 的 に削 除 す る(自 動 抹 消)
。 何 時 まで も,取 引 に な らな い情 報 を抱 え

込 ん で い て は,お 客 様 を混 乱 させ る との 判 断 で あ る。

MRDシ ス テ ム は,全 国 オ ン ライ ンで 約2,500社 の提 携 店 と ネ ッ トす る こと が

計 画 され,進 行 中 で あ る。

2.3.5シ ステ ム 化 の 方 向

不 動 産 流通 業 の 近 代 化 とは,前 述 した例 の よ う に,よ り正 しい物 件 情 報 が,よ

り早 く,よ り多 く,業 者 間 で 流 通 し消 費 者 の 目に 届 くよ うに す る ことで あ ると言

って い い。

正 しい物 件 情 報 と は,宅 建 業 者 が 持 ち主 や 所 在 地,大 きさ,築 年 数 な どを 間違

い な いか ど うか 確 認 す る ほ か,価 格 につ い て も市 場 価 格 に見 合 った もの か ど うか

を 「査 定 」 して流 す もので な け れ ば な らな い。 そ の た め に 中古 住 宅価 格 査 定 マ ニ

ュ ア ルが あ る。

こ う した 情 報 が よ り多 く集 ま る に は,中 小 業 者 が 多 い だ け に,よ り多 くの業 者

が 集 ま る協 業 体 を っ く りあ げて い く必要 が あ る。 これ は,各 部 道 府県 の 宅 地 建 物

取 引 業 協 会 を 中心 に不 動 産 流 通 セ ン タ ー と して設 立 され つ つ あ り,20を 超 す セ
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ンタ ー が全 国 で ス タ ー トして い る。 物件 情 報 の 登録 ・管 理 ・検 索 に コ ン ピュ ー タ

を使 っ て い る と こ ろ も多 く,福 岡 県 の場 合,コ ン ピュ ータ に よ って情 報 誌(旬 刊)

を編 集 す る ほか,電 電 公社 の デ ータ テ レホ ン 皿型 を使 って,会 員 か ら直 接,検 索

で き る よ うに して い る。 同 様な 方 式 を進 めて い るの は,鹿 児 島,大 分,兵 庫,愛

知,北 海道 な どで,同 じ電 電 公 社DRESSを 使 って い る こ とか ら,将 来,全 国

を オ ン ライ ン化 す る話 も出 て い る 。京都 や奈 良 もDRESSを 使 って い る。

不 動 産 情 報 に は図 面 が 不 可決 だ が,こ れ を送 るの に は フ ァク シ ミリを 使 って い

ると ころが 多 い 。

機 械 の 導 入 で 全 宅 連 の中 で 他 に 注 目 され る の は熊 本 県 が 日本 電 気 に 依頼 して開

発 した 「RICS」 で あ る。 簡単 な説 明 で,誰 で も使 え る よ うに工 夫 した端 末 機

で,デ ィ ス プ レー(テ レ ビ画 面)に 表 示 さ れ る指 示 に従 って キ ーを打 ち込 ん で い

くと,物 件 の 登 録,検 索 は も ち ろん,マ ニ ュ アル に従 った 価格 査 定 までで き る と

い う仕 組 み に な っ て い る。 当 初,月 額1万5千 円の リース 方式 に な る予 定 だ った

が,そ の後,買 い と りに切 り換 え られ た 。他 の 単 協 で もRICSの 導 入 を検 討 し

て い る と こ ろ が あ る。

以 上 の宅 地 建 物 取 引業 協 会 ベ ース の もの は,す で に あ る会 員 で 協業 事 業 を進 め

る もの だ が,新 た に 会員 を 募 ってや ろ うとす る民 間 企 業 な どが あ る。 ミサ ワ ホ ー

ムを母 体 とす るMRD全 国 不 動 産 情報 セ ンタ ー,㈱ 住 通,東 京 カ ンテ イ,㈱ 不 動

産 セ ン タ ー,関 西不 動 産 情 報 セ ンタ ー,な どで あ る。
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2.4通 信 販 売 業 界 に お け る シス テ ム 化

2.4.1は じ め に

48年1月,西 武 グル ー プ が シ ア ー ズ と提 携 し,わ が 国 に本 格 的 カ タ ログ販 売

を展 開,そ れ を 契機 と して わ が 国 の 通 信 販 売 業 は急 速 に近 代 化 路 線 を探 るに至 っ

た とみ て よ い 。

わ が 国 の 多 くの 分 野 で そ うで あ る よ うに短 期 間 に欧 米 の 通 販 先進 国 か ら通販 に

関 す る技 法 を 吸 収 し,・今 日で は 無 店 舗 販 売 の旗 手 と して流 通 界 で の 位 置 は年 々 高

ま りつ つ あ るの で あ る。 そ の背 景 に は,消 費者 の価 値 観 の 変化,共 働 き家 庭 の 増

加,交 通 事 情 な ど,通 販 を 支 え る社 会 的環 境 が あ る こ と は見 逃 せ な い。 す で にわ

が 国 の 狭 養 に解 した通 販 上総 額 は,4,600億 円(55年)に 達 し,通 販 を ダ イ レ

ク トマ ー ケ テ ィ ング と広 く解 す る な らば,総 売 上額 は8,000億 を越 え小 売 総 売 上

額 に対 し1%以 上 の 比率 を 占 め る もの とみ られ る ので あ る。 長 い 間,こ の1%を

越 え る ことの 出来 な か った 通 販 業 界 も,生 協 関 係 の通 販,惣 菜 通 販,宅 配 業 者 通

販,ス ーパ ーな ど各 分 野 が 通 販 手 法 に よ って販 売 の 多 角化 へ 向 った こ とに よ って,

これ ら業者 の通 販 売 上 げ に よ り遂 に1%の シ ェア ーを 凌駕 す るに 至 った 。 この 比

率 を 欧 米 に み れ ば,ア メ リカ10%,英 国8.4%,西 独7%,フ ラ ンス4.2%,

ス ウ ェ ー デ ン4.2%,ス イス3.8%と 各 国 の 通販 の 小 売 総 売 上 額 に対 す る位 置 は

高 く,わ が 国 の最 近 の異 常 な 通 販 の 発 展 か ら世界 の 大 手通 販 会 社 は,将 来 最 も通

販 の 有 望 市 場 と して わ が 国 へ 進 出 の 機 を ね ら って い る とい われ て い る。

わ が 国 にお いて は,通 販 を して 不 安 定 要 素 の高 い販 売 方 法 と捉 え られ て い るが,

西 独 に お い て は最 も安 定 した商 法 と して取 上 げ られ て い る こ と は注 目 に価 す る。

ア メ リカ,西 独 共 に通 販 の伸 び率 は,小 売 業 の伸 び 率 を 上 回 っ て い るの で あ る。

この海 外 通 販 代 表 国 の 売 上額 は,ア メ リカ約400億 ドル,西 独18.2百 万 マ ル

ク(80年)と され て い る。 両 国 と も通 販 は国 民 生 活 に定 着 し,便 利 で気 易 い買

物 方 法 と して 消 費 者 に満 足 を 与え て い るの で あ る。
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表2-4.1カ タログ販売 ・通信販売の売上高推移

(単位:億 円)

年 別4243444546474849505152535455

百 貨 店 30 40 55 75 100 170 200 400 500 550 610 680 740 800

(クレジットカー ド会社) (2) (3) (5) (10) (22) (35) (50) (84) (留) (go) (97) (120) (140) (162)

(テレビ ショッピングう 一 一 一 一 (20) (60) (80) (110) (130) (160) (300) (360) (460) (550)

レ コ ー ド 35 45 60 65 72 85 104 125 143 160
'180

194 202 210

'

通 信 教 育 77 88 111 145 186 220 260 300 365 430 500 630 750 800

各種通信販売
カタログ販売

144 167 194 229 284 600 750 975 1392 1β60 2ρ10 2396 2β08 2790

合 計 286 340 420 514 642 1075 1394 1β00 2400 2β00 3300 3900 4β00 4β00

㈱工業市場研究所謂

2.4.2通 信 販 売 の形 態

わ が国 の通 販 を ヨーロッパ スタ イル と ア メ リカ ン ス タ イル に大 別 す る考 え方 もあ

る。 ヨー ロ ッパ ス タ イル と い う場 合 は,通 常 の カ タ ロ グ販 売 の み な らず カ タ ログ

に よ る販売 代 理人 の行 な うエ ー ジ ェ ン トシ ステ ムが 主 力 とな る。 ア メ リカ ンシス

テ ムで は,主 と してDMに よ る通 販 を 意 味 して い る。 広 告 面 か らの わが 国 通販 ス

タ イル は,情 報 志 向 型 とカ タ ロ グ タ イプ型 の2つ に 分 けて み られ る。 情 報 志 向 型

で は,CBSソ ニ ー フ ァ ミ リー ク ラブに み られ る タイ プで,情 報 を 主 とす る広 告

に よ って 商 品 を売 る もの で あ っ て,デ ザ イ ン,写 真,コ ピー な どの 情 報 提 供 に重

点 が 置 か れ る。 これ に対 しカ タ ロ グ タイ プ で は,紙 面 の枠 組 の 中 に各 商 品 を羅 列

し商 品 説 明 を す る ことに よ っ て売 る一 覧 性 の もの で あ り一 瞬 理 解 型 の通 販 タ イ プ

で,日 本 メ ール サ ー ビス,尊 高 な どにみ られ る。 また2つ の タイ プ を ミッ クス し

た 形 の もの も出 現 して い る。 二 光 通 販 や エ ヌ ・ジ ー ・シーに そ れ を み る ことが で

き る 。

通 販 受 注 の シス テ ム は,① 先 づ電 話 また は ハ ガ キ に よ り新 規 客 か らの 申込 が あ

れ ば 顧 客 の 登 録 が な され,② 受注 受 付,チ ェ ック が行 なわ れ る。 受 注 有効 期 間 か
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ど うか,自 社 商 品 か ど うか,媒 体 は何 か,商 品 の 型,色,サ イ ズ な どの確 認,③

受注 の判 定,在 庫 の 有 無 で あ る。 ④ 出荷 の判 定,出 荷 可能 商 品 の発 送 へ の 配慮 で

あ って こ こで は在 庫 か らの 落 しが 行 な わ れ る,⑤ 出荷 指 示,報 告,出 荷 伝 票 作 成,

代 金 支払 方 法別,(無 料 試 用,代 引,月 割,現 金)に 伝 票 は 区 分 され ね ば な らな

い。 出荷 指示 に もとず い て商 品 の 重 量,サ イズ の いか ん に よ っ ては,輸 送 の 方 法

も変 り,送 料 も一律 に は ゆか な い 。 また1人 の 客 が何 点 もの 注 文 を して お れ ば そ

れ を1個 に ま とめ る作 業 も必 要 と な る。 そ の よ うな 出荷 単 位 に 応 じて 出荷 伝 票 が

作 成 され,発 送 へ とす す むの で あ る。

.2.4.3・ 通 信 販 売 の特 徴

(1)商 品 面 の特 徴

欧 米 に お いて は,通 販 で 売 れ な い もの は な い との考 え方 が有 力 で あ る。 わ が

国 で もデ ィノ ス カ 夕 日 グに み られ る よ うに幅 広 く日用 品 が 集 録 され て い る が,

わ が国 で ヒッ ト商 品 とな る通 販 品 は何 れ も特 異 的 な商 品 で あ り,消 費 者 もま た

通 販 で は珍 しい商 品 が 入 手 で き る との 見 方 を して い るの で あ る。 近 頃 の ヒ ッ ト

商 品 を み て も 「ル ー ム ラ ンナ ー」 「エ レ ンスパ ック」 「ス リムメ イ ト」 「サ ン

パ ワ ー」 「シ ール ドビー ム」 「プ ロテ イ ン」 な ど何 れ も百 貨 店 で 通 常 売 られ て

い る商 品 の 中 に は 見 当 らな い 開 発 品 で あ った 。

(2)決 済 面 の 特 徴

所 得 が 平 準 化 し,個 人 信 用 経 済 の発 達 して い るわ が 国 の 通 販 手 法 は,商 品 先

渡 し,代 金 後 払 い の シス テム が 現 在 通販 業 の 殆 ん ど に採 用 され て い る。1週 間

は無 料 使 用 の 方 法 が 多 く と られ て い るの で あ る。 ア メ リカ に お いて も返 品 交 換

自 由 は唱 って い る もの の,商 品 代 金 は前 払 い で 返 品 に は返 金 とい う形 で 取 扱 わ

れ て い るので あ る 。 ク レジ ッ トカ ー ドに よ る購 入 で は代 金 は後 日 口座 引 落 しの

方 法 が と られ る 。 わ が国 の商 品 先渡 し代 金 後 払 いの システ ム は,通 販 を して も

っと も大胆 な 販 売 方法 で あ る との 見 方 が な され る所 以 で あ る。

(3)広 告 面 で の 特 徴
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郵 便 料 金 大 幅値 上 りを 時 点 と しで わ が国 の 通 販 広 告 に一 つの変 化 が 現 わ れ た 。

そ れ は新 聞 また は雑誌 の 広 告 そ の もの を カ タ ログ と しての 通 販 へ の 直 往 で あ る。

それ まで の通 販 で は カ タ ロ グや 資料 の請 求 を 求 め そ れに よ っ て受 注 す る形 で あ

った もの が,郵 便 料 金 の 節 約 もあ って広 告 その もの をカ タ ログ に見 立 て る方 法

で あ る。新 聞1頁 ま た は2頁 を 用 いて の通 販 広 告 で あ る。 この よ うな大 規 模 の

通 販 広 告 は わ が国 通販 広 告 の 特徴 と して あ げ て よ い。

最 近 の 傾 向 と して は,カ タ ロ グ発 行 に よ る通 販 に戻 りつ つ あ る。

(4)業 界 と して の特 徴

わ が 国 の 通 販 の歴 史 は 古 い が,戦 争 で 中断 され て以来,戦 後 は新 しい形 で通

販 が 興 って いる。わが国の 通 販 が欧米 先進国 の 通 販 の ノウハ ウを取 入 れ て近 代 的通

販 の 方 向 を た ど った の は ここ10年 位 の こ とで,業 界 と して は新 興 の 部 に属 す

る。 従 って 世 界 的 水 準 に達 す る企 業 もな く ア メ リカ の シア ーズ や 西 独 の オ ッ ト

ーの よ うな 大 企 業 は存 在 しな い。 い うな ら ば群 雄 割 拠 の 状態 と いえ よ う。

全体 的 に は,試 験,適 応 期 を す ぎて 成 長 期 に 入 り,そ の伸 び率 は 昭 和50年

よ り55年 迄 の 平 均 で116%と 高 い 。 こ う した伸 長率 に着 目 して大 手 企業 の

通 販 参 入 の傾 向 が 目立 ち,ダ イ エー,ユ ニ ー を は じめ,キ ャノ ン,サ ン ト リー,

毎 日商 事,住 友 商 事,顧 麟 麦 酒,第 一家 庭 電 器 な どの 進 出 が さか ん とな っ て き

て い る。

2.4.4通 信 販 売 業 界 の シ ス テム 化

通 販 の シス テ ムは,広 告媒 体,カ タ ログ な どに よ っ て受注 す る シ ンプ ル な シス

テ ムで あ る。 しか し,カ タ ロ グ作 成や 商 品 の確 保 に 当 って も需 要 の 予 測 が 必 要 と

な り,ク レ ジ ッ トを 加味 す る となれ ば そ の都 度,受 注 に即 応 す る商 品 の 出荷 な ど

これ ら一連 の 作 業 を ス ピ ーデ ィに行 な う こと が要 求 され る。 迅速 性 は通 販 の 生 命

で もあ る。 これ らを コ ン トロ ール し効 率 を高 め る ため に は コ ン ピュ ー タの導 入 が

必要 とな る。 現 在 大 手,中 堅 の通 販業 者 は コ ン ピュ ー タの導 入 を は か り効 率 化 経

営 を は か っ て い る。 その 作 業 内容 と して は,
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① 顧 客 の 登録

顧 客 の 住 所,氏 名 の他 知 り得 た情 報 が イ ンプ ッ トされ,顧 客 コ ー ド決 定 の

上 流 れ る。

② 受 注 受 付

注 文 書 へ 商 品 名等 の 記 入 。

③ 受 注 イ ンプ ッ ト

オ ペ レータ ー に よ り,注 文 書 か ら,エ ン トリー,ベ リフ ァイが 行 な わ れ磁

気 テ ー プ ヘ ア ウ トプ ッ トされ る。 この デ ー タ は コ ン ピュ 一 夕ヘ イ ンプ ッ トす

る。

④ 受注 の判 定

コ ン ピュー タ に よ り在 庫 状 況 な ど照 合 し処 理 され る。

⑤ 出荷 判 定

分割 処 理 の判 定,出 荷 指 図 を判 定 す る。

⑥ 出 荷 指 図

出 荷 可能 を指 図 す る た め の伝 票 発 行,ラ ベ ル 等 の作 成 。

⑦ 出 荷 報 告

出 荷 完 了 に よ りテ ー プへ 出荷 報 告 が イ ンプ ッ トされ る。 コ ン ピ ュ ー タは 出

荷 案 内書 を ア ウ トプ ッ トす る。

以 上,コ ン ピュ ータ処 理 の概 要 で あ るが,各 社 共 に これ ら と共 に 「販 売 情 報 シ

ス テ ム」 を ア ウ トプ ッ ト して い る の で あ る。 そ れ らは,地 域 別,媒 体 別,顧 客属

性,な ど販 売 促 進 の た め の 各 種 資 料 の他,顧 客別 受 注,出 荷 の 情 報,顧 客 別 売 上,

入金,返 品 情 報,加 え て経 営 資 料 と しての 商 品 回転 表,販 売 先 売 掛 金回 転 表,在

庫 情 報,商 品別 販 売 情 報 と い った もの が作 成 され るが,会 社 に よ って一 律 とは.い

え な い。通 販 の顧 客数 は 多 く ま た商 品 も多種 で あ る と ころか ら コ ン ピュ ー タの有

効 度 は大 変 高 い。 将来 も そ の活 用 に期 待 が 待 た れ る。
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2.4.5今 後 の 課 題

わが国の通販業界 は流通業 に おける位置 を年 .々高め定着化 しつつ あ り,そ の伸

び率 も20%前 後で順調 に推 移 しているが抱 える問題 も多い。各社の企業体質 は

脆弱で欧米 にみ られる強靱 な企業 は少 く,従 って浮沈 も常 な らず とい った実状で

あ る。そのため外観 は華 やかな各社 に,常 時危機感を抱 かせることとなっているが,

この危機感 はまた発展 への活 力 とな っているとみ てよい。

今後 の通販業 の課題 と しては,企 業体質の強化 を 目指 し,急 激な上昇に対 する

管 理体制 の充実(商 品開発,媒 体利用,顧 客管理,回 収,各 チ ェ ック機能 などの

バ ランスの とれた運営),商 品 開発力 の強化,管 理費増大への対処,物 流組織 の

確立,消 費者 問題 へ の対 応 の他,業 者乱立 による不良業者 の排除 とい った業界 と

しての問題 もあ り,モ ラルの 向上 も叫ばれてい る。解決 すべ き課題 は多 くあ る。

要 は,通 販業が,消 費者 の信 用 を獲得 し,そ れ を保 持 しつつ便利で重宝 な買 い

方 と消 費者 か ら歓迎 され国民 生活の中 に浸透 す ることにあ る。

幸 いに してわが国 では,近 代 通販が発展 す る社 会的条件 とみ られ る。成熟 した

大衆 消費市場,大 量 生産機構,個 人信用経 済の発達,情 報化 社会の成立,高 度な

文化,と いった環境 が整 って いるので,通 販各社が誠 実 さに立脚 してその運営を

はかる限り将来 の発展 は約束 され よう。流通界 における位置 も毎 年高 ま ってゆ く

もの と思 われ る。
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2.5鉄 鋼 業 界 に お け る情 報 化(業 界 共 同 デ ータ ベ ー ス ・シ ス テ ム)

2.5.1は じめ に

鉄 鋼 業 界 に お け る情 報 化 は 昭 和30年 代 の 前 半 か ら,コ ン ピュ ータ の初 期 の 製

品 で あ るパ ンチ ・カ ー ド ・シ ス テ ム(PCS)を 利 用 して単 純 計算 業 務 の機 械 化

に始 ま った。 そ の 後 高 度 成 長 期 と石 油 危 機 と い う大 き な社 会 的,経 済 的変 革 の 時

期 を経 て経 営 と直 結 した シ ス テ ム を構 築 し,徹 底 的 な合 理 化 を 図 り,強 い国 際 競

争 力 を維 持 して き た。

しか し,現 在 の 鉄 鋼 業 を と りま く環 境 に は非 常 に厳 しい もの が あ り,今 後 と も

国 際 競争 力 を維 持 し,向 上 させ て い くため に は,経 営 の 効 率 化,合 理 化 が一 層 必

要 で あ り,情 報 シス テ ムの 役 割 は増 々重 要 と な りつ つ あ る。

この よ うな状 況 に お いて,(社)日 本鉄 鋼 連 盟 情 報 処 理 委 員 会 の 中 に臨 時 プ ロ ジ

ェク トと して 設 置 され た 「情 報 化 研 究 会 」が 本 年3月 に と り ま とめ た 「鉄鋼 業 に

お け る情報 化 の現 状 と課 題 」 よ り,そ の概 要 を ご紹 介 した い。

ま た,鉄 鋼 業 界 で は 昭 和46年 に 業界 共 同 の デ ータ ベ ー ス ・シス テ ム と して

「鉄 鋼情 報 シス テ ム ーSteelInformationSystem(SIS)」 を 計 画 し,鉄 鋼

連 盟 を 中心 に 開 発 ・運 用 して き た 。

SISは 鉄 鋼 連盟 会 員 会 社 お よ び 事 務局 で実 施 され る種 々の 分 野 にお け る調 査

研 究 活 動 に用 い られ る プ ラ ンニ ング情 報 を 的確 に入 手 ・処 理 ・蓄 積 す る情 報処 理

体 制 を確 立 す る こ と に よ り,情 報 利 用 の 高 度 化 を 図 り,質 の高 い調 査 研 究 を 的 確

に実 施 す る基 盤 とす る と と もに,業 界 全 体 と して 情 報 処 理 の省 力 化,合 理 化 を 図

る こ とを 目的 と して い る。

現在 で は鉄 鋼 関 係 を 中 心 と した種 々 のデ ー タが 蓄 積 され て お り,会 員会 社 に対

して は磁 気 テ ー プ の コ ピー ・サ ー ビス とプ リ ン ト ・サ ー ビス を 行 って い る。 しか

し,最 近 デ ータ の拡 充 と利 用 の高 度化 の要 請 が 高 ま って お り,現 行 システ ムの 見

直 しが 必 要 に な って きて い る。 こ こで は,こ の よ ケな状 況 に お け るSISの 現 状

と将 来 方 向 に つ い て 紹 介 した い 。
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2.5.2鉄 鋼 業 に お け る 情 報 化 の 現 状 と課題

鉄 鋼 業 の特 質 は 「基 礎 素 材 産 業 で あ り,大 量 生 産,大 量 販 売 の装 置 産 業 で あ る

一方
,多 くの需 要 家 か らの 注 文 に基 づ く販 売 ・生 産 方 式 を とる 」 と ころ に あ り,

この 特 質 が 鉄 鋼 業 に お け る情 報 シ ステ ム を特 徴 づ け て い る。

(1)情 報 化 の経 緯

鉄 鋼 業 にお け る情 報 化 の経 緯 は第2-5.1図 に示 す とお り,昭 和30年 代 の

単 純 計 算 業務 の 機 械 化 を経 て,高 度成 長 期 に お け る新 鋭 大 型 製 鉄 所 の建 設 に合

わ せ て 効 率 的 な 操 業,高 品質,高 生産 性,徹 底 した省 力 化 を 狙 い と し,建 設 計

画 時 点 か ら コ ン ピ ュー タ ・シ ステ ムを管 理 の前 提 と して 織 り込 み,製 鉄 所 の運

営 を 組 織 的 に コ ン ピ ュ ー タ と総 合 的,一 貫 的 に結 合 させ て い る。 石 油 危 機 後 は'

設 備 の 連 続 化,直 結 化,省 力 化 や 操 業 の 同期 化,・ 多 品種 少 量 生 産,低 コス ト化,

操 業 条 件 の変 化,新 製 品 の 増 加 等,各 種 の変 化 に 対 応 して コ ン ピ ュー タ ・シ ス

テ ムが 構 築 され,経 営 危 機 乗 り切 りの重 要 な ツ ー ル とな って き た。
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② 情 報 化 の現 状 とそ の 特 徴

鉄 鋼 業 に お け る情 報 シ ス テ ム は第2-5.2図 に示 す とお り,日 常 業 務.の実 行'

'管 理 を行 な うオ ペ レ ー シ ョナ ル ・レベ ル か ら ,販 売 ・生 産 計 画 を 中心 と した短

短 期 計 画 の た めの 計 画 ・管 理 レベ ル
,お よ び長 期 計 画 を 中心 に トップ ・マ ネ ジメ

ン トの 意思 決 定 を 支 援 す る戦 略 レベ ル の三 つ の レベ ル が 階層 的 に 構 築 され て お

り,経 営 の あ らゆ る領 域 まで 拡 大 され て い る。
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今 や 日本 鉄 鋼 業 に お け る情 報 シス テ ムは経 営 の 中枢 神 経 と して 不 可 欠 の機 能

と役 割 を果 た して お り,省 力 化 を は じめ とす る コス ト削 減 や,計 画 ・管 理 面 で

の 高 度 利 用 等,経 営 活 動 に 大 き く寄与 して い る。

ま た,我 国 鉄 鋼 業 の情 報 化 は 国 内 の他 産 業 お よ び 欧米 先 進 諸 国 の鉄 鋼 業 に比

べ て トップ ク ラス の 水準 に あ り,そ の 現状 と特 徴 は 次 の とお りで あ る。

① 販 売 ・生 産 を 中心 と した 総 合 一貫 管 理 シ ステ ム

全 社 的 に管 理 方 式 お よ び 業 務処 理標 準 を 整備 して販 売 一生 産 一出荷 一流 通

に至 る総 合 一 貫 管 理 シ ステ ムを 形成 して い る。

② 高 度 な総 合FAシ ステ ム

セ ンサ ー,プ ロ セ ス ・コ ン ピ ュー タ,大 型 コ ン ピュ ー タを駆 使 した全 製 造

工 程 の高 度 自動 化 の み な らず,エ ネル ギ ー,環 境 管 理 等 も含 む製 鉄 所全 体 運

営 と も結 合 した 総 合FAシ ス テ ムを 構 築 して い る。

③ 大 規 模 シス テ ム,大 型 ネ ッ トワー ク

ハ ー ドウ ェ アお よ び ソ フ トウ ェア,処 理 量,要 員 数 等,い ず れ も他 産 業 に

比 べ て 大規 模 とな って い る。 ま た,全 国 的 な大 型 ネ ッ トワー ク に よ り事 業 所,

営 業 所,流 通 基 地 等 を 結 ん で い る。

④ 国 際 的 な シ ス テ ム技 術 協 力

長 年 の 経 験 で 培 わ れ た高 度 技 術 を もち い て各 国 ヘ シス テ ム技 術 協 力 を行 っ

て い る。

⑤ 先 進 的 な業 界 共 同 シ ス テ ム

日本 鉄 鋼 連 盟 に お け る鉄 鋼 情 報 シ ステ ム(SIS)に ょ る業 界 共 通 情 報 の

整備 と,鋼 材 倶 楽 部 を 中 心 とす る帳 票 ・コ ー ドの 標 準 化 お よ び鉄 鋼 協 会 の鉄

鋼 技 術情 報 セ ンタ ー に よ る技 術 情 報 の 整 備 等,他 業 界 に 先 駆 けて業 界 共 同 シ

ス テ ムを 開 発,運 用 して い る。

(3)情 報 化 の 今後 の 展 望

以 上 の よ うな 現 状 と特 徴 か ら,鉄 鋼 業 にお け る情 報 化 の 今 後 を展 望 す る と,

次 の よ うな 項 目が あ げ られ る。
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(1)企 業 内 シ ステ ム

① 競 争 力 強化 の た め の基 幹 システ ムの 絶 え ざ る リフ レ ッシ ュ

高 級製 品 化,多 品 種 小 ロ ッ ト生 産 体 制 の 確 立,生 産 工 程 の連 続 化 ・自動

化 等 の た め の 設 備 更 新,国 際 競 争 力 強 化,経 営 環 境 変 化 に対 応 した 日常 業

務 活 動 領 域 の 基 幹 的業 務 シ ス テ ムの 不 断 の リフ レ ッ シ ュが 必 要 で あ る。

② 経 営 計 画,戦 略 領 域 の シ ス テ ム支 援 機 能 の 充 実

'量 的 拡 大
が 望 め な い 状 況 下 で の 収 益 管 理,効 果 的 な販 売 ・生 産 ・購 買 管

理,経 営 計 画 ・管 理 業 務 の効 率 化,あ るい は長 期 的 な 事業 展 開 の た め の的

確 ・迅 速 な戦 略 策 定 特 に資 す る支 援 シス テ ムの充 実 お よび 社 内外 の デ ータ

ベ ース の 整備 ・活 用 を 図 る必要 が あ る。

③ 技 術 開 発 力 強 化 の た め の支 援

高 品質 ・高 付 加 価 値 製 品,新 製 造 技術,新 素 材 等 の 研 究 開 発 の 効 率 化 を

支 援す る情 報 シス テ ムの 強化 が 必要 で あ る。

④ エ ン ジニ ア リン グ事 業 の総 合 管理 シ ステ ムの確 立

エ ン ジ ニ ア リ ング事 業 展 開 に 対 応 す るた め に,設 計 ・見 積 り ・調 達 ・プ

ロジェク ト ・マネ ジメン ト等 を 中 核 と した エ ン ジニ ア リ ン グ総 合 管 理 システ

ムの確 立 に よ る競 争 力 の 強 化 が 必要 で あ る。

⑤ オ フ ィ スの効 率 化 と高 度 ネ ッ トワ ー クの 整 備

管 理 ・間 接 部 門 の合 理 化 の 一環 と して,オ フ ィス の 生産 性 向 上 を 図 るた

め に,各 種OA機 器 と大 型 コ ン ピュ ータ を統 合 し,さ ら に高 度 ネ ッ トワ ー

クを通 して相 互 の オ フ ィス を 結 合 した 高 度 な オ フ ィス ・シス テ ムを 実 現 す

る必要 が あ る。

Ui)企 業 間 シ ス テ ム とネ ッ トワ ー ク化

① 系 列 ・関 係 企 業 間 ネ ッ トワ ー ク化 と情 報 化 の促 進

加 工会 社,流 通 基 地,輸 送 業 者等 との ネ ッ トワ ー クを 整 備 ・充実 し,中

小 系 列,関 係 企 業 の 情 報 化 促 進 支援 に よ る企 業 グル ー プ全 体 の経 営 体 質 の

強 化 と企 業 活 動 の 活 性 化 が 必 要 で あ る。
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② 企 業 間 ネ ッ トワ ー ク利 用 に よ る業 務 処 理 の効 率 化

昭 和48年 に実 施 した鉄 鋼 取 引 に お け る 「帳票 ・コー ドの標 準 化 」 を 基

盤 と した,現 在 の 鉄 鋼 メ ー カ ー,商 社 ・問 屋 間 の 磁気 テ ープ に よ る デ ー タ

交 換 を,オ ン ライ ン ・ネ ッ トワ ー ク化 へ発 展 させ,企 業 間 業 務 の 効 率 化 を

推 進 す る必 要 が あ る。

ま た,金 融,一 般 輸 送 会 社 等 との ネ ッ トワー ク化 に よ り効 率 化 が 期 待 さ

れ る。

③ 国 際 ネ ッ トワー クの 活 用

企 業 活 動 の 国 際 化 に伴 い,海 外 事業 拠点,エ ンジニ ア リ ング ・プ ロ ジェ

ク トサ イ ト,海 外 事 務 所 等 を 国 際 ネ ッ トワー クで 結 合 し,国 際 業 務 活動 を

効 率 化 す る必 要 が あ る。

④ 業 界 デ ー タベ ー スの 整 備 ・充 実 とオ ン ライ ン化 の 推 進

鉄 鋼 業 界 共 同 の デ ータ ベ ー スで あ る 「鉄 鋼 情 報 シス テ ム(SIS)」 の 内

容 を一 層 充 実 させ る と と もに,会 員会 社 との オ ンラ イ ン化 に よ り情 報 蓄積

加 工 ・利 用 の 高 度 化 を 図 る必要 が あ る。

ま た,各 産 業 別 情 報 拠 点(業 界 団 体)に よ る産 業 毎 の デ ー タ ベ ース の整

備,さ らに官 庁 デ ー タ ベ ー ス との 有 機 的結 合 に よ る産 業 レベ ル の 高 度情 報

化 を実 現 す る必 要 が あ る。

(4)情 報 化 推 進 上 の課 題

以 上 の よ うな 鉄鋼 業 に お け る情 報 化 の現 状 と展 望 か ら,今 後 情 報 化 を 一層 推

進 して い くた め に は,我 々 コ ン ピュ ー タ利 用企 業 の ニ ー ズ を反 映 した視 点,な

らび に社 会 的,経 済 的視 点 等 か らの バ ラ ンスの とれ た総 合 的 な施 策 の 推 進 が望

まれ る。 今 後 具体 的 に ど の よ う な機 関 で,ど の よ うに推 進 す る か に っ い て は,

な お検 討 を 要す る もの も あ るが,解 決 す べ き共 通 の課 題 と して 次 の よ うな項 目

が あ げ られ る。

① ソ フ トウ ェア危機 に対 す る人 的 ・技 術 的 問題 解 決 の た め の諸 施 策 の策 定 と

実 行
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イ.ソ フ トウ ェ ア要 員 等,情 報 化 に 関 す る人 材 育 成 の た め の教 育機 関 の拡 充

等,基 盤 の 整 備

ロ・ 開 発,保 守 の 生 産 性 向 上 を 図 る た め の ソ フ トウ ェア生 産 工 業化 シ ステ ム

等,有 効 な 手 段 の 早 期 開 発 と実 用 化 の 促 進

ハ.汎 用 ソ フ トウ ェ アの広 範 な利 用促 進 の た め の 条 件 ・機 構 の整 備

② 利 用 企 業 か らみ た情 報 産 業 の 問題 点解 消 の た め の諸 施 策 の策 定 と推 進

イ.・相 互 運 用 性(イ ンタ ー オペ ラ ビ リテ ィ)お よ び利 用 企 業 の ニ ー ズ に適 合

した 機 器 の 提 供 を 可 能 とす る ため の コ ン ピ ュ ー タ,通 信 機 器 メ ーカ ーに対

す る指 導 と施 策 の 検 討

ロ.利 用 企 業 の ソ フ トウ ェ ア開発 ・保 守 ・運 用 を 担 う に足 る ソフ トウ ェア ・

ハ ウ ス,計 算 セ ンタ ーの資 質,信 頼 性 の 向 上 の た め の育 成,指 導 お よ び そ

の た め の 施 策 の 検 討

八 広域 通 信 シス テ ム化 を 促 進 させ るた め の 基 本 通 信 業 者,VAN業 者,デ

ー タ ベ ー ス業 者等 の 利 用 容 易 性 ,安 全 性,信 頼 性 向 上 に関 す る育 成,指 導

お よ び そ の た め の 施 策 の検 討

③ 高 度 情 報 化 を 促 進 させ る実 体 基盤 の 整 備

イ.業 界 内,企 業 間 の 取 引業 務 手 順(ビ ジネ ス ・プ ロ トコル)標 準 化 の促 進

ロ.情 報 化 投 資 費 用 へ の 資 金,税 利 面 で の 優 遇 措 置 の 検 討

ハ 。公 共 ,業 界 拠 点 の デ ー タ ベ ー ス整 備 ・構 築 の 促 進 と助 成 ・振 興 策 の確 立

④ 中 小企 業 の情 報 化 促 進 の た め の諸 制 度 の 整 備 と施 策 の検 討

イ.公 的 機 関 に よ る コ ンサ ル テ ィン グ,共 同 開 発 等 の 支援 充 実

ロ.低 利 融 資,税 制 上 の 優 遇 措 置 等,費 用 面 で の特 段 の 配 慮

⑤ 高 度 情 報 化 に対 して,実 体 に そ ぐわ な くな って い る法 制 の 見 直 し,整 備

イ.商 的 取 引(契 約 ・決 済)行 為 の電 子 的処 理 等,商 法 等 の問 題 に関 す る見

直 し,整 備

ロ.コ ン ピ ュ ータ機 器 等 の 償 却 問 題(期 間,残 存 薄 価)等,税 法 等 の 問題 に

関 す る見 直 し,整 備
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ハ.女 子 労 働 力 の活 用 ,要 員 派 遣 等,労 働 法 上の 問題 に関 す る見 直 し,整 備

二 .ソ フ トウ ェアや デ ー タの保 護,権 利 等 に 関 す る法 制 の 整 備

以上 に掲 げた課題 は鉄鋼業界 だけの問題で はな く,我 国が今後高度情報化 社会

を実現 しようとす る時 に整備 しなければ な らないイ ンフラ ・ス トラクチ ャーのよ

うな ものであ り,こ れ らの解決すべ き課題を放置 して高度情報化 社会 の実現 はあ

り得 な いであ ろう。

,
ー

L

l

2.5.3業 界共同デ ータベ ース ・システム

前述 の とお り鉄鋼 業界では業界 共同のデ ータベ ース ・システムと して 「鉄鋼情

報 システム(SIS)」 を開発 し,運 用 してきた。

鉄鋼連盟会 員会社 におけるSISの 位置づ けは,個 別企業では入手で きな いよ

うな,ま た は入手す るには相 当の費用 と要員を要す るような社 外情報を一元的 に

蓄積 ・整備 し,付 加価値 を高 めて提供す る,い わば会 員会社 の情報 システ ムの補

完的機 能であ る。

鉄鋼業 界で はSISを よ り充実 させ ることによ って業界 全体 としての情報処 理

の効率 化を図 ろうとす るもので ある。

(1)SIS開 発 の背景

鉄鋼業界 では昭和30年 代に臨海製鉄所 の新 設 を中心 と した本格 的な鉄鋼 生

産体制 を整備 しつつあ ったが,こ の時 の業界 が取組むべ き課題 の一 つと して ,

需給分野を 中心 とした鉄鋼総 計の整備 と中長期 の鉄鋼需要見通 しを中心 とす る

調査活動の充実が あげ られる。

この時期 に受注,生 産,原 料 ,貿 易 および鉄鋼生産設備種別 ごとの作業調 査

表等 の各種統計の整備 を開始 し,鉄 鋼連盟事務局 が これ らの統計の集 計業務 を

担 当 した。事務局で は集計作業の効率化,省 力化 のために統計処 理の機 械化を

推進 し,昭 和33年 にバ ロース会計機 を導入 し,昭 和39年 か らは外 部の計算

セ ンタ ーへ の統 計集計の委託を開始 した。
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その後,主 要 な統 計 の集 計 を逐 次 機 械 化 した が,当 時 の機 械 化 は 個 々 の 集 計

業 務 の 機 械 化 が 目的 で あ り,デ ー タ の有 機 的,効 率 的 な活 用 に ま で は 至 って い

な か った。 そ こ で昭 和43年 に事 務 局 内 に ワ ー キ ング ・グル ー プ と して 「資 料

情 報 委 員会 」 を設 置 して,デ ータ の 効 率 的 な利 用 にっ い て 検 討 した結 果,デ ー

タ バ ンク機 能 を 中心 と した情 報 シ ス テ ムの 確 立 が 提 案 され た。

この よ うな事 務 局 の検 討 結 果 は,主 要 な会 員会 社 の 情 報 シ ス テ ム 部門 の 専 門

家 に よ って具 体 化 の方 策 を技 術 的 な側 面 か ら専 門 的 に検 討 す る こ と とな り,昭

和44年 に 情報 処 理 委 員会 が 設 置 され た。 情 報 処 理 委 員 会 で は,コ ン ピュ ータ

の 利 用 技 術 面 か らの 検 討 に加 え て,当 時 の我 国 に お け る情 報 化 の動 向,会 員会

社 の 社 内 にお け る情 報処 理 シス テ ムの状 況 等 の側 面 か らの 検 討 も行 った 。

昭 和42年 に経 団 連 が経 営 トップ に よ る 「経 営 情報 シス テ ム調 査 団 」 を ア メ

リカ に派 遣 したが,そ の 報 告 がMISブ ー ムを 呼 ん だ,MISブ ー ム は そ の後

鎮 静 化 したが,そ れ は我 国 の 将 来 の情 報 化 の あ り方,方 向 づ け等 の 検 討 の 引金

と もな り,主 要 産 業 に お け る情 報 化 の 動 向 を踏 え つ つ,将 来 の 我 国 に お け る情

報 化 の展 望 等 が 関 係 各 省 庁で 検 討 され る こ と とな った 。 この よ うな検 討 の 一 つ

と して,昭 和42年 に通 産 省 を 中 心 とす る研 究 グ ル ー プがNIS(National

InformationSystem)を 発 表 した。NISは 「企 業,研 究 機 関,産 業 団体,

官 庁 等 の 各 機 関 が 自 らの情 報 処 理 機 能 を確 立 す る こ とを前 提 と して,各 機 関 が

必 要 に応 じて対 等 な 立 場 で 協 力 関 係 を 結 ぶ 情 報 流 通 の ネ ッ トワ ー ク を結 ぶ こ と

を推 進 し,各 機 関 が その 経 営 活 動 等 に 必 要 とす る外 部情 報 を 迅 速 か っ 容 易 に収

集 で き る体 制 を 築 く こ とに よ って,我 国 の 情 報 化 の レベ ル ア ップ を 図 る 」 とい

う もの で あ る。

さ らに 昭 和44年 に 産 業 構 造 審 議 会 が情 報 化 の促 進 に関 す る中 間 答 申 を 発表

したが,国 全 体 の情 報 化 の あ り方 を 指摘 した 中 に,「 今 後 の情 報 化 の 進 展 に と

って情 報 ネ ッ トワー ク の形 成 が 緊要 で あ り,情 報 ネ ッ トワ ー クの 重 要 な 部分 と

して業 界 団体 が 自 らの領 域 に お け る情 報 処 理 機 能 を 確 立 す る と と もに,政 府機

関 の 情 報 の 受 皿機 能 を 受 け持 ち,業 界 に お け る情 報 拠 点 と な る こ とが 期 待 され
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る 」 と述 べ て い る。

情 報 処 理 委 員 会 で は,事 務局 の 提 案 に加 え て,こ の よ うな国 全 体 の情 報 化 の

展 望 お よ び鉄 鋼 業 界 の情 報 化 の 動 向 を 検 討 し,SISマ ス タ ー プ ラ ンを立 案 し

た。

(2).SISの 目的 と効 果

以 上 の よ うな背 景 に基 づ い て立 案 され たSISは,第2-5.3図 に 示 す よ う

な 目的 と効 果 を 持 って お り,業 界 全 体 と して の 情 報処 理 の 合理 化 と情 報 利 用 の

高 度 化 を 図 ろ う とす る もの で あ る。

SISの 目的

鉄鋼業界におけるプランニング情報の処理体制の合理化,シ ステム化

骨
目的実現の方向

1.会 員会社 と事務局に共通する情報処理の集中化(鉄 鋼業界の共同

処理機能としての事務局の情報処理活動を強化)

2.迅 速かつ正確な情報の入手,処 理,提 供

3.蓄 積情報の充実,的 確な追加および更新

4.事 務局の情報処理の改善,効 率化

口
期待される効果

会員会社および事務局を含む鉄鋼業界全体として

1.情 報 処 理 の 要 員,機 材,

2、 保有 情 報 の 充 実

3.情 報 の 高 度 利 用

コス トの 節 約

第2-5.3図SISの 目的 と期 待 され る効 果
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(3)SISの 構 造 と機 能

SISの 構 造 は第2-54図 に示 す と お り,SIS情 報 収 集 シ ス テ ム,SIS

デ ータ ・バ ンクお よ びSIS情 報 利 用 シ ステ ムの3つ の サ ブ シ ス テ ム に よ って

構 成 され て い る。

1
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、
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口
SIS時 系列 統 計 デ ー タ 文 字 情 報 サ ブ ・ ンス テ ム 間 の

ペ ー ス(統 計 デ ー タ)イ ン タ ー フ ェ ー ス

第2-5.4図SISの 構 造

①SIS情 報 収 集 シス テ ム

情 報 の入 手 ・イ ンプ ッ ト機 能 の ため の サ ブ シ ス テ ムで あ り ,事 務 局 が 従 来

か ら行 って きた統 計集 計 シ ステ ムか らの デ ー タ エ ン ト リー を 中心 に ,外 部統
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計 の 磁 気 テ ー プ に よ るデ ー タ エ ン トリー,刊 行物 か らの カ ー ドパ ンチ に よ る

デ ータ エ ン ト リー等 で 構 成 す る。

②SISデ ータバ ン ク

情 報 の 蓄 積 機 能 の た め の サ ブ システ ムで あ り,SISの 中心 的 機 能 を果 た

す 重 要 なサ ブ シス テ ムで あ る。SIS情 報 収 集 シス テ ム に よ り入 手 した種 々

の フ ォー マ ッ トの デ ー タを 利 用 し易 い統 一 フ ォー マ ッ ト等 に変 換 し,常 に最

新 の 情 報 の 追 加 ・更 新 を 行 って 情報 を 蓄 積 す る。

③SIS情 報 利 用 シス テ ム

情 報 の 利 用 機 能 の た め の サ ブ シス テ ムで あ る。SISデ ー タバ ンク に蓄 積

され て い る情 報 を有 効 に 活 用 し,会 員会 社 や 事務 局 の 調 査 活 動 に際 して,政

策課 題 検 討 の た め の基 礎 デ ー タの提 供 を 行 う もの で,必 要 な情 報 の 検 索,解

析,ア ウ トプ ッ ト等 の 処 理 を 行 う。

(4)SISの 現 状

SISは 鉄 鋼 連 盟 事 務 局 と会 員会 社 に お け る プ ラ ンニ ン グ情 報 の有 効 利 用 を

図 るた め の 業界 共 同 デ ー タ ベ ース ・シ ステ ム と して 立 案 され,そ の具 体 化 の た

め に 昭 和49年 に事 務 局 に コ ン ピ ュー タを 導 入 し,開 発 ・運 用 して きた が,そ

の 現 状 は 次 の とお りで あ る。

① デ ータの 蓄 積 状 況

SISで 蓄 積 して き た デ ー タは,需 給,貿 易,原 燃 料,設 備,労 働 等 の 分

野 に お い て 事 務 局 が 従 来 か ら統 計集 計業 務 と して 定 期 的 に集 計処 理 して き た

デ ータが 中 心 とな って い る。

SISに お け る デ ー タ を そ の加 工 方 法 の違 い に よ って 分 類 す る とrSIS

時 系列 統 計 デ ー タベ ース 」,「 サ ー ビス可 能 業 務 統 計 」 お よ び 「SISマ ク

ロ統 計 デ ータ ベ ース 」 の3種 類 に大 別 され る が ,そ れ ぞ れ の概 要 お よ び 蓄 積

状 況 は次 の とお りで あ る 。

イ.SIS時 系 列 統 計 デ ータ ベ ース

各 種 統 計 集 計 の 結 果 と して得 られ た保 存 用 デ ータ を 更 に加 工 して統 計 の
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種 類 に関 係 な く統 一 フ ォー マ ッ トと して時 系 列 に デ ータ を 整 理 した もの で

あ り,7統 計,29万 系 列,176万 レコ ー ドを 蓄積 して い る。

ロ .サ ー ビス可 能 業 務 統 計

各 種 統 計集 計 の 結 果 と して 得 られ た保 存 用 デ ー タ ・フ ォー マ ッ トそ の ま

ま で 蓄積 した もの で あ り,18種 類 の統 計 に っ い て サ ー ビス可 能 で あ る。

こ の デ ー タ は他 の2種 類 の デ ー タに 比 べ て加 工 度 が 低 い た め,比 較 的早 い

時 期 に サ ー ビス で き る の が利 点 で あ る。

ハ .SISマ ク ロ統 計 デ ー タ ベ ー ス

各 国 の生 産 ・出 荷 ・貿 易 等 の デ ー タを 比 較 利 用 す る場 合 に,各 国 の 品 種

分 類 が異 な り,ま た 同 一 の国 で も統 計 毎 に 品 種 分 類 等 が 異 な って い るた め,

オ リジナ ル の細 目分 類 で は比 較 で きず,大 ・中 分 類 程 度 に分 類 集 約 を行 な

う必要 が あ る 。SISマ ク ロ統 計 デ ー タベ ー スで は鉄 鋼 需 給 の 国 際 比較 を

オ ン ラ イ ンで検 索 利 用 で き るよ う に分 類集 約 を 行 って 整 備 した もの で あ り,

10統 計 に つ い て 約58,000系 列,31万 レコ ー ドを蓄 積 して い る。

② デ ー タの利 用 状 況

SISの デ ータ 利 用 は鉄 鋼 連 盟 事 務 局 にお け る業 界 活 動 の た め の 利 用 と,

会 員 会 社 に お け る企 業 活 動 の た め の 利 用 お よ び関 連 団 体 か らの 受 託 利 用 等 に

分 け られ るが,そ れ ぞ れ の利 用 状 況 は次 の と お りで あ る。

イ.鉄 鋼 連 盟 事 務 局 に お け る利 用

事 務 局 に お け る利 用 は 定常 的 な統 計集 計 ・分析 業務 か ら貿 易 摩 擦 等 に代

表 さ れ る よ うな そ の 時 々 の ス ポ ッ ト的 な業 界 の 政策 課 題 に 対 応 す る た め の

利 用 まで 種 々 の利 用 が あ る。

コ ン ピ ュ ータ 利 用 時 間 に 占 め る事 務 局 の利 用 比 率 は昭 和59年 度 で91

%と な って い る。

ロ.会 員 会 社 へ の サ ー ビス

現 在 実 施 して い る会 員会 社 へ の デ ー タ ・サ ー ビス は,蓄 積 デ ー タの 磁 気

テ ー プへ の コ ピ ー ・サ ー ビス お よ び特 別 の 計算 処 理 も含 む プ リ ン ト ・サ 一
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ビス等 が あ るが,最 近 の傾 向 と して は 磁気 テ ープ の コ ピー ・サ ー ビス が中

心 にな りっ つ あ る。 ま た会 員会 社 へ の サ ー ビス に つ いて も定常 的 な もの と

ス ポ ッ ト的 な もの が あ り,こ れ らの年 間 の 利 用 回数 は昭 和59年 度 で683

回 とな って お り,コ ン ピュ ー タ利 用 時 間 に 占め る会 員 会 社 へ の サ ー ビス業

務 の 利 用 比 率 は同 年 度 で6%と な って い る。

ハ ,関 連 団 体 か らの 受 託 利 用

鋼 材 倶 楽 部,鉄 鋼 ス ラ グ協 会,特 殊 金 属 備 蓄 協 会,特 殊 鋼 倶 楽 部,日 本

特 殊 鋼 輸 出組 合 等,鉄 鋼 関 連 団 体 へ の デ ー タ ・サ ー ビス お よ び統 計 集 計 業

務 の受 託 等 が あ り,こ れ らの 利 用 が コ ン ピ ュー タ利 用 時 間 に 占め る 比率 は

昭和59年 度 で3%と な って い る。

㈲ 問題 点 と今 後 の課 題

SISの 開 発 ・運 用 を 開 始 して10年 以 上経 過 したが,■ この 間 の社 会,経 済

情 勢 は 激 しく変 化 し,企 業 を と りま く環境 は 非常 に厳 し くな って い る。

ま た最 近 で は 「高 度 情 報 化 社 会 」 と言 う言 葉 が使 われ る程 情 報処 理 機 器 お よ

び 通 信機 器 の発 達 に よ り情 報 処 理 を と りま く環境 も急 激 に 変 化 しつ つ あ る。

さ らに,主 要 な デ ータ ベ ー ス の 多 くを 海 外 に依存 して い る現 状 に鑑 み て,国

産 デ ー タベ ー スの 整 備 が 叫 ば れ,そ の振 興 策 が 関 係 官 庁 に お いて 検 討 され て い

るが,鉄 鋼 業 界 に お いて も世 界 の 鉄鋼 お よ び 関連 情 報 の 拠 点 とな り得 る よ うな

体 制 を整 備 す る必 要 が あ る。

こ の よ うな 状 況 の変 化 を 踏 ま え た 上 で,新 しい 時代 の 要 請 に応 え られ る よ う

な業 界 共 同 デ ー タ ベ ー ス と して のSISの 今 後 の課 題 に つ いて,現 状 の 問題 点

を 整理 しなが ら述 べ て み た い。

① デ ータ の充 実

SISで 整備 して い る デ ー タ は主 と して 従 来 か ら鉄 鋼 連 盟 の 統 計処 理 業 務

と して 実施 され て きた 業 務 を一 元 的 に機 械 化 して,そ の 結 果 と して の デ ー タ

を 蓄 積 して きた もの で あ る が,複 雑 な社会 ・経 済 情 勢 の 中 で 的 確 な 業 界 政策

を 立 案 し,対 応 して い くた め に は現 状 の デ ー タで は不 充 分 で あ り,例 え ば 一
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般 経 済 デ ー タ,関 連 産 業 の デ ー タ,海 外 の 鉄 鋼 関 係 を 中心 と した関 連 デ ー タ

を整 備 し,そ の 内 容 を 充 実 させ る必 要 が あ る。

前 述 の と お り,SISは ネ ッ トワ ー クを前 提 と して い るが,現 状 で はそ の

相 手 の 体 制 が 整 備 され て い る所 が 少 な く,事 前 で デ ー タを 整 備 す る こ とを 余

儀 な くされ て い る が,広 範 な デ ー タを 全 て事 前 で 整 備 す る こ と に は限 界 が あ

り,関 連 業 界 にお け る情 報拠 点 の 確 立 の 必要 性 を 強 く感 ず る もの で あ る。

ま た情 報 処 理 に 関 す る官 民 の 役 割 分 担 も明 確 に し,国 全 体 と して の 情 報 処

理 の 効 率 化 を図 る 必 要 が あ る。 そ の 意 味 で は デ ー タ の素 性 や 性 格 を知 悉 し,

利 用 の ノ ウハ ウ を 蓄 積 して い る業 界 団 体 が 情 報 拠 点 とな り,情 報 セ ンタ ー機

能 を 発 揮 す る こ とに よ って 関 連 業 界 お よび 行 政 と の連 携 を深 め る ことが 大 切

で あ る。

② 利 用 機 能 の 充 実

SISに お け る デ ー タ ・サ ー ビスは バ ッチ 処 理 を主 体 と して お り,会 員 会

社 に 対 して は磁 気 テ ー プの コ ピー ・サ ー ビス等 を行 って い る が,こ の よ うな

方 法 で は磁 気 テ ー プ を 入 手 した 会 員 会 社 は 自社 の デ ー タ ベ ー ス をSISと は

別 に 作 成 し,さ らに その デ ー タを 利 用 す る ため の ソ フ トウ ェ アを利 用 す る た

め の ソ フ トウ ェア を 開 発 も し くは購 入 しな けれ ば な らな くな る。 しか しSIS

の大 き な 目的 と して,業 界 全 体 の 重 複 投 資 を避 け,効 率 的 な 情報 処 理 を行 う

こ とを狙 って お り,そ の 意 味 で は現 行 の サ ー ビス方 法 が 必 ず し もSISの 目

的 に 叶 って い る とは 言 い難 い面 が あ る。

ま た プ リン ト ・サ ー ビス を行 うに して もニ ー ズ を 出 され て 結 果 を 提供 す る

まで の 間 に,場 合 に よ って は新 規 に ソ フ トウ ェ ア を開 発 しな けれ ば な らな い

場 合 も あ り,デ ー タ利 用 に関 す る迅速 な対 応 とい う面 で 問 題 が あ る。

事 務 局 内 の 利 用 に つ い て も同 じこ とが 言 え,情 報 処 理 部 門 は常 に大 きな バ

ック ロ グを か か え 込 ん で しま い,そ の よ うな 事 情 を知 って い る利 用 部 門 は要

求 を 出 し難 くな り,欲 求 不 満 を 募 らせ る結 果 とな って しま う。

この よ うな 問題 を 解 決 す る た め には,デ ー タ利 用 の オ ン ラ イ ン化 を促 進 し,

-80一



デ ータ利用 に関す る ノウハ ウを持 って いる利用者が 自ら機 械を駆使 して情報

の付 加価値 を高め られ るよ うな環境を整備す る必要 があ る。

今後増 々デ ータを充実 させ,そ の利 用が多様化す ればす る程 ,現 状 の シス

テム環境で は情報処理 部門の対応 は困難 にな ってい くことは明 らかであ り
, .

膨大 なデニタを真 に有効 に活用す るための利用機能の充実が強 く望 まれ る と

ころであ る。

③ 開発 および運用体制 の整備

現在SISの 開発 および運用にっいては事務局情報 システ ム部が担 当 して

いるが,今 後新規 に追加す べ きデータの選択や その利用 につ いては利用 部門

の参画 を得て業界全体 と して の開発 ,運 用体制 を整備す る必要が ある。

鉄鋼連盟 では鉄鋼 関連の種 々の分野にわた って委員会活 動を中心 に業界の

政策課題 に対処 してお り,SISが 業界 の政 策立案 のために真に有効 な情 報

を提供 して い くためには業界 内各 分野の専門 家 とその活動 を支 える事務局各

部,さ らにその両者 を側面 か ら支 援す る情報処理委員会お よび事務局情報処

理部門の緊密 な連携 と協力が必要 である。

また,鉄 鋼連 盟事務局 は広 い意味での情報 セ ンターであ り,SISの 開発 ・

運 用にあた っては全事務局的 に推進する必要 が ある。事 務局全体が情報 セ ン

タ ー機能 を充分 に発 揮す るため にはデ ータの内容を熟知 して いる利用部門が

データ利用 に関す る コンサルテ ーシ ョンを行 な い,情 報処理 部門は システ ム

を利用す る際の支援活動 を行 う等,事 務局 内各 部門の特性 を活 か した役割 分

担が必要であ る。
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第3章 海 外 動 向

本 章 では,海 外 に お け る オ ンライ ン取 引 ネ ッ トワ ー クの 動 向 を述 べ る。

海 外 で の オ ンライ ン取 引 ネ ッ トワ ー クは,一 般 的 にEDI(ElectoricData

Interchange)と 呼 ば れ る。 海 外 にお い て もEDIの 構 築 は活発 化 してお り,

また 標 準 化 も進 展 して い る。 標 準 化 の グル ー プは,米 国 と欧 州の2つ に大 別 さ

れ,前 者 は,ANSIX.12,後 者 はTDIと 呼 ぶ 標 準 規 格 が形 成 され つ つ

あ る。 さ らに・ 世界 標 準 規 格 を構 築 しよ う とす る検 討 も既 に 始 ま ってい る。 こ

れ は,J-EDI(Joint-EDT)と 呼ば れ る。

これ ら海 外 の 標 準 規 格 に共 通 した 特 徴 は,業 界 横 断 的規 格 にな ってい る こ と

で あ る。す な わ ち,業 種 の 違 いや 業 界 の 違 い に よ らず,共 通 に利 用 で き る規 格

に な って い る。 この よ うな汎 用 性 を持 た せ るた め,か な りの 技 術 的工 夫 が 成 さ

れ ・ また ・ 数 多 くの デ ー タ交 換 支 援 ツ ール が同 時 に 開 発 され てい る。

当推 進 セ ンタ ーで は ・ この よ うな 海外 の 動 向を 調 査 す るため,今 年 度,米 国

内 の オ ン ライ ン取 引 ネ ッ トワー クを調 査 した 。本 章 で,そ の 中か ら,ANSI

X・12の 活 動 と規格 の ア ウ トライ ンを述 べ る。

尚 ・ 付 属 資 料 と して ・ANSIX・12規 格 書 の 和訳 を掲 載 して あ るの で,

同 時 に 参 照 して い た だ きた い 。

3.1EDlと ビ ジネ ス ・プ ロ トコル

EDI(ElectoricDataInterchange)と は,取 引 デ ー タの オ ンライ ン交換

シス テ ムの総 称 で あ り,我 が 国の取 引 ネ ッ トワー ク ・システ ムに対 応 す る。 米

国 では,1970年 代 以 後,様 々な試 み が 実 施 され,1980年 以後,本 格的 シス

テ ムが 稼 動す る よ うに な って きてい る。

そ の 目的 は ・ 企業 間 の デ ー タ交換 にお い て,図3-1の よ うに従 来 は一 度 帳

票 に打 ち 出 して相 手 に 渡 して い た もの を,図3-2の よ うに帳票 に打 ち出 す こ

とな く・ 通 信 回線 を 用い て 交 換す る こ とに よ り,メ リ ッ トを生み 出そ うとす る
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もの で あ る。 この場 合 重要 な こ と は,ビ ジ ネス ・プ ロ トコル の 共 通 化 で あ り,

欧 米 に お け るEDIの 歴 史 は,ビ ジ ネ ス ・プロ トコル共 通 化 の歴 史 で あ った と

も言 える。

ビジネ ス ・プ ロ トコルが 共 通 化 され たEDIで は,次 の よ うな メ リッ トが 確

認 され てい る。

① 情報 伝達 時 間 の短 縮

② 情報 伝 達 の信 頼 性 向 上

③ デ ー タ再入 力 の廃 止

↓

取 引 先へ の サ ー ビス 向 上

{
競争 力の強化

コス ト低減化

。 従 来 は … …

(企 業)

oEDIで は … …

郵送

図3-1

(取 引先)

コ ン ピ ュ ー タ コ ン ピ ュ ー タ

(企 業)

図3-2異 企業 間の デー タ交換

(取 引先)
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以上の よ うな メ リッ トを フルに得るためには,ビ ジネスプロ トコルルの共通`

化が必要不可欠であるが,こ の共通 化の範 囲が重要である。 我国では,業 種毎

あるいは業 界毎 の共通化が指向 されてい るが,欧 米では,業 界横断 的共通 化が

現在 指向されて いる。業界横断的共通化が必要な理 由は,次 のよ うに説 明され

てい る。す なわ ち・取引は・元 々垂直に実施 され る ものであ り,EDIは 本 質

的に業 界間(あ るいは業際)で 必要な ネ ッ トワークだか らで ある。そ して,そ

の形態は,図3-3に 示す3種 に分類 されてい る。

3.2EDlの 背 景

EDIの 第1の 目的 は,業 務 コス トの 削減 で あ る。 例 えば,取 引 相 手 と交換

す る各 種 帳票 を作 成 した り,交 換 した り,そ れ を再 度 コ ンピ ュー タに 入 力す る

た め に,

USA

EEC

$7billion/年

$350/SHIP

£7billion/年

5%～7%/全 体

の費 用が必 要だ と言われてお り・ これ を節約する ことは,大 きな テーマにな っ

ていた。 もちろん,コ ンピュータ ・システムその ものの コス トが低下 した こと

も大き な理 由である。

加 えて・ 日本をは じめ とす る極東地域 の国 々の経済的進 出によ り,例 えば,

自動車 な どの 自国産の工業 製品の販売 シ ェアが低下 したことな ども,EDIを

推進す る大きな原動 力にな ってい る。す なわ ち,取 引のEDI化 によ り,例 え

ば・車1台 あ た り$2,500も 安 く出荷で き,そ れだけ国際競送 力が強 化 され る

ことにな る。

も う一つの理 由は,消 費 の多様化であ る我 国同様,米 国で も消費の多様化 ・

個性 化が進 行 してお り・製造 ・流通共に,多 品種小 ロット生産あ るいは多 品種

小量 取引を余儀 な くされている ことで ある。 このため,事 務処理 コス トが上昇

しつつ あ り,こ の 面か らもEDIに よる効率化 と高度化が必要なわけである。
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1企 業 対N企 業(メ ー カ ー対 サ プ ライ ヤ ー,メ ー カ ー対 デ ィ ー ラ ー)

N企 業対N企 業(業 界共 同利用型 システム)

N企 業直 列(書 類積み 上げ 型 システム 例 二輸送関連業 界)

業企

A

図3-3ア プ リ ケ ー シ ョ ン の3大 タ イ プ
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一方,環 境 の変化 も見のがせない。後述す るが,業 界団体 による積極的なE

DI推 奨活動(会 議 ・出版物 ・展示会 な ど)な ども普及に拍車 をかけてい る し・

大企業では既 に社 内システムが完成 し,次 の システ ム化 目標が企業 間にな って

い ることも,EDIが 進展す る大 きな要因 であ る。

3.3各 業界 の動 向

ここで,米 国の各業界の動 向を簡単 にまとめ る・

3.3.1自 動 車 業 界

米 国 自動 車 業 界 は,GM,フ ォー ド,ク ライ ス ラー とい う ビ ッグ3を 擁 し,

米 国産 業 の 中 で も基 幹 産 業 とな ってい る。

しか し,周 知 の とお り 日本 車 ・西 欧 車 に加 えて韓 国 車の進 出 と,市 場 は 海 外

メ ー カー に荒 され る昨 今,こ れ に対 抗 す べ く米 国 自動 車業 界 はEDI導 入 に

踏 切 った。

EDIシ ス テ ムの 導 入 に 当 って は,自 動 車 メ ー カ ー,部 品 メ ーカ ー及び 関

連 メー カー が 中心 とな っ て シ ステ ムの 核 とす べ く,AIAGと い う グル ー プ

を作 り,運 営 に あ た らせ た。 現 在 は30,000社 以 上の 企業 が この シ ステ ム を

利 用 してい る。 又,他 業 界 か らの 企 業 の参 入 が 今 後 さ らに 増 え る と見 られ て

お り,巨 大 な シ ス テム と して形 成 され つ つ あ る。

AIAGの 発表 で はrEDIの 導 入 効果 と して 車1台 当 りの生 産 コス トが

100-200$削 減 で き て い る」 と して お り,「 他 のJust-in-time方 式

との 相 乗 効 果 に よ り,ト ー タルで は1台 当 り500$ぐ らい の コス ト削 減が 可

能 」 とい う コ メ ン トを付 加 えた。 一

これ らの 効果 は 全 く単 純 な方 法 に よ って生み 出 され てい る。

そ れ は 従 来 の 受発 注 時 に 企 業 間 で や り と り してい た ドキ ュメ ン ト類 をな くす

こ とで あ った。EDIは,ド キ ュメ ン トが 企 業 か ら企 業へ 渡 され る時 間 及 び

費 用(こ れ らは 恐 ら くデ ー タ と して コ ン ピ ュー タに イ ンプ ッ トされ る まで の

もの)の 合 理 化 とい う観 点 か ら生 産 コス トの 削 減 を実 現 した と 言 える 。
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AIAGの 役 員 の 一 人は 「1990年 ま で に 自動 車 業 界 に お け る企 業 間 でや り

と りされ る ドキ ュ メ ン トの 数 は,現 在 の90%以 下 に な る だ ろ う」 と 予言 し

て い るo

さ らに,米 国 自動 車業 界 にはTransnetと い うEDIの は し りとも 言 える

シ ス テ ムが 存 在 す る。 これ はAIAGの 生 産系 の ネ ッ トワ ー クに対 して,自

動 車 メ ー カ ー と卸 売 業 者 又 は デ ィー ラ ー との 間の 販売 系 ネ ッ トワー クで70

の メ ー カ ー と3000の デ ィー ラ ーが 参 加 して い る。

この シス テ ム もMEMA(MotorandEquipmeutManufacturing

Association)が 核 とな り,GEの ネ ッ トワ ー クが利 用 され てい る。 月 間約

40,000件 ものオ ーダーが この シ ス テ ム を介 し てな され てい る。

3.32電 気業 界

電 気業 界 は,NEMA,NAED,NEMRAの3団 体 が 中心 とな ってE

DIの 導 入 を試 み た 。ANSIX.12の 標 準 フ ォーマ ットの も と にCDC

ネ ッ トワ ー クを 利 用 して始 め られ た が,業 界 内 の合 意 を得 られ な い ま まの

見 切 りス'ター トで あ ったた め,失 敗 に 終 った。

但 し,大 企 業 の うち 数社 は 自社 で 部 品 メ ー カ ー等 との 間 でED＼1を は じ

め て い る。 これ は好 結 果 を生 み 出 して い る よ うだ。

3.3.3紙 ・パル プ業界

この業 界では 現在,EDIシ ステ ム導入 を計画 中であ る。 但 し,各 企業

か ら結成 され る団体,及 び カナ ダの団体 を含 めた6団 体は,非 常に積極的

に導入へ の準備 を進 めてい る。GEは この システ ムのベ ンダーと して選ば

れ,標 準 フォーマ ッ トの設定等 サポ ー トを してい る。現在 は製 紙 メーカー,

印刷業者,出 版社,問 屋 の十数社 の間で試験 的に使われ ることにな ってお

り,船 の積荷 明細書が最初 に データとして交換され る予定であ る。
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3.3.4製 薬 業 界

この 業 界 では1976年 か らEDIシ ス テ ムが 利 用 され てい る。

そ こで 特 筆す べ き点 は,他 の業 界 の よ うに業 界 全 体 と して計 画 的 に導 入 さ

れ た の で は な く,AmericanHospitalSupplyCompany(ASH)と

い う一 企業 が 索引 役 とな っ て業 界 全体 に 浸透 してい った こと で あ る。

ASHは い ち早 く彼 らの ク ライ ア ン トとの 間 でEDIを 活 用 した 。 当 時

他 の 競 合 メ ーカ ーの"二 重 オ ー ダ ー"や"オ ー ダーの 紛 失"等 の ミスが,

自社 の 事 務 上の 問題 に と ど まらず,顧 客 の 不 信 を招い た の に対 して,ASH

はEDIに よ りこれ らを全 て排 除 し,圧 倒 的に 有利 な立 場 に立 った。(薬

品 の 病 院 等 へ の デ リバ リーは,オ ー ダー ミス に よ りタイ ミングが 遅 れ る と,

もの に よ って は非 常 事 態 に な る こ と も予 想 され る)そ こで 他 メ ー カ ー も,

EDIの 導 入 を試 み 始 め た。

企 業 ご との 別 々の シ ス テ ムは,ク ラ イ ア ン ト側 に 不 満 を生 じさせ る と し

て,ASHの シス テ ムを基 本 と して,GEの コー デ ィネ ー トに よ っ て業 界

のEDIシ ス テ ムが 構築 され た。

さ らに化 学 メ ー カ ー等,他 の業 界 とのEDIも 必 要 とな り,現 在 はX.

12標 準 フォーマッ トが 使 用 され てい る。

3.4EDlス タ ンダ ー ド(ANSlX|2)

ANSIX.12は,米 国の 主 要 な 業 界 団体 で組 織 された 民 間 団体 で,EDI

に 関す る各 種 の 問題 の 解 決 方 法 に つ い て 検討 を行 ってい る機 関 で あ る 。

その 始 ま りは,1975年 に さか のぼ る。 す なわ ち,1975年 にTDCC

(TransportationDataCordinatingCo㎜ittee)に よ り,物 流 業 界

用 の 標 準EDIフ ォ ーマ ッ トが 開発 され た の が,出 発点 と な って い る 。 この,

TDCC標 準 フォ ー マ ッ トは,1979年 以 後,航 空 ・鉄道 ・海 運 ・陸 上 輸 送 の

各 業 界 に 導 入 され た 。

この 頃 は まだ 業 界別 の ア プ ロ ーチで あ り,以 後,

UCS:食 品業 界
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WINS:倉 庫 〃

CIDX:化 学 品業 界

AIAG:自 動 車 〃

等 の業 界が,そ れぞ れ 標 準 フォ ー マ ッ トを開 発 ・導 入 した ・

これ ら個 々の業 界単 位 の標 準 化 の 動 きは,次 第 に業 界 横断 的 な 検 討へ と変 化

し始 め た。 な ぜ な ら,元 々取 引は,業 界 間 で垂 直 的 に(業 界 横 断 的 に)行 わ れ

るか らで あ る。 この よ うな状 況 か ら,1979年ANSI(AmevicanNatinal

StandardInstitute)にX.12委 員 会 が 発足 した。 この 委 員 会 は,商 業 取

引 に 関す る情 報 交 換 の ため の 規 準 を開発 す る こ とを 目的 と してい る。

ANSIX.12は,図3-4に 示 す よ うな 組 織で,米 国 でほ とん どの業 界 が

参 加 し てい る。 そ して,1983年 に,最 初 の標 準 規 格 を 策 定 し,1986年 には

追 加 の 規格 を策 定 した。 この 両年 に 策定 され た 規 格 の概 要 は 以 下 の とお りで あ

るo

(1)X.12規 格 の 範 囲

① トラ ンザ クシ ョ ン ・セ ッ トの標 準 化

トラ ンザ ク シ ョ ン ・セ ッ ト(オ ー ダー.イ ンボイ ス等)毎 に デ ー タフ ィ

ール ドの 内 容 桁 数 ,位 置,レ コー ドの 列 び 等 を 規 定

AmericanNationalStandardInstituteに お け る 企業 間

情 報 の形 式 の 規 格 化 を検 討す る委 員 会(X.12)

ANSIよ り委 託 され た 小 委 員会

AccreditedStandardCo㎜itteeX.12

陸1[壷1 嚇
(参 画 業 界)

・AluminumAssociation

・AmericanIronandSteelInstitute

・AmericanSupplyandMacnineryManufactures
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Association(ASMMA)

・AutomotiveIndustryActionGroup(AIAG)

・BISAC ,DRMA,NACHA,NHED,NAP(h)M,

NAP(UIM,NIDA,NOPA,NRMA,SIDA,WSA

●TranspotationDataCoorainatingCo㎜ittee

(TDCC):座 長

図3-4ANSIX.12の 組 織

② 各種 コ ー ドの 標 準 化

トラ ンザ ク シ ョン ・セ ッ トを構 成 す る各 フ ィール ドの 中で,統 一 コー ド

に で き る もの の コー ド体系 を確 立 。

③ デ ー タ交 換 コ ン トロ ール の標 準 化

デー タの 集配 信 を行 な うた めの デ ー タ シ ー ケ ンス,コ ン トロー ル情報 の

内 容 を規 定。

(2)X.12の 対 象 トラ ンザ ク シ ョン

・請 求

・支払/送 金

・引 合 い/回 答

'オ ー ダ ー/コ ン フ ァメ ー シ ョ ン

'オ ー ダ変 更/コ ン フ ァメ ー シ ョ ン

・出荷 指 示/完 了

・船 積 書 類(PackingList
,BillofLading等)

・その 他 フ リー イ ンフ ォ メ ーシ ョン/ク レー ム情 報

ま た ・ 図3-5に ・ANSIX・12規 格 に よ る デ ー タ構 造 を 示す 。
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1伝 送 制御 レベ ル(プ ロ トコル ・ス ピー ド等)

通

信

セ

ッ

シ

ョ

ン

/ICデ ー タ交 換 ヘ ッダ ー

デ

|

タ

交

換

グ

ノレ

|

フ。

/GSア プ リ ケ ー シ ・ ン グ ル ー プ へ ・ ダ ー

機

能

グ

ノレ

|

プ

1STト ラ ン ザ ク シ ・ ン セ ・ トへ ・ ダ ー

BIGス タ ー トセ グ メ ン ト

LSル ー プ ヘ ッ ダ ー

N1.

N3請 求 先

N4

Nl

N3納 品先
N4

Nl
N3発 行 者

N4
o

LEル ー フ ト レ ー ラ ー

IT9取 引条件
PER担 当者

LSル ー プ ヘ ッ ダ ー

ITI

～ アイ テ ム情 報

LEル ー プ ト レ ー ラ ー

CAD出 荷方法

TDE請 求合計

ト ラ ン ザ ク シ ョ ン セ ッ ト ト レ ー ラ ー

ST

デ ー タ セ グ メ ン ト

lSE
o－

ア プ リ ケ ー シ ョ ン グ ル ー フ ト レ ー フ ー

GS、
lST

デ ー タ セ グ メ ン ト

＼SE

＼GE

＼IEデ ー タ 交 換 ト レ ー ラ ー

＼

図3-5ANSIX.12デ ー タ 構 造
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3.5米 国 に お け る企 業 間情 報 ネ ッ トワ ー クの動 向

米 国 で は 企業 間 情 報 ネ ッ トワー クをElectronicDataInterchange

(EDI)と 称 してお り,EDIの 呼称 が一 般 化 してい る。EDIの 標 準 化 は,

ほ ぼ 我 が 国 でい う ビジ ネ ス ・プ ロ トコル の標 準 化 に対 応す る。

3.5.1標 準化 の経緯

米国の企業 間情報ネ ッ トワー ク(EDI,ElectronicDataInterchange)

標準化の主 要な流れ を図3-6に 示す。

(1)業 界内の標準化

米国のEDI標 準化動 向をみ た場合,業 界 内の標準化段階 と業 際間の標

準化段階に分ける ことがで きる。

EDI標 準化 に先 行 した業界は運輸業 界であ る。Tran$portationData

CoordinatingCo㎜ittee(TDCC)が1968年 に設立 され・TDCCを

中心 に関連業界 団体の協 力を得てEDI標 準が検討 された。その検討の結

果,1975年 にまず鉄道業界のEDI標 準(RAIL)が 設定 された。 引き

続 き1970年 代の後半 に,海 運業界(OCEAN),航 空業 界(AIR)及 び

トラ ック業 界(MOTOR)の 業界標準が設定 された。この うち・業 界内に

広 く行 きわ たったのはRAILとAIRの2つ で・ほ とん どの企業がEDI

標準 を採用 してい る。その背 景には,例 えば航空業 界では飛行機 便の接 続

のために企業間 を結ぶ コンピュータ処理 を必要 と していたな どの事情が あ

るo'

コンピュータ化の利点が特に多 くない ところ,例 えば トラ ック業界な ど

ではEDI標 準採 用の進 展は遅 い。 トラック業 界では中小企業が非常 に多

く,業 界 と しての コ ンセ ンサ スが 得に くい ことも標 準化の進展 を遅 くして

い るo

(2)業 際間の標準化

運輸業界の動 向に影響 された形で,食 品業界 にも1970年 代後半 か ら
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EDI標 準 化 の動 きが 起 こ った 。

1976年 にUnifiedCodeCouncil(UCC,旧UPC)内 にEDI標

準 検討 委員 会が 設 け られ,標 準 化 の 検討 を 開始 して い る。1980年 には 関

連業 界 か ら調査 を依頼 され たArthurD.Little社 が 調 査 結果 を報 告 し,

EDI化 が 有 効 な こ と,及 び標 準 と して はTDCC標 準が 適 当な こ とを提

案 してV・る。 そ の 後,UCCとTDCCと の 共 同 作業 でUnifiedCo㎜u-

nicationStandard(UCS)が1980年 頃 に設 定 され,パ イ ロ ッ トモ デ

ル に よる実 験 を経 て,現 在 実 運 用に い た ってい る。1986年 現 在,約150

社 がUCSを 採 用 して お り,数 年 後に は400～600社 に拡 大 す る と予 想

され てい る。

UCSの 特 徴 は 運 輸業 界 の もの と異 な り,当 初 か ら"業 際 間"の 標 準 を

目指 して い た こ と に あ る。 この こ とはUCSを 採 用 して い る業 種 分 布 にみ

られ,参 加 してい る企 業 は製 造 業,卸 売 業,小 売 業 が ほぼ5二4:1の 割 合

にな って い る 。 当 初UCSは,食 料 品 を主 な 対 象商 品 と してい た が,最 近

で は薬 品,事 務 機 な ど対 象 が 広が る傾 向 を見 せ て い る。

倉庫 業 界 も 同様 に業 際 的 な標 準 を 目指 してい る。 当 初 倉 庫業 界 で はUCC

と標 準 化 の 調 整 を 行 っ て い た が,UCSへ の 直接 の 参 加は途 中で あ き らめ,

UCSと ほ ぼ 同 時期 に倉 庫 業 界 と製 造 業 とでWINS(Warehouselnfor-

mationNetworkStandard)を 設定 した。 しか しご く最近 で は,UCSに

WINSを 含 ませ る よ うな方 向 に 傾 きつ つ あ る。

も う一 つ の動 きは,AmericanNationalStandard(ANSIま た は

ANSC)の も の で あ る・

ANSIは,ジ ェネ リックなEDI標 準 開発 を 目指 して1979年 にX12

委 員 会 を発 足 させ た。X12委 員 会 は 各 種 の業 界 の委 員か ら構 成 されてお り・

委 員 会で の 検 討 の 結 果,1980年 に最 初 の 標 準 が ・1983年 に第2版 の標

準 が 発 表 され た。(な お,ANSIX12の 事 務 局 業 務 を現 在TDCCが

行 ってい る。)
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このANSI標 準 を 基 本 形 とし,電 機 製 品用(EDX),化 学(薬 品)用

(CIDX)及 び 自動 車(AIAG)の 業 界 単 位 で の標準 が 設 け られ,現 在

パ イ ロ ッ ト ・モ デル の 試 験 な どが 行 わ れ て い る。

この よ うに,米 国EDI標 準化 の 動 きは こ の2～3年 非 常に活 発 で,

1985年 を"EDI元 年"と も称 して い る 。

(3)国 際標 準 化

国 際難 化 の 動 き と して は,ANSIと ヨー ロ ッパEcon㎝icCo㎜iss-

ionforEurope(ECE,国 連 の 機 関)と の 間 で現 在調 整が 行 わ れ て い

る。

ECEで はTradeDataInterchange(TDI)と い う標 準 があ り,そ

れ とANSIで 定 め たEDI標 準 とのす り合 わせ が 主 な調 整 作業 となってい

る。 今 年(1986年)の 秋 頃 に次 の会 議 が もた れ よ うと して お り,早 けれ

ば 今年 中 に も実験 が行 わ れ る だろ うと言 わ れ てい る。 参 加企 業 としては,

GM,フ ィ リップス な どが 候 補 にな って い る。

(4)そ の他 の動 き

今 回の 調査 で 明 らか に な っ た ことは,食 品,電 気 製 品 な ど,い わ ゆ る 消

費 材 につ い てはEDI標 準 化 の 動 きが急 速 な こ とで あ る。

一 方,例 えば 電子 部 品 の よ うな,生 産 材 につ い て は 現 在 の と ころ 目立 っ

た 動 きは 見 られ ない との こ とで あ った。
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図3-6米 国EDI標 準化の動向
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3.5.2組 織 的 関 係

今 回 の調 査 で 目立 った こ との 一 つ に,米 国に お け る 関 連 組織 の活 発 な動 き

とそ の 連 係の 良 さが あ げ られ る。

主 な組織 の 関 係 を 図3-7に ま と める。

標 準 化 に関 連す る組 織 と して は ・ 企業,業 界 団 体 調 整機 関(第3者),

それ に ネ ッ トワ ー ク ・サ ー ビス業 が あげ られ る。

米 国 の特 徴 は 調 整 機 関 の 存 在 とネ ッ トワー ク ・サ ー ビス業 に あ る。

調 整 機 関 は ・ 関 連す る企 業 又は 団 体 間の 相 互 の 調整 を行 う所 で あ るが,図

5-2に あげ たTDCC・ANSLUCCは そ れ ぞ れ多 少 性 格が 異 な る。

TDCC・ 運 輸 業 界 を背 景 に発 足 した組 織 で,現 在 は標 準 そ の ものの 制 定 は

行 わず ・ 調 整 の役 目に 徹 してい る。(た だ しTDCCが 制 定 した 標 準 コー ド

の保 守 は 行 って い る。)

ANSIは 米 国 の 標 準 作 成 機 関 と しての位 置 づ け か ら非 常 に 広範 な業 種 を

含ん でい る・ANSI・X12に 参 加 してい る企 業 は製 造 業 が 多 い。 米 国 の 国

家 的 な機 関 と しての 位 置 づ け か ら,国 際 的 な調 整 を も役 目 と して い る 。

UCCは 流通 業 界 団 体 的 な 色彩 が 強 い。 最 近UCSの 伸 び が 急 な こ と もあ

り,重 要 な調 整機 関 で あ る。

特 筆 され る ことは ・ これ らの 調 整組 織 間 の 関 係が 緊 密 な こ とで あ る。

TDCCはUCCと も密 接 に接 触 を持 っ てい る し,同 時 にANSIの 秘 書機 関

と して の役 目を持 ち,情 報 交換 に は非 常 に 大切 な役 割 を果 た してい る。

ネ ッ トワー ク ・サ ー ビス 業 の 活 動 も活発 で あ る。 ネ ッ トワー ク ・サ ー ビス

業 は 個 々の ユ ー ザ ーへ の サ ー ビス を行 うと同 時 に,EDI標 準 の 制 定 に関 し

て は ・業 界団 体 及 び 調 整機 関 を積極 的 に 支援 して い る。

業 界 団体 の 協 調 性 も 良 い。 例 えば,UCSの 制 定 に 携わ った団 体 は

GroceryManufacturesAssociation・FoodMarketingInstitute,Coop

erativeFoodDistributionofAmeric灸Nati㎝al-AmericanWholesale

GrocersAssociation,NationalAssociationofRetailGrocersIn
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TheUs及 びNationalFoodBrokersAssociation

も 製 造 業,小 売 業,卸 売 業 と 広 範 囲 に わ た っ て い る 。

と6団 体 あ り,そ れ

Internationai

且ssociationof

Refrigerated

Warehouses等

ネ ッ トワ ー ク ・サ ー ビ ス 業

GEISCO、

マ ク ダ ネ ル ・ダ ク ラ ス 、

InformaticsGeneralな ど

GroceryManufactures

Association等

National

Electrical

Manufactures

Association等

図3-7米 国における関係機 関
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3.6'EDIと デ ー タ ・コ ー ドの 関係

3.6.|EDl標 準 の構 造

米 国 に お け る デ ー タ ・コー ドはEDI標 準 と密 接 な 関 係を 有 して い る。 そ

の た め,ま ずEDI標 準 とデ ー タ ・コ ー ドの 関 係 を 明 らか にす る 。

(1)構 造

5.1項 で述 べ た よ うに,現 在 の 米 国のEDI標 準 はTDCC系 列 の もの

とANSI系 列 の もの が あ るが,両 者 と もに 基 本 的 な 構造 は 同 じで あ る。

EDI標 準 の構 造 は 図3-8に 示す よ うな 階 層 構造 に な って お り,購 入

注文 書,送 り状 な ど文 書 単 位 で標 準が 制 定 され てい る(ト ラ ンザ クシ ・ン・

レベル)。 トラ ンザ ク シ ョンは,セ グメ ン ト(文 書 でい えば 行 な どに相 当)

か ら構 成 され て お り,ヘ ッダ ー ・セ グメ ン ト,デ ー タ ・セ グメ ン ト,ト レ

イ ラー ・セ グメ ン トの 順序 で あ る。 各 セ グ メ ン トは最 下 位 の 単位(デ ー タ・

エ レ メ ン ト)か ら構 成 され る。

図3-8に よ リデ 一 夕 ・セ グ メ ン トを 説 明す る と,例 えば 企業 識 別 セ グ

メ ン トは4つ の デ ー タ ・エ レメ ン トか らな り,4つ の デ ー タ ・エ レメ ン ト

は 各 々組 織 の識 別 コ ー ド,企 業 名,企 業IDコ ー ドの 条 件,企 業IDコ ー

ドで あ る。

(2)コ ー ドの種 類

図3-8に も あ る よ うに,EDI標 準 の コ ー ドには 数 種 類 あ る。

コー ドの 内 容 及 び コ ー ドの 規 模 か ら分 け た コー ドの 種類 を 図3-9に ま

とめ るが,EDI標 準 の特 徴 は ペ ア ・コー ドに あ る。

つ ま り,利 用 す る コー ドをす べ て 一 種 類 に 限 定 しない で,数 種 類 の 異 な

った コー ド体 系 の も のが利 用 され る とい うこと を前 提 に してい る。 その た

め,コ ー ドそのもの を識 別す る た め の指 示 コー ドと コー ドそ の もの との ペ ア

で意 味 をな す よ うに な ってい る。

も う一つ の 特 徴 は 関 連す る組 織 にあ る。 コ ー ドに も比 較 的 規模 の 小 さい

コー ドと規 模 の 大 きい コ ー ドが あ るが,一 般 的 に規 模 の 大 きい コー ドは そ
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の変 更が非常に難 しく,そ の保守 に も相当の労力 を要す る。そ のた め,規

模の大 きい コー ドを単 一機関で集 中的に管 理するのでは な く,各 々の組織

に管 理 を任せる方法 を とっている。

この ことはペア ・コー ドの採用に も関連 しているが,既 に何 らかの統一

コ口 ドが 存在す るの であれば,EDIの 推進 のために もそ の コー ドを利 用

す るのが最善 であ るとい う考 え方が基本にある。

構 成

特定業界用のEDI標 準

|
－Transactionll

l

十 ・・㌣ ・・gmen・1(Header)

悟:㌻.
亡1:::::::::ll、
Lil、 、E1_、,

、

DataSegmentp(Trailer)

ロ

巳:li:::1:1:1

例

UCS:食 品流 通 業 界

購 入 注文(書)

トラ ンザ ク シ ョン開 始 の識別

企 業識 別 セ グ メ ン ト

組織 の識別 コー ド(エージェント、 銀 行、 観葉 等)

企業 名

こ の様 に、 コー ドは、 コー ド自体

籔 竺}議奏欝 膿2魏
トラ ンザ ク シ ョ ン終 了 の識 別

送 り状 な ど

図3-8EDI標 準 の 構造
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1.内 容 に よ る種類

A単 独 コー ド そ の コー ドのみ で意 味,内 容 が 明確 な もの。

例 えば,州 の コ ー ド,ZIPコ ー ド,UCSのUPC

(商 品)コ ー ドな ど。

コー ドそ の も の と,そ の コ ー ドの 意 味,内 容の 条 件

を示 す 指示 コー ドの組 で利 用 され る もの。

例 えば 企 業 を 識 別す る 場合,ど の コ ー ドを 適 用 して

い るか(例 えばDun社 の コ ー ドかSCACコ ー ドか な

ど)を 指 示す る コ ー ドと,コ ー ドその ものの 組 合せ

で利 用 され る。

デ ー タの 値 の 条 件 を示 す コー ド。

重 量 単 位,日 時 表 現方 法 な どが 代 表例 で あ る。

2.規 模 及び関連組 織に よる種 類

Aメ ジ ャー ・コー ド

マ イ ナ ー ・コ ー ド

:規 模の大 きい コー ド(例 えば300コ 以上)

この コー ドは通 常TDCC以 外の組織が保守 を行 う。

規 模の小さい コー ド

この種類 コー ドの一 部分 を・TDCCで 値 の設定,保

守等 を行 う。

図3-9TDCC/EDIの コ ー ドの 種 類
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3.6.2標 準デー タ ・コー ドの利用

(1)標 準 コー ド例

具体 的に どの よ うな コー ドがEDIに 利用 され てい るかをみ るた めに,

TDcq票 準が候補 としてあげ てい る標準 コー ド例 を表3-1,3-2,3

-3及 び3-4に 示す
・(TDCCの 資料 をもとに作成)

この例 にみ られ るよ うに・ 各種の コー ドが標 準 コー ドの候補 と してあげ

られてお り・ いずれ も個 々の用途,目 的のために関連機関が独 自に制定 し

保守 を行 っている ものである。

EDIを 前 提 とした コー ドは,表3-4に あげた コー ドの うち,TDCC

が制 定 したもののみであ る。保守機 関 としては公的な色彩の強 い組織が多

いo

(2)具 体的利用

EDIに どの標準 コー ドを適用す るかは,当 事者 間で合意の上決 めるこ

とを基本 としてい るが・ 普遍性の高い もの,例 えば 州の コー ド,ZIPコ ー

ド・ 電話番 号な どの利 用が比較 的多 い よ うである。

注 目され るの はUCSの 動 きで あろ う。UCSで は商品 コー ド(PrOduct

code)と してはUPCコ ー ド・企 業 コー ドとしてはDun社 が割 り当ててい

る コー ドに4桁 のユ ーザー ・サ フィ ックス ・コー ドを付加 した コー ドの利

用 を明確 に定 めてい る。

UCSへ 参加す る企業及び業種の増 加の傾 向か ら判断す ると,UCSで

定 めた コー ドの利用が今後他のEDIに おいて も重要にな ると考 えられ る。

その理 由は上記両 コー ドの適用性の広 さにあ る。す なわち,Dun社 の コー

ドは対 象企業範 囲が300万 社 にも及び,EDIを 行 うと考 えられ る企業の規

模か ら・EDI参 加企業 の大部分が含 まれてい ると判断 される。一方,UPC

コー ドも当初の食品分野か ら,最 近は スポーツ製品,薬 品,化 粧 品へ と広

が ってお り,電 機製 品に おいて もUPCコ ー ドの 採用が進 め られてい る。

企業の住所(場 所)の 特定について も,Dun社 の データか ら場所 を知 る
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とい う方 法が と られてい るようであ り,こ の2つ の コー ドの適用性 は非常

に広 い とい うことがわかる。

適用 性の面ではUPCコ ー ドの方針 も重要である。電機製品 を例に とる

と,一 般 に各社が独 自にカタ ログ番号等の コー ドを定め てい るが,UCC

の方針 は各社で定めた コー ドとUPCコ ー ドの共存 を前提 に してい るこ と

で,UPCコ ー ドはあ くまで企業 間の"共 通言語"と して位置づ けてい る。

EDI標 準が採用 してい る コー ド体 系(ペ ア ・コー ド)の 柔軟 さを考 える

と,UPCコ ー ドと各 社固有 コー ドを共存させ る方式はその普遍 性が非常

に高い とい える。
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表3-1標 準企 業 コー ド例

対 象 機 関 備 考

航空 会 社 InternationalAirTrasport
Association(IATA)

航空 会社 の コー ド、2文 字(ア ル フ ァベ ッ ト)

銀 行 AmericanBankersAssociation 政府登録銀行のコード

一 般 企 業
Dun&Bradstreet,Inc. Dun社 が登 録 、 保守 を行 って い る一 般企 業 の コ ー ド。

9桁 の数 値 か らな って お り、300万 社以 上 の企 業 を登

録 して い る。

UCSで は、9桁 の コー ドに4桁 の ユ ーザ ーサ フ ィ ッ

クス ・コ ー ドを付 加 す る こ とによ り、 よ り レベル の深

い識 別 を可 能 に して い る。

運輸 会社 NationalnotorFreightTraffic
Association,Inc.(N!FTA)

StandardCarrierAlphaCode(SCAC)

MFTAが 個 々 の 運 輸 企 業 に 、2～4文 字(ア ル フ ァ ベ

ッ ト)の コ ー ドを 割 り 当 て て い る 。

海運会 社 FederalnaritimeCommission
(FHC)

海 運 会社 に割 り当て られ た許 可番 号(Licensenumber)

その他 ・UPCコ ー ドに登録 され て い るベ ンダ ー(メ ー カ ー)・ コ ー ド
、

・国 防 省 に登 録 して い る企業 コ ー ド、
・電 話 番号 、

な どが 適宜 用 い られ て い る。

表3-2標 準 商 品 コー ド例

対 象 機 関 備 考

関税 目的 UnitedStatesTariffCommision 統計処理及び関税のために設定された商品コード。
7桁 の数値からなる分類コー ドである。

運 賃識 別 NationalHotorFreightTraffic
Association,Inc.(NnFTA)

米国内での輸送運賃のクラス分けのための商品コー ド。
6桁 の数値からなる分類コー ドである。

国際 貿 易 UnitedNation 国 連 が経 済 分析 のた め に設 定 した商品 コー ド。

2～5桁 の 数値 か らな る分 類 コ ー ドで あ る。

輸 送 物 AssociationofAmerican

Railroads

StandardTransportationCommodityCode(STCC)

2～7桁 の 数 値 か ら な る 輸 送 物 全 般 に 対 す る 分 類 コ ー

ドで 、 産 業 分 類 を 基 とす る 。

米国 政 府
A

DefenseLogisticsService

Center
米 国政 府 が供 給 す る物 品 のコ ー ド。

4桁 の分 類 コ ー ドと、9桁 の数 値 コー ドの合 計13桁 の

合 成 コ ー ドで、 単 品識 別 に 用 い られ る。

そ の 他 商 品 コ ー ド(CommodityCode)と は 別 に 単 品 識 別 コ ー ド(Productcode)と して 、UPC

コ ー ドな ど が 適 用 さ れ て い る 。
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表3-3標 準 場 所 コー ド例

対 象 機 関 備 考

空 港 InternationalAirTransport
AssoCiation(IATA)

空 港 の あ る場 所 の ゴー ド。5桁 。

一 般 的 な

場 所
(輸 送)

NationalHotorFreightTraffic

Association,Inc.(聞FTA)

StandardPointLocationCode(SPLC)

あ る特定 の 場所 の識別 に 用 い られ 、6桁+3桁 のサ ブ
・コー ド、合 計9桁 の数 値 コ ー ドか らな る。

申請 に よ って特 定 の場 所 に コ ー ドを付加 す る こ とが 可

能 で あ る。

一 般 的 な

場 所
(カナダ)

CanadianFreightAssociation CanadianSPLC。6桁 の 数 値 コ ー ド.

州 の レベル DepartmentofCommerce 50州 とWashingtonD.C.の コ ー ド。

一 般 的 な

場 所
NationalBureauofStandards 人 が住 んで い る場所 の識 別 コ ー ド(FIPS55コ 口 ド).

7桁 の数 値 コー ドであ り、上2桁 は州 の識 別 に用 い ら

れ て い る。 人 口 セ ンサ スな ど の場所 と の対応 が と られ

て い る のが 特 徴で ある。'

そ の 他 ・郵 便番 号(ZIPコ ー ド、5桁 の数 値)

・国 防省 関係 で 設定 され た場 所 コ ー ド

な どが用 い られ て い る。

前 出 したDun社 の企 業 コー ドか ら、 住 所 を特 定 す るとい う方 法 も と られて いる。

表3-4そ の他 の コー ド例

'

◆

対 象 機 関 備 考

危 険 物 InternatiOnalnaritime

Organization(1肖0)

InternationalAirTransport

Association(IATA)な ど

危険物の商品コード

ゴンテナ.タ イプ InternationalAirTransport
Association(IATA)

コ ンテ ナ ・タ イプ とそ の説 明用 の コー ド

*梱 包方法 TransportationData
CoordinatingCommittee(TDCC)

梱 包 形態(3桁 のアル フ ァベ ッ ト)、 梱 包 材 料 く2桁
の数 値)の2種 類 のコ ー ド

*請 求方法 TransportationData
CoordinatingCommittee(TDCC)

支 払 い請 求 方 法 のコー ド化。3桁 の アル フ ァベ ッ ト

*取 扱 い

方 法
TransportationData
CoordinatingCommittee(TDCC)

取 扱 い方 法 の コー ド化 。3桁 のア ル フ ァベ ッ,ト

*単 位識別 TransportationData
CoordinatingCommittee(TDCC)

距離 、 温 度、 時 刻 などの 単位 識 別 。2桁 の ア ル フ ァベ

ッ ト

*印 の コ ー ドは、TDCCで 設定 し、保 守 して い る コー ド。
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3.7標 準 化 事 例

こ こで は,米 国 にお け る デ ー タ ・コ ー ドの標 準 化事 例 と してNMFTA

(NationalMotorFreinghtTrafficAssociation)を あげ る。

(1)NMFTAの 概 要

NMFTAは 米 国 の 陸 運 企 業 を会 員 とす る団 体 で あ り,米 国主 要 トラ ック

企 業 の99%以 上 を カバ ー して い る。

この 団体 の主 要 目的 は,運 賃 に 関 す る規 定 の 作 成,保 守 で あ り,そ の 目的

か ら次 に述 べ る各種 コ ー ドの 標 準 化(統 一 化)を 行 ってい る。

(2)商 品 コ ー ド

NMFTAで は,米 国 内輸 送 運 賃 ク ラ ス設 定 を 目的 と した商 品分 類 を行 い,

そ れ を コ ー ド化 して い る。

コー ドは6桁 の 数 値 か らな るが,図3-10に 例 示す る よ うに 一 般 の 商 品 分

類 とは 異 な り,輸 送 とい う観 点か ら分類 を行 って い る。

例 えばElectrodesの 分 都 を 見 る と,Device,testingInstrument,testing

及 びMonitoring.Patientが56750と コー ド化 され てお り,こ の グル ー プ

が 料金 設 定 上 の 一つ の ク ラス とな ってい る。 同 じElectrodesで も他 の商 品

は べつ の 値 に コ ー ド化 され て い る。

(3)企 業 コー ド

NMFTAで は,登 録 申請 の あ った 運 送 企業 に対 し,一 義 的 な コー ドを割

り当 て て い る。

この コー ドは,StandardCarrierAlphaCodo(SCAC)と 呼 ば れ て お

り,4桁 の ア ル フ ァベ ッ ト文 字 か らな る。

図3-11に 例 示 す るよ うに 企 業 名 を も とに コー ドを 定 め てお り,例 え ば

Nati㎝witeHorseCarriersIncに はNAHCと コー ドが 付 され て い る・

これ らの コ ー ドは,NMFTAで 保 守 を 行 ってお り,コ ー ドの 新 規 追加 ・

削除 等 の 情報 を定 期的 に会 員 企 業 に流 してい る・

SCACコ ー ドは 出版 物 と と もに,磁 気 テ ー プに よ る提 供 も行 わ れ て い る。
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図3-10 NMFTA商 品 コ ー ド例
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CODESEQUENCE

SCAC

C

C

℃

M CARRIER(ORAGENT) SCAC

C

C

C

M CARRIER(ORAGENT)

NAHC

NAtE

NAII

NA1L

NAfN

NAIS

NAIT

NAIu

NAIW

NAJA

NAJI

NAJS

NAL

NALA

NALC
NALE
NALG

NALK
NALM

NAL了

NALX

NAMB
NAMC

NAMF

NAMG

NAMN

NAMO

NAMR

NAMS

NAMV

N…W

NANA

NANC

NANE
NANK

NANL

NANP

NANT'

NANU

NANY

'NAOM

NAOR
NAOT

NAP－

NAPA
NAPB

NAPC

NAPE

NAPI

NAPK

NAPし

NApo

NAPP

0710e7

07e257

M|NTRA

14S619

109373
043714

14SO32

WATRLN

147059

AiRLIN
AIRLSN

AIRLIN

t8005e

101848

139495

LOCART
MlNTRA
MIN了RA
MtNTRA

150638

PRVCAR
MINT日A
1281γ3

FF・3e2

MIN'「RA

le4700

MtNTRA

FF・352

03e59t

OT55T9

014ese

PRVCAR

116300

139040
002299

118290

178476

12481e

WATRLN
14S797

8ROKER

LOCART
149145

RAIしRO

BtNTRA
FRTFWD

11741e

121t60

しOCART

PRVCAR

150971

169"5

`19428

NA了10NWIDEHORSECARRIERS刑C ,JEFFERSONTO
WNKY

NAND}EXPRESS,INC.M|DDLEBURG
NY

NATtONALCOURtERSYSTEMStNC ,・CtCEROlし

NAT:ONAL了RUCKtlNES|NC ,WATERTOWN
SO

NATtONAL了RVCKING,INC,HOVSTONTX
NAtSH,AL,MOVINGANDSTORAGE

COMPANY,THE,CtNCtNNA了lOH
NAT|ONALTRANSPORTATiONSERVICES

INC,LUB80CKTX
NIGERtAAMERICALINELTD,APAPPA

NIGERIA

NA了|ONWjDEFRIEGH'「CONSULTANTS.
PLACEN了1ACA

NAVAJOAIRSERV|CE.WtNOOWROCKAZ

NA了|ONALJETSINC.FTLAVDERDALE
FL

NATtONALJETSERVtCElNC,

INDtANAPOLtsLN
NORTHATLANTIC8USLINESlNC,

eROOKLYNNY
NORTHALA8AMATRANSFER.INC,

ALEXANOERCI了YAL
NATtONALCARRIERSINC,UBERALXS

NATiONALεXPODRAYAGE,PHOE州XAZ
NAL†RUCKING,DANVILLECA
NAL了RUCKING,DANV|しLECA

NORTHALABAMAMOVtNG&STORAGE
INC.HVNTSVILLEAL

NATtONAL了RANSPORTATeONCO ,STLO
UISMO

NALCOCHEMICALCO.CH|CAGOIし
NAM8ABROTHERS.LOSANGELESCA

NATIONALMOLASSESCOMPANY,WILLOW
GROVEPA

NA了10NAしMOVERSFORWARDtNGCORP .RUTHERFORONJ

NORTHAMERICANMOVERSOFNCtNC,
ASHVILLENC'

NORTHAMERtCANTRANSPORT刑C .C
HULAVlS了ACA

NORTHAMERICATRANSFER&STORAGE
OFASHEVtしLENCINC.ASHEVtLLENC

NORTHAMERICANFORWARDtNG`NC .FTWAYNEtN

NA了10NWeDEMOVING&STORAGECO ,
lNC.HARTFORDCT

NAT`ONALMOVERSCO.INC,WESTNEW
VORKNJ

NAnONALVANしlNESINC .NEWYORK
NY

NATIONALNICKELALLOYCORP .P
IITSBURGHPA'

NANCEANDCOLLVMS.INC.eROOKHAVEN
MS

NANNEYTRANSPORT.8EN了ONKY
NANKSVILMOVING&STORAGECOMPANY ,WINONAM

N
NANELTRANspeRTATIONINC,

PしANTATtONFL
NORTHAMERtcANPLASTtCSINC ,M

`DVALεUＴ

N&NTRANSPORTATIONCOINC,NORTH
BRUNSWtCKNJ,'

NAVtERALAVINEL ,MONTREALPOCOA
NANCYTRANSPOR了ATIONINC,

CHESTERFIELOMO
NAOM「SWORLOTRAVELSERV|CESNC ,H

tLOHl
NACCORPORAT|ON,MEMPHISTN
NA了IONAしTRANSPORTATIONSYSTEMS

tNC.FORTWAYNE|N

NARRAGANSET了P:ERRNしROADCOMPANY
tNC.THE

NAPACHARTERしINE,NAPACA
NATIONALPIGGYBACKC|NCtNNATIINC ,CSNCtNNATIOH

NEWMANANOPEMBERTONCORPORATION .
KNOXVILLETN

NAPiER.RO8ERTC,TRUCKING .INC,SANOIεGOC
A

NATtONALPIGGYeACKSERVICE.
INDIANAPOLIS困

NATIONALPARKCONCESSIONS刑C ,MAMMO了HCAVE
KY

NAPOLtTANO .GTRUCKlNGCORP,
MANORVILLENY

NAPOLEONTRUCKINGCO.SECAUCVSNJ
NAP&PAULSBOATTRANSPORTLTO,E

HARTFOROCT

NAPO

NAPR

NAPS

NAPT
NARC

NARO

NARK

NARL

NARM

NARN

NARO
NART

NARV

NARW

NAS・

NASB
NASD

NASF

NASH

NASl
NASL

NASN

NASR

NASS
NAST
NASU

NASV

NASW

NATB

N八了o

NATE

NATF

NA了G

NAT`

NA了」

NATL

NATM

NATN

NATO
NATR

NATS

NATHr
NATV

NATW

NATY

NAUO

NAVK

NAUL

NAUM

NAVA

MINTRA

PRVCAR

105558

LOCART
144093

MINTRA

11S293

ASRUN

LOCART

L㏄ART
'38836
us3e6

M刑 了RA

AtRLtN

AGEN了S

125845
1"370

所 ・t87

033SO7'

FF・AIR
O2eo88

oe218e

AIRLIN

12978e
`50198
WATRLN

125S35

094ggo

L㏄ART

t4t72e

144170

1366eg

t44208

LEASCO

oegOO6

12e870

142`52

MINTRA

ooge76

003905

109172
15721e

142245

148814

17585e
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t51S31

LOCAR†

07eo32

DirectoryofStandardnulti-ModalCarrierandTariffAgentsCodesNnF101_F

NAPLεS†RUCKINGCOMPANY .MELROSEPARKI
し1

NAPORANOIRON轟M訂ALCO,NEWARK
NJ

NAP'STRANSPORTATtON|NC.NEWYORX
NY

NAPPITRUCKtNGCORP .MATAWANNJ
NARCOCHEMICALTRANSPORTATtON ,HAWTHORNCA

NARRODMOVINGSERVtCESINC .H
tGHLANOPARKIし

NORTHEASTARKANSASTRANSPORTATION

COMPANY.LEACHVtLLEAR
NATIONALRVRALUTdLITlES

COOPERATIVEFlNANCECORP ,WASHINGTO
NOC

NATSONALAUTOMO了 ‖VEaRU8BER
MANUFACTUR)NGINC,HUNTtNGTON
WOODSMl

NARTRONCORP.REEDCl7YMl
NARO,MtCHAELC,GOULOS80ROPA
NATtONALRETNLTRANSPORTATtON

刑C.PHILADELP粗AP▲
NORTHARLtNGTONVANLtNES"C ..NORTH《RLING了ONN

J
NORTHI…RNAMWAYSPNC.SOUTH

6URLtNGTONVT
NATIONALASSOC1A了10NOF

SPECIALIZEDCRRS,MAnlET了AGA幽
NASH,8B,GLADYSVA
NASS,DONTRUCKINGINC .CLtNTONWI

NASAFREIGHTEXPRESSCOSNC,
souruKEARNYNJ

NASHUAMOTOREXPRESS ,刑C,NASHUA
NH'

NORCOAIRSεRV1CεS,ANAHEIMCA
NORTHANDSOUTHLINES

INCORPORATED,HARR|SONBURGVA
NASONSDEUVERY.lNC.SPR|NGVlしLE

NY
NA了SONALSUNSTREAXSERVICE`D`V

OFNATIONALAtRLINES).M|AMIFL
NASSTRUCKし 囚εS囚C ,HAMMONOLN
NA$HTRUCKSINC.ALTAMONT.KS
NASSAULEASlNGCORPORATtON,

PRINCETONNJ
NATIONAしSERVICEL`NEStNCOFNEW

JERSεY.S了 しOUISMO
NASSAUWORLDMOVERSINC.

FARMtNGDALENY
NATVONALTRUCKING&MOVtNGCO.

CAYCESC
NAT`ONALDISTRIBUTORSiNC .SELLER8

URG刑
NATeONWIDETRUCKLtSIESLNC,E"8S

TX
NA了tONALMO了O日FREIGHTUNEStNC ,DεTR㎝M`

NAT`ONWSDEMAGAZ刑 ε8800K

O`S了R旧UTORSINC.`RV`NGTX
NORDANG.AR了TRUCK|NGINC,M町HゆW

WA
NATtONALCtrvTRUCKnENTAL .DENVεR

CO
NAT`ONALTRVCKtNGCOOFLOS

ANGELES,LOSANGELESCA
NATIONALMATERIALSCORPORATION ,

NEWBRAUNFELSTX
NATTRANSPORTATIONINC.BRADNER

OH

NATALEFRANKINC.SVMMERV:しLεN」
NATIONALTRANSPORT101.CARLSTAO了

N」 』

NATIONAしTRUCK|NGANDSTORAGECO
lNC.WASHINGTONDC

NAT|ONALMOTORFREtGHT .SεAnLEWA
NAT|VE了RUCKtNGOFCOしORADO.GRANO
JUNCT|ONCO

NAT`ONW|DETRUCKgROKERS:NC,

GRANDRAPIOSMl
NATtONALTRAFFICSERVtCEINC.

BOTHELしWA
NATIONALAUTODlSTR±eUTORStNC .PENSACO

LAFL
NORTHATLANTICUNITEDKINGDOM

FREIGHTCONFERENCE、NEWYORKNY
NATVRALT則CKLEAStNGtNC,NEweURG

NY
NAVM$ERVtCE・STORAGECO旧C .RO()HE

STERNY
NAVAJOFREtGHTLINEStNC.DENVER

CO

図3-11 NMFTA企 業 コー ド例
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(4)場 所 コー ド

次 にSPLCコ ー ド(StandardPointLocationCode)に つ い て 説 明す る 。

この コ ー ドは ・ 輸送 料 金設 定の た め に 場 所 を コ ー ド化 す る もので,場 所 と

は市(city)・ 町(town)・ 村(village),コ ミー ニテ ィ(community),鉄

道 の 駅 ・ 空 港 ・ そ の他 の 輸 送 目的か ら一 つ の場 所 と して扱 うもの で あ る。

コー ド体 系 は次 の よ うに 設 定 され て い る。

nln2n3n4n5n6SlS2S3

nln2

n3n4

n5n6

SIS2S3

:州,地 方(province)レ ベ ル の コー ド

:郡(co皿ty)レ ベ ル の コー ド

:上 で 定 義 した場 所(市,町 な ど)の 識 別 コー ド

:サ ブ ・コ ー ド・ よ り詳 細 な場 所 を識別 す るた めの もの で ,

001～669は 例 えば 学 校 な ど公 的な 場 所の た め に 予約 さ

れ て お り,700-・699は 利 用 者が 各 自で 任 意 に 設 定 で き

る。

図3-12に よ って 説 明す る と,ニ ュー ヨー ク州 東 部 にn、n、 ニ"17"が 割

り当 て られ,以 下 ニ ュ ー ヨ ー ク市 の マ ンハ ッタ ンnn=t's3" ,n5n6=

"OO"
,エ ンバ イ ヤ ・ス テ ー トビル にsss…,tto17"が 割 り当 て られ ,

全体 でtt178300017"の9桁 で エ ンバ イ ヤ ・ス テ ー トビル を識 別 して い る。

図3-13に サ ブ ・コ ー ドの 内 容 を示 す 。

こ の コ ー ドの 特徴 は,詳 細 さ と柔軟 さ にあ る。 詳 細 さ とい う面 で は,サ ブ

'コ ー ドを 設 け る こ とに よ り非 常 に 限 定 され た地 点 の 識 別 が 可能 に な
ってい

る・ 柔 軟 性 とい う面 では ・ サ ブ ・コー ドに 利 用者 各 自が任 意 に設 定 可能 な範

囲 を設 け てい る こ と・ 及 び 共 通 コー ドと して の運 用 の 仕 方 に あ る。 この コ ー

ドはNMFTAが 保 守 を行 ってい るが,n,n,レ ベ ル以 下 で は ユ ーザ ーか ら

の 申 請 を可 能 に して お り,そ の 申請 が 受 理 され た 場 合,・ ・共通 ・的 な場 所 コ

ー ドと して 取 り扱 われ ,そ の コ ー ドが 周 知 され る。

ただ し・米 国の運輸業 界におけ る共通 的な場所の識別 には,ZIPコ ー ドが
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一 般 的 に 用い られ て お り・ 現 時 点で こ のSPLCコ ー ド を利 用 してい るの は,

ご く限 られ た 企業 で あ る。(ト ラ ック業,メ ー カ ー な どを含 め て最 大 で500

社 程 度 が 利 用 してい る との こ とで あ った。)

SCACコ ー ドと同様 にSPLCコ ー ドも磁 気 テー プ で 提 供 され て お り,

EDIで の 利 用 も順 次 広が って 行 くの で は ない か と担 当者 は 述 べ てい る。
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MASTtcSVFFOLK

MAS丁IC8EACHSUFFOLK

MAT|NECOCKNASSAU
MAI'rEAVVANDUTCHESS

MATTITUCKSUFFOしK

MATTYDALεONONDAGA

MAY8ROOKORANGE

MAY臼ELOFULTON

MAYF旧LDτWP則 しTON

MAYNARDONεlDA

MAYSMILLSYATεS

MAYVtLし ε'CHAVTAUOUA

MAYWOOD・ALBANY

MAYWOOODELAWARE

MAYWOOONASSAU

MCCLUREBROOMε

MCCOLLOMSFRANKL|N

MCCONNELLSVtLLEONEtDA

MCCORMACKAしBANY

CORNERS

MCOONOUGHCHENANGO

MCGRAwCORTLAND

MCINTYREDUTCHεSS

MCKEELCORNERSPUTNAM

MCKEEVERHERK|MER

MCKINし εYMONTGOMERY

MCK|NNEYSTOMPKINS

MCKOWNVtLし ∈ALBANY

MCしEANTOMPKINS

MCMASTERSFRANKLIN

CROSSING

MCNALLSNIAGARA

MEACHAMNASSAU

MEACHAMLAKEFRANKLIN

MEAOOWθROOKORANGE

MEADOWDALEALBANY

MEADOWMEREPARKNASSAU

MεADSCREEKSCHUYLER

MECHANICSTOWNORANGE
MECHANICVIし しESARATOGA
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MERεDiTHDEしAWARE
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MEXtCOTWPOSWEGO
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3.8EDlサ ー ビ ス

3.8.1EDlサ ー ビ スの 位 置 づ け

EDIに は,各 種 の形 態 が あ り得 る。

図3-14は そ の 形 態 を示 した もの で ・ ネ ッ トワー クの 接 続 の 方 式,標 準

フォ ー マ ッ トとの 関 係 か ら,4つ の タイ プに分 け られ る。

標準 フォ ーマ ッ トと の関 係 で い えば ・ タ イ プ1,2,3と もに企 業 自身 で

標 準 フォ ー マ ッ ト・ 又 は 相手 先 企 業 が受 けつ け 可 能な フォ ーマ ッ トに 合 わ せ

る必 要 が あ る。 その うちで も,タ イ プ1は フ ロ ッピー ・デ ィス ク等 に よ る オ

フ ライ ン ・デー タ交 換,タ イ プ2は 個 々の ユ ーザ ー同士 が 直接 ネ ッ トワー ク

接 続 す る オ ン ライ ン ・デ ー タ交 換 で あ る。

タイ プ3は ネ ッ トワー ク接 続 にVAN(ValueAddedNetwork)を 利 用す

る もの で,こ の サ ー ビス を利 用 した場 合,機 器 レベル の 互 換 性 の 問 題はVAN

を サ ー ビスす る企 業 が 通 信 プ ロ トコル 変 換 な どで 対 処す る。

タイ プ4は,さ ら に ビジ ネ ス プ ロ トコル ま で の 互 換 性 サ ー ビス を第3者

が 提供 しよ う とす る もの で,タ イ プ3を 包 含 し,米 国で は ネ ッ トワ ー ク ・プ

ロセ シ ング ・サ ー ビス と呼 ばれ て い る。 この 場 合,個 々の 企 業 は独 自の フ ォ

ー マ ッ トのま ま他 企業 との 企業 間 ネ ッ トワー クが 可 能 とな り・ そ の 利 用価 値

は大 きい 。

最 近,米 国で は この ネ ッ トワ ー ク ・プ ロセ シ ン グ ・サ ー ビス(EDIサ ー

ビス)を 行 う企 業 が 増 加 して お り,InformaticsGeneral社,Mcdonell

Do㎎1as社,GEISCO社 な どが そ の代 表 的 な 例で あ る。

米 国 にお け るEDIサ ー ビス の特 徴 の 一つ は,こ れ らの サ ー ビス会 社 が,

例 えばTDCC,UCCな どの調 整機 関 と密 接 な 連 係 を持 って い る ことで あ り,

調 整 機 関 もそ の ユ ー ザ ー にサ ー ビス会 社 を積 極的 に紹 介 して い る。
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3.8.2GElSCO社 の サ ービ ス概 要

EDIサ ー ビス会 社 の うち,GEISCO社(GeneralElectricInform-

ationServicesCompany)の サ ー ビス概 要 に つ い て説 明す る 。

GEISCO社 はGE社 の系 列 会 社 で あ り,古 くか らMARKな どの ネ ッ トワ

ー ク ・サ ー ビス を米 国 内及 び 海 外 に 広 く行 って い る。 そ の ネ ッ トワー ク ・サ

ー ビスの 一 環 と してGEISCO社 が最 近 力 を注 い で い るの がEDIサ ー ビス

で あ る。

GEISCO社 で は 広範 囲 な業 種 のEDIを サ ー ビス レよ う と して お り,特

に 製 造業,流 通業 な どを 主 要 な対 象 に しよ うと して い る。GEISCO社 は,

業 務 の 一 環 と して標 準 化 活 動 に も力 を 入れ て お り,ANSI.X12の メ ンバ

ーに もな っ てい る。 ま た,AIAG(AutomotiveIndustryActionGroup,

自動車 業 界 に お け るEDI推 進 団 体)な どの 団体 活動 も積 極 的 に 支援 してい

る。

GEISCO社 が 提 供 して い るサ ー ビス には,EDI-EXPRESS*QUICK

CONNECT*(ユ ーザ ー条 件 設 定 の た め の ツー ル),EDI-PC*(パ ソ

コ ン利用 のEDI)(*い ず れ もGEISCO社 の 登 録 商標)な どが ある が,

主 な サ ー ビスで あ るEDI-EXPRESSの 主 要 機i能 を 図5-11に ま とめ る。

EDI-EXPRESSは 企 業 間の 文 書(フ ォ ー マ ッ ト)を ネ ッ トワー ク交

換 す る も ので,そ の た め に必 要 な 翻 訳機 能 を提 供 してい る。 た だ し,こ の変

換 は文 書 の 様 式(フ ォ ー マ ッ ト)に 関 す る変 換 で あ り,デ ー タの 中身 に つ い

て は関 知 してい ない 。 ま た,標 準 化 された 文書 間 の 変換 を主 体 と してお り,

個 々の企 業間 の フ ォー マ ッ ト変 換 は 原 則 と して行 って い な い 。

今 回 の 調査 の対 象 で あ る デ ー タ ・コ ー ドとい う面 では,該 当す る企業 間 で

ネ ッ トワー クに利 用す る デ ー タ ・コ ー ドの 共通 化が 行 わ れ て い る もの と して

お り,特 に 変換 サ ー ビスは 行 って い ない。
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1.メ イ ル ・ボ ッ クス機 能

送 り側 か らの デ ー タを一 時ttメ イル ・ボ ック ス"に 保 存 す る機 能 。

こ の機 能 に よ り,送 り側/受 け側 の コ ンピ ュ ー タ稼 動 時 間の 相 違 な どの

問題 を解 消で き る。

正 当 性 チ ェ ッ ク機 能

受 け側 にお い て,デ ー タの タイ プ,構 造 な どの 正 当性 を チ ェ ックす る。

翻訳 機 能

送 り側 及び 受 け側 で 文 書 フォ ー マ ッ トが 異 な る場 合 ・ 送 り側 の フ ォ ー マ

ッ トを 受 け側 の フォ ーマ ッ トに変 換(翻 訳)す る。

翻 訳 には 次 の2種 類 が サ ー ビス され る。

(1)特 定 の フォ ー マ ッ トか らあ る標 準 フ ォー マ ッ トへ の 変 換(例 えばUCS)。

(2)あ る標 準 か ら(例 えばUCS)別 の 標 準 へ の 変 換(例 えばEDI)。

この 翻 訳 は フ ォ ーマ ッ トの変 換 で あ り,デ ー タの 中身 につ いて は 関 知 し

な い 。(例 えば 商 品 コー ドの値 その もの の変 換 は行 わ な い とい う意 味 。)

上 記2,3の 機 能 の た め に,ユ ーザ ー側はGEISCO社 に 社 内 で の 利

用 フ ォ ー マ ッ トな どに 関す る情 報 を与 える必 要 が あ る。

GEISCO社 の パ ン フ レ ッ トを も と に作 成

図3-15EDI-EXPRESゴ の 主 要 機 能

*EDI-EXPRESSはGEISCO社 の登 録 商 標 で あ る・
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1.目 的 と範 囲

この ア メ リカ ン ・ナ シ ョナ ル ・ス タ ンダ ー ドは,コ ン ピュ ー タ間 の 通 信 の た め

の,ビ ジ ネ ス処 理 の 構 造 と内容 を定 義 す るの に使 わ れ る。 この 規 格 は,デ ー タ ・

セ グメ ン トの ル ー プ,ト ラ ンザ ク シ ョン ・セ ッ ト,関 連 トラ ンザ ク シ ョン ・セ ッ

トの グル ー プを包 む の に 使わ れ る,制 御 セ グメ ン トを規 定 します 。 この 規 格 は 具

体 的 な トラ ンザ クシ ョ ンや,規 格 化 され る トラ ンザ クシ ョ ン ・グル ー プ を定 義 す

る もの で は ない 。 この 規 格の 実 際 の デ ー タ ・セ グメ ン トは,本 シ リrズ のANS

IX12.22--1986のttデ ータ ・セ グ メ ン ト ・デ ィ レ ク トリ"に 図解 され て い

る 。 これ らの 制御 セ グ メ ン トの規 定 は,こ の 規格 の 中 に含 まれ て い る 。
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2.参 照 す べ き,お よ び 関 連 す る アメ リカ ン ・ナシ ョナル ・スタ ンダー ド

本規 格 は,電 子 式 ビジ ネ ス ・デ ータ通 信 に 関す る 以下 の ア メ リカ ン ・ナ シ ョナ

ル ・ス タ ンダ ー ドと共 に,用 い られ る 。

・ANSIX12 .3-1986,デ ー タ要 素辞 書

・ANSIX12 .20-1986,機 能 承 認

・ANSIX12 .22-1986,デ ー タ ・セ グ メ ン ト ・デ ィ レ ク トリ

これ らの規 格 が ア メ リカ ン ・ナ シ ョナ ル ・ス タ ン ダ ー ド協 会 の承 認 を 受 け て 改

訂 され た 場 合,そ の 改 訂 版 が 適 用 され る 。
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3.定 義 と概 念

3.1基 本 構造

委 員 会X12で 使 用 され る フ ォ ーマ ッ トで は,ビ ジネ ス ・ トラ ンザ クシ ョ ン

は,ト ラ ンザ クシ ョ ン ・セ ッ トに よ って 定 義 され る 。 トラ ンザ ク シ ョ ン ・セ ッ

トは,任 意 の 数 の デ ー タ ・セ グ メ ン ト(可 変 長)で 構 成 され る。そ して各 デ ー

タ ・セ グメ ン トは,多 くの デ ー タ要 素(可 変 長)で 構 成 され る 。 これ らの デ ー

タ要 素 は グル ー プ化 して,完 全 な意 味 を もたせ る こ と もで き る 。

機 能 グル ー プは,類 似 の トラ ンザ ク シ ョン ・セ ッ トの 集 ま りで あ る 。始め と

終 りの セ グメ ン トは,ト ラ ンザ ク シ ョ ン ・セ ッ トの,一 揃 の機 能 グル ー プを含

む の に用い られ る 。

1個 の トラ ンザ クシ ョ ン ・セ ッ トは,ひ とま と ま りの ビ ジ ネ ス ・ トラ ンザ ク

シ ョンに相 当 す る 。 ア メ リカン ・ナ シ ョナ ル ・スタ ンダ ー ドのX12グ ル ー プ

に基 い て作 成 され た トラ ンザ ク シ ョ ン ・セ ッ トは,通 常 使 用 され る企 業 内 トラ

ンザ ク シ ョンに 対 応 す る もの と して,定 義 され る 。設 定 され た 始 め と終 りの セ

グ メ ン トは,ト ラ ンザ クシ ョン ・セ ッ トの 一部 で あ り,当 該 ビジ ネ ス ・トラ ン

ザ クシ ョ ンを表 す デ ータ ・セ グ メ ン トを 包 んで,境 界 を示 して い る。 開始 セ グ

メ ン トは,コ ー ド化 され た ビジ ネ ス ・ トラ ンザ ク シ ョンの タイ プを識 別 す る情

報,お よび,翻 訳 ル ー チ ンを正 しい 定 義 に 向 け る こ との で き る情 報 を も って い

る 。

デ ータ ・セ グメ ン トは,一 般 の デ ータ処理 用語 に お け る レ コ ー ドに 相 当す る。

デ ータ ・セ グメ ン トは,デ ー タ ・セ グ メ ン トIDで 始 ま り,デ ー タ ・セ グメ ン

ト終 了 子で 終 る。 デ ー タ ・セ グメ ン トIDの 働 き は,そ の セ グメ ン トに含 まれ

るデ ー タ要素 に関 す る,個 々の デ ー タ ・セ グメ ン ト定 義 の識 別 ・ デ ー タ要素 が

必 要 か ど うか を ユ ーザ ーに伝 える こ と,そ の セ グ メ ン ト間 の 要 素 の シ ーケ ンス

の列 挙,で あ る。
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デ ー タ要 素 の グル ー プ群 が,デ ータ要 素 の存 在 や 内容 に基 本 的 に 依 存 す る こ

とが あ る。 これ ら要 素 グル ー プ群 は,ひ と ま とま りとな って 情 報 を伝 える 。

デ ー タ要 素 は,一 般 の デ ータ処 理 用 語 に お け るデ ータ ・フ ィ ール ドに 相 当す

る。 トラ ンザ クシ ョン ・セ ッ トに 用 い られ る各 デ ー タ要 素 は,デ ータ要 素辞 書

か ら取 り出 され る(ANSIX12.3-1986)。 デ ータ要 素辞 書(デ ータ要

素 参 照 番 号 に よ って 引 く)は,デ ー タ要素 の定 義 を も ち,そ れ らの コ ー ドや 値

の タ イ プ(可 能 な もの)を 列挙 す る 。

3.2構 文 記 号

構 文 は,BackusNormalForm(BNF)で 定 義 す る 。 以 下3.2.1～3.2.8

に お い て 説 明 す る 。

3.2.1カ ギか っこで 囲 まれ た小 文 字 の 文字 列 は,構 文 的 に独 立 した もの を示 す 。

下線 を使 う こ と もで き る。

例:<tranSaCti・n.Set>

3.2.2ス テ ー ト メ ン ト内 の,定 義 さ れ た ひ と つ の 構 成 体 と 次 の 構 成 体 と の 間 は,

2つ の コPソ と 等 号 に よ っ て 区 切 ら れ る 。

例:<・ne-c・nstruct>::=〈an・ther.c・nstruct>

3.2.3ス テ ー トメ ン ト内の,各 独 立 した 構 成体 の 間 の スペ ースに は 意 味は ない 。

分 りや す い よ うに 入 れ て も よい 。 構 文 を定 義す る上で 意 味 の あ る スペ ース

や 他 の 記 号 を 挿 入 す る際 は,そ れ らを 引用 符 で 囲む 。つ ま り,""や"く

"の よ うにす る 。他 の 記 号 も,分 りやす い よ うに引 用符 で 囲 って も よい 。

ス テ ー トメ ン トの 右 側 を 下線 部 に続 け る こ ともで き,2つ に 分 け る こ とも

で き る 。省 略 符 号___は,論 理 的 に 認識 で き る場 所 に用 い て,項 目を省

略 す る こ とが で き る 。
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3.2.4代 用 で き る 定 義 が あ る 時 は,縦 棒1で 囲 ん で 示 す こ と が で き る 。

例:〈 ・igned-i・t・g・ ・〉::=・ 〈[un・ig・ ・d-i・t・g・・>1<㎜ ・ig・・d-i・t・ger>1+

<unsigned _integer>

3.2.5い くつ か の キ ャラ ク タ 。ス トリン グ("ST"な ど)は,事 前 定 義 ラベ

ルで あ り,常 に指 定 の とお りに 用い る 。句 読 点 は,デ ー タの転 送 の 時 の よ

うに 用 い る 。 た と えば,1.2の 小数 点 は次 の よ うに な る。

<digit>.〈digit二>

3.2.6大 か っこは,オ プシ ョン項 目を囲 む のに 用い る。 た と えぼ オ プシ ョンの

負符 号 は,〔 一 〕と な る 。

3.2.7中 か っ こ は,省 略 ま た は1回 以 上 反 復 さ れ る 項 目 を 囲 む 。

91J:<unsigned_integer>::=<〔digit>{<〔digit>}

3.2.8あ る 構 成 体(syntacticentity)に 使 用 す る こ と の で き る キ ャ ラ ク タ

の 最 小 数 と 最 大 数 は,2桁 の 数 値 を か っ こ 内 に 入 れ,そ の 構 成 体 の 後 に 付

け る(最 小/最 大)。 こ れ は デ ー タ 要 素 辞 書 内 の,デ ー タ要 素 の 最 小 長 と

最 大 長 を 示 す の に 用 い る こ と も で き る 。

<id>(02/て)3)::=<(letter .-or_digit×letter_or_digit>〔<letter_or_digit>〕

3.3キ ャ ラ ク タ ・セ ッ ト

す べ ての デ ータ要 素 は,3.3.1～3.3.3の 規 定 の キ ャ ラ クタ ・セ ッ トを 用い

て,生 成す る 。 本 規格(ス タ ンダ ー ド)の キ ャラ ク タ ・セ ッ トは,共 通 の特 性

に基 い て グル ー プ化 され て い る 。

注)X12規 格 は,グ ラフ ィ ック ・キ ャラ クタ向 き の もので あ り,本 規 格

に 規定 の あ る もの 以外 の 一般 的 な キ ャ ラ クタの符 号 化 は,共 通 の マ ッ ピン グが
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可 能 な場 合 は使 用 で き る 。 そ の規 格で 使 わ れ る照 合順 序は,ど の 定 義 に も使 う

こ とはで き ない 。 これ は,単 一 キ ャ ラ ク タ ・コ ー ドの規 定 が な く,ま た,他 の

シ ーケ ンス指 定 方 法 も な い か らで あ る 。

●

3.3.1基 本 キ ャ ラ ク タ ・セ ッ ト

本 規 格 の 基 本 キ ャ ラ ク タ ・セ ッ トに は,大 文 字,数 字,特 殊 キ ャ ラ クタ,

お よび ス ペ ースか ら選 択 され た もの が 含 まれ る 。

(1)A～Zま で の 大 文字

の カ ぱ 　
〈upPercase _letter>::=Al...IZ

(2)0～9ま で の 数 字

　 　 　 カ

〈digit二 〉::=Ol…19

(3)以 下 の 特 殊 キ ャ ラ ク タ

　 り 　ゆ 　 カ 　 　 　 　 ロ ぱ り 　 ヵ 　 　 　 ヵ 　 ヵ 　 レ ロ カ

<specialchar>::=!11#1&1,1(1)1*1一 ト1,|一|●1/|

　 　 　 り 　 カ 　 カ

:|;1?|=「

注)こ れ ら の 特 殊 キ ャ ラ ク タ の 内 の い くつ か は,ユ ーザ ー に よ っ て は,

区 切 り 記 号 に 入 れ る こ と も あ る 。

(4)ス ペ ー ス ・キ ャ ラ ク タ

``"

〈space>::=

3.3.2キ ャラ ク タ ・セ ッ トの 拡張

拡 張 キ ャラ ク タ ・セ ッ トを,デ ー タの 交換 を行 う双 方 の同 意 に よ り,使 用

す る こ ともで き る 。 これ には,小 文 字 とそ の 他 の 特殊 キ ャラ クタが あ る 。

(1)a～zの 小 文 字

　コカ 　 り
<IOWerCaSeletter>::=a|...lZ

(2)以 下 に 示 す 特 殊 キ ャ ラ ク タ

〈bth・, .、peci。Lch・ ・〉::一 万1為"|"〕"|"〔"1"."1"{"1"}"1ぺ1"i"1"〈f'1～ 〉"|

注)こ れ ら の 内 の い く つ か は,ユ ー ザ ー に よ っ て は,区 切 り 記 号 に 入 れ
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られ る こ とが あ る 。

3.3.3区 切 り記 号

区 切 り記号 には2種 類 あ り,分 離 子 と終 了子 とが あ る 。区 切 り記 号 は,転

送 の デ ータ ・ス ト リー ム内 に含 め るた め に選択 され る 。 これ は 転 送 内の キ ャ

ラ クタの量 を増 や す が,可 変 長 の セ グ メ ン トや 要 素 を入 れ る 。 これ らは交 換

見 出 しに セ ッ トされ るが,こ れ は現 在 作 成 中 のX12規 格 の項 目で あ る。

最 高 レベ ルか ら最 低 レベル まで の,分 離 子 と終 了 子 は,

〈tr>::=終 了 子

〈gs>::=デ ータ要 素 分 離 子

<us>::=副 要素 分 離 子

3.4デ ー タ要素構成

構 文の最低 レベルには,辞 書要素が ある。辞書要素は,2レ ベル あ る。辞書

要素 の低 い方の レベルは,単 一値の データ要素 を含む。値 の意味 を よ り明確 に

す るために さらに デ ータの供給が必要な時は.修 飾子(こ れ 自体が データ要素

であ る)と その直を関連づ け,意 味の完全 な要素 グル ープとす ることもで きる。

これが,高 い方の レベルの辞書要素である。

3.4.1デ ー タ 要 素

デ ー タ 要 素 は,本 規 格 の 中 で 規 定 さ れ て い る 最 小 の 項 目 で あ る 。 修 飾 子 と

す る こ と も,値 と な る こ と も で き る 。 す べ て の 要 素 は,3.4.2で 規 定 す る 基

本 デ ー タ 要 素 タ イ プ で 構 成 す る 。

<dataelement>::Knumeric>1<decimal ,number>1〈i(〉|<Strin爵1<datd>Ktimd>

3.4.2デ ー タ要 素 タ イ プ

有 効 な デ ータ要 素 タイ プと,そ れ ぞ れ の タ イ プの長 さ特 性 は,3.4.2.1～
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■

3.4.2.6に 規 定 の と お り で あ る 。

3.4.2.1数 値

数 値 は,数 字 の 列 で 表 現 し,オ プ シ ョ ン の 符 号 を 付 け る こ と が で き る 。

10進 法 で あ る 。

<numeric>::く 十1-〕<unsigned _integer>

<unsigned _integer>::=・ 〈digit>{<digit>}

デ ー タ 要 素 内 の 小 数 点 の 位 置 が 固 定 さ れ,デ ー タ と 共 に 送 信 さ れ な い 時

は,数 値 フ ィ ー ル ドが,ア メ リ カ ン ・ ナ シ ョ ナ ル ・ス タ ン ダ ー ドのXl2

シ リ ー ズ で 使 わ れ る 。 小 数 点 は デ ー タ ス ト リ ー ム 内 に は な い の で,数 字 を

知 る た め に は.デ ー タ 要 素 辞 書 を 見 る 必 要 が あ る 。X12規 格 に お け る デ

ー タ 要 素 の 表 現 は
,Nnで あ る 。Nは,固 定 小 数 点 フ ォ ー マ ッ トに お け る デ

ー タ 要 素 の 中 で
,数 値 で あ る こ と を 示 し,nは 右 か ら 左 へ の 小 数 桁 数 で あ

る。 小 数 点 は,キ ャ ラ クタ ・ス ト リー ム内 に は現 れkい 。nが0の 時 は,

指 定 す る必 要 は ない 。N=NOで あ る。 オ プ シ ョ ンの 符 号(+ま たは一)

を 頭 に付 け て も よい 。 この 符 号 が 付い て い ない 時は,正(十)と み な され

る。 デ ー タ要 素 辞書 内 に指 定 され て い る最 大 長 が,あ る値 よ りも大 きい場

合 は,こ の値 は フ ィ ール ド内 で 右 に寄 せ られ る 。必 要 に応 じて,左 側 に ゼ

ロが 挿 入 され る 。

こ の デ ータ要 素 の 長 さは,使 用 可 能 桁 数 で あ る 。 オ プシ ョ ンの符 号 は,

この 長 さには 含 まれ ない 。

例)値 が 一123.45の 場 合,数 値 タイ プの記 号 はN2で あ る 。2は,

小 数 部 が 右 か ら2ポ ジ シ ョン(桁)あ る こと を示 す 。入 出 力値 は,-123

45と な る。 この 値 の 長 さは5で あ る 。
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3.4.2.2小 数 番 号

小 数 番 号 は,小 数 点 の 後 の 小 数 桁 数 が 分 ら な い フ ィ ー ル ドを 使 用 す る 時

に 必 要 で す 。 デ ー タ 要 素 の 小 数 タ イ プ は,Rで 表 さ れ る 。 小 数 点 が 右 端 以

外 の 位 置 に あ る 場 合 は,常 に キ ャ ラ ク タ ・ ス ト リ ー ム 内 に 現 れ る 。 値 が 整

数 の 場 合(小 数 点 は 右 端)は,小 数 点 は オ プ シ ョ ン で あ る 。 オ プ シ ョ ン の

接 頭 符 号(十 ま た は 一)を 使 う こ と も で き る 。 こ の 符 号 が な い 時 は,正

(+)と み な さ れ る 。 値 は フ ィ ー ル ドの 右 端 に 寄 せ ら れ る 。 必 要 に 応 じ て,

左 側 は ゼ ロ が 埋 め ら れ る 。,

こ の デ ー タ 要 素 の 長 さ は,使 用 す る 桁 数 で あ る 。 ナ プ シ ョ ソ の 符 号 と,

小 数 点 は,長 さ に は 含 ま れ な い 。

<decimal _number>::=〔 十|一〕<unsigned_decimal_number>

<unsigned _decima1-number>::=<msigne(Linteger>1{<digit>}<unsigned_integer>|

<(unsigned
_integer)≧{<digit>}

例A)

値 が 一123.45の 場 合 。

小 数 タ イ プ 記 号 はR。

入 出 力 値 は,-123.45で あ る 。

長 さ は5で あ る 。

例B)

値 が12345の 場 合 。

小 数 タ イ プ 記 号 はR。

入 出 力 値 は,12345.ま た は12345。

ど ち ら の 場 合 で も,長 さ は5で あ る 。
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3.4.2.3識 別 子

識 別 子 は,IDタ イ プ 要 素 と も 呼 ば れ,IDと 指 定 す る 。ID要 素 は,

X12委 員 会 ま た はX12委 員 会 の 承 認 す る 団 体 の 規 定 す る,事 前 定 義 値

の み を と る 。 双 方 で 定 義 さ れ た 値 が,デ ー タ 辞 書 の 承 認 を 得 る に は,通 信

を 始 め る 前 に,値 の リ ス トに 合 意 し て お く こ と 。 値 は,フ ィ ー ル ド内 で 左

揃 え と す る 。 空 き の 部 分 に は,ス ペ ー ス を 挿 入 す る こ と 。 リ ス トは,大 文

字 の 英 字,数 学,特 殊 キ ャ ラ ク タ か ら選 ぶ こ と 。

<id>::s(1etter _or_digit>{〈letter_or_digiじ 〉}{<忌pace>}

<letter _or_digit>::=<upPercase_letter>1<aigit>1<special_char>

こ の デ ー タ 要 素 の 長 さ は,使 用 さ れ る キ ャ ラ ク タ の ポ ジ シ ョ ン 数 で あ る 。

3.4.24ス ト リ ン グ

ス ト リ ン グ は,分 離 子 を 除 い た,一 連 の 印 字 可 能 キ ャ ラ ク タ で あ る 。A

NSのX12シ リ ー ズ で は,デ ー タ 要 素 コ ー ド は,こ の 要 素 に は 割 り 当 て

ら れ な い 。 デ ー タ 要 素 は,フ ィ ー ル ド 内 で は 左 揃 え と す る 。 空 い た 部 分 に

は,必 要 に 応 じ て ス ペ ー ス を 挿 入 す る 。 ス ト リ ン グ はANで 示 さ れ る 。

ぐtrinEi]〉::=(character>{character>|<space>}

<character>::=<こuppercase _1etter>|〈digit二 〉ト<Special_char>1<コowercase_1etter>|

<other _specia1_Char>

この デ ー タ要 素 の 長 さは,キ ャ ラ クタの ポ ジシ ョ ン数 で あ る。

3.4.2.5日 付

日付 け は,数 字 の な らび で あ り,YYMMDDフ ォ ーマ ッ トの,Is6標

準 日付 け を表 現 し ます 。YYは,今 世紀 内の 年(00～99)で,MMは 月

(01～12),DDは 日(01～31)で あ る。 日付 け はDTで 表 され る 。

〈こdate)〉::=〈year)=[lriont序 〉<(day>

<year>::=<digit×digit>
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<二month>::=〈kligit×digit>

<day>::Kdigit×digit>

この デ ー タ要 素 の長 さは6で あ る.

3.2,4.6時 間

時 間 は 数 字 の 列 で あ り,HHMMフ ナ ー マ ッ トのISO標 準 時 間 を 表 す 。

HHは 時 間(00～24)で,MMは 分(00～59)で あ る 。 時 間 はTMで 表

さ れ る 。

<timel>::=〈hour><ninute>

<hour>::==〈digit×digit)〉

〈minute>::=<digit×digit>

この デ ー タ要 素 の 長 さ(こ の フ ォ ームで の)は4で あ る 。

時 間 の 別 の フ ォー ムが 以 下 の よ う に定義 で き るが,こ れ は 分 よ りも詳 し

い 表 示が 必 要 な時 に使 える 。 この フ ォ ー ムでは,秒 が表 示 で き,オ プシ ョ

ンで1/10秒 まで 可 能で あ る 。

<timd>::=≦<hour)× コninut〔i>〈Second>

〈hour>::=Kliigif>〈digit)〉

〈iriinute>::Pt(digit>〈digit)]〉

<SeCOn(D>::==〈digit)×[kiigit)〉(〈]igit)〉{〈q]igiじ 〉}〕

こ の フ ォ ー ム で の,こ の デ ー タ 要 素 の 長 さ は,使 用 さ れ る キ ャ ラ ク タ ・

ポ ジ シ ョ ン 数 で あ る 。

3.4.3、 デー タ要 素 辞書

辞 書 内 の デ ー タ要 素(ANSIX12.3-1986)は.参 照 番 号 に よ って

参 照 され る。 この 辞 書 は,デ ー タ要 素 タイ プと,長 さ を指 定す る 。
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3.4.3.1デ ー タ要 素参 照 番号

デ ータ要 素 に は,デ ー タ辞 書 内 の位 置 を示 す ため の,参 照 番 号(個 有 の

も の)が 割 り当 て られ る 。

3.4.3.2デ ー タ要 素 タ イプ

以下 の よ うな デ ー タ要素 の タ イ プ(3.4.2参 照)が,辞 書 内 に存 在す る 。

TypeSymbo1

Numeric

Decimal

Identifier

String

Date

Time

Nn(nindicatesdecimalpositions)

R

ID

姻

DT(YYMコMDD)

TM(HHMM)

3.4.3.3長 さ

各 デ ー タ要 素 に は,最 小 長 さ と最大 長 さが割 り当 て られ る 。固定 長要 素

の場 合 は,こ れ らは 同一 で あ る 。各 デ ー タ要 素 タイ プの長 さ特 性 は,3.4.

2で 定 義 され た と お りで あ る 。

3.4.4関 連 要 素 グ ル ー プ

要 素 グ ル ー プ 群 は,単 一 セ グ メ ン ト内 の 全 条 件 情 報 を 解 決 し よ う と す る も

の で あ る 。 デ ー タ ・セ グ メ ン トは,要 素 グ ル ー プ 群 を も つ も の と し て 考 え ら

れ る 。 こ れ ら グ ル ー プ 群 内 の 構 造 は,デ ー タ 要 素 間 の 情 報 の 依 存 性 を 記 述 す

る 必 要 が あ る 。 要 素 グ ル ー プ 群 は,以 下 の よ う に 表 現 さ れ る 。

〈group _ele㎡ 〉::=c〈9ざ〉〔〈elem_qualifier>〈Uざ 〉〕<data_element>{<us>

〈data _element>}〔 〈u_o_㎡ 〉〕

〈elern _qualifier>::=:c(id>

〈u _o_r江〉::==〈its×unit_of_neasure>〔<(tis)x(descriptive_string>〕
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〈unitofmeasure>::=<id>

<descriptive _string>::=<string>

注)こ の例で分 るように,通 常修飾子は,修 飾 され るものの前 に置かれ

る。慣用的に,寸 法 単位 は値の後に付 く。

伊‖:25feet

3.5デ ー タ ・セ グ メ ン ト

デ ータ ・セ グメ ン トは,セ グメ ン トIDを デ ー タ要 素 グル ー プ(各 要 素 は 通

常 は意 味 上 の 関連 性 を もつ)で 構 成 され る 。 デ ー タセ グメ ン トは,一 定 数 の デ

ー タ要 素 で定 義す る 。但 し,セ グ メ ン トの終 りに あ る不 使 用 の 要素 は,送 信す

る必 要 は ない 。

3.5.1デ ー タ ・セ グ メ ン ト 構 成

デ ー タ ・ セ グ メ ン ト は,以 下 の よ う に 構 成 す る 。

<aata -segment>::〈seg_i(f),〈group_elerri)〉{〈 二group_elerri)〉}<tr>

3.5.2デ ー タ ・セ グ メ ン ト識 別 子

各 デ ー タ ・セ グ メ ン ト に は,個 有 の 識 別 子 が 必 要 で あ る 。 こ の 識 別 子 は,

デ ー タ 要 素 と は み な さ れ な い 。 こ れ は 構 文 規 則 の 一 部 で あ り,デ ー タ ・ セ グ

メ ン トの ラ ベ ル と し て 働 く 。

<seg _id>(02/03)::=={<」ppercase_letter>|<digit>}

3.5.3セ グ メ ン ト内の デ ー タ要 素

複 数 の デ ー タ要 素 が 組 合 され て.1個 の デ ー タ ・セ グメ ン トが構 成 され る

場 合,次 に 高い レベ ル の 構 成,追 加特 性 が,使 用の 際 に そ の デ ータ要 素 に適

用 され る。 これ らの 特性 は,3.5.3.1～3.5.3.4に 定 義 され てい る 。
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3.5.3」 ポ ジ シ ョ ン

デ ー タ 要 素 は,デ ー タ ・ セ グ メ ン ト内 で 特 定 の 位 置(ポ ジ シ ョ ン)を も

つ 。 ポ ジ シ ョ ン は,デ ー タ ・ セ グ メ ン トが 定 義 さ れ る 時 に,設 定 さ れ る 。

3.5.3.2要 件 指 示 子

デ ー タ要 素 は,以 下 の3つ の 要 件指 示 子(デ ー タ ・セ グ メ ン ト内の 外 観

を定 義 す る)の 内 の1つ を,も た ねば な らな い 。 これ らの 要 件 指 定 子 の 記

述の 後 ろに は,が っこに 入 った短 縮 コ ー ドが 付 く。

・ 必 須(M):こ の デ ー タ要 素 の 存在 は,デ ー タ ・セ グ メ ン ト内 に含 ま れ

な けれ ば な らな い 。

・ 条 件(C):こ の デ ー タ要 素 は,デ ー タ交換 トラ ンザ ク シ ョン内 のそ

の他 の デ ー タ要 素 の 値 あ るい は 有 無,あ るい は これ らの 両方 に よ って,決

ま る。 これは 通 常,2つ 以 上 の デ ータ要 素(重 さ,測 定 単 位)間 の依 存 性

に基 い て 生 じる 。

・ オ プシ ョ ン(0):こ の デ ータ要 素の 存 在 は,送 信 側 の 自由選 択 に よ る

か,双 方 の取 り決 め に よ る。 これ は情報 を解 釈 す る上 で 必 要 な もので は な

い が,情 報 に意 味 上 の 修 飾 を 加 える もの で あ る 。

令

3.5.3.3参 照指 示 子

デ ータ ・セ グメ ン ト内 の 各 デ ー タ要 素 には,構 造 化 コ ー ド(こ れ が 使 用

され るセ グ メ ン トと,そ の セ グ メ ン ト内の 順 序 位 置 を示 す)が 与 え られ る 。

この コー ドは,デ ータ ・セ グメ ン ト識 別 子 と,そ の 後 の2桁 の 数字(デ ー

タ ・セ グ メ ン ト内の デ ー タ要 素 の 位置 を示 す)で 構 成 され る。 位置(ポ ジ

シ ョン)の カ ウ ン トは,デ ー タ ・セ グメ ン ト内の 最 初 の デ ータ要 素 が01

と して,始 ま る 。例 えば,参 照 指 示 子 のGSO1は,GSデ ー タ ・セ グメ

ン ト内 の最 初 の デ ー タ要 素 を示 す 。
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3.5.3.4関 係 条 件

多 くの場 合,デ ータ要 素 は 情報 を独 自に伝 える こ とが で きる が,情 報 を

伝 え るた め に.ひ とつ また は複 数 の 他 の デ ー タ要 素 に依 存 して い る場 合 も

あ る。 この場 合 には,修 飾子 デ ータ要 素 が,別 の デ ー タ要 素 に対 して 指定

され る 。例 えば,重 さに 関 す る デ ータ要 素 は,ポ ン ド,Kgの よ うなそ の デ

ー タ要 素 の測 定 単位 を指定 す る デ ー タ要素 が な け れ ば ,十 分 な意 味 が表 現

で き な い 。 これ らの 関 係条 件(依 存 性)は,デ ー タ ・セ グメ ン トの 定義 と

い っ し ょに指 定 す る 。

3.5.4デ ー タ の 不 存 在
　

必 須 と指 示 され て い る要 素 は,送 信 され る デ ータ ・セ グ メ ン ト内に 入れ て

お か な けれ ぼ な らな い 。 オ プシ ョ ンの デ ー タ要 素 と,必 要 と され て は い ない

接 頭 分離 子 は,そ れ が セ グメ ン トの終 りに あ る時 は省略 す る こ とがで き る。

ま た も しセ グメ ン トの 終 りで は ない 時 に,デ ー タ要 素 を省 略 す る と,そ の欠

落 は分 離 子 の 出 現 に よ って 示 され る。

3.6ト ラ ンザ ク シ ョ ン ・セ ッ ト

トラ ンザ クシ ョン ・セ ッ トは,一 揃 い の ビジネ ス取 引 き を定義 す る 。X12

規 格 に基 い た 各 トラ ンザ クシ ョ ン ・セ ッ トは,通 常 ビジネ ス に関与 す る各 組織

間で 交 換 され る,ビ ジ ネ ス取 引 き に対 応す る よ うに,生 成 され ねぼ な らない 。

数 個 の 関連 す る トラ ソザ クシ ・ソ ・セ ッ トを,ひ とつ の 機 能 グル ー プに入 れ る

こ とが で きる が,各 トラ ンザ クシ ョン ・セ ッ トは,ト ラ ンザ クシ ョン ・セ ッ ト

制御 番 号 と,識 別 コ ー ドを もた ね ば な らな い 。
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3.6.1構 造

トラ ンザ クシ ョン ・セ ッ トは,以 下 の よ うに組 み 立 て る 。

<transaction _set>::==F<trans_set_header×beginning_segment×data_segme4t_group>

{<data_segment_group>}<trans_set _trailer>

3.6.2開 始 お よ び 終 了 セ グ メ ン ト

ト ラ ン ザ ク シ ョ ン ・ セ ッ トの,開 始 セ グ メ ン ト と 終 了 セ グ メ ン ト は,以 下

の よ う に 組 み 立 て る 。

<trans _set_header>::=ST<9s))〈irans_set_id×gs×trans_set_control_number×tr]〉

<trans _set_trailer>::=SE<gs>〈humber_of_included_segmentぶ 〉〈gぶ〉<trans_set_

controlnumber)〉<tr>

〈numbeたofゴncluded _segments>::=<unsigned_integer>

ト ラ ン ザ ク シ ョ ン ・セ ッ ト識 別 子 は,ト ラ ン ザ ク シ ョ ン ・セ ッ トの タ イ プ

を 定 義 す る 。 こ の 識 別 子 は,ト ラ ン ザ ク シ ョ ン ・ セ ッ ト見 出 し セ グ メ ン トの,

最 初 の デ ー タ 要 素 で な け れ ば な ら な い(〈trans_set_id>)。 こ の 識 別 子

は,各 ト ラ ン ザ ク シ ョ ン ・セ ッ ト ・ タ イ プ に 個 有 の も の で な け れ ば な ら な い 。

要 素 〈trans_setＬd>と 〈trans_seLcontroLnumber>は(両 方

ま と め て)長 期 間 ど の 送 信 者 か ら も 個 有 に 識 別 で き る も の で な け れ ば な ら な

い 。・こ れ は,制 御 目 的 に 使 え る よ う に す る た め で あ る 。

〈transsetid>::=s(i(じ 〉

<trans
.-set_control_number>::⇒<string>

3.6.3ト ラ ン ザ ク シ ョ ン ・ セ ッ ト の 開 始 セ グ メ ン ト

ト ラ ン ザ ク シ ョ ン ・ セ ッ トの 開 始 セ グ メ ン ト は,以 下 の 構 造 に よ る こ と 。

<beginning _segment>::=≦(beg_seg_i(D>〈group_eleiTi)〉{<group_elefri>}<tr>

<beg _seg_id>::<seg_id>
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3.6.4デ ー タ ・ セ グ メ ン ト ・ グ ル ー プ

ト ラ ン ザ ク シ ョ ン 内 の セ グ メ ン トは,反 復 す る こ と も で き,ま た,ル ー プ

内 に 入 れ る こ と も で き る 。 こ れ は,有 界 ル ー プ も 可 能 で あ る 。'

〈liata _segment_grouβ 〉::==<data_segment_repeat>1<aata _segment_loofj>1<bounded_loopl>

3.6.4.1デ ー タ ・セ グ メ ン トの 反 復 出 現

有 意 構 成 体(semanticconstruct)の 複 数 回 の 出 現 が 必 要 な 時 は,1個

の デ ー タ ・ セ グ メ ン ト,あ る い は デ ー タ ・セ グ メ ン ト ・ グ ル ー プ の 繰 り返

し に よ っ て 供 給 す る 。1個 の デ ー タ ・セ グ メ ン トを 連 続 的 に 反 復 す る 時 は,

最 大 使 用(反 復 さ れ る 出 現 数 に 上 限 を 設 定 す る)は,個 々 の ト ラ ン ザ ク シ

ョ ン ・セ ッ ト規 格 の 定 義 の と お り と す る 。

<data _segment_repeat>::=<aata_segment>{〈data_segment>}

・3.6.4.2デ ー タ ・セ グ メ ン ト ・ル ー プ

デ ー タ ・ セ グ メ ン ト ・ル ー プ は,以 下 の よ う に 組 み 立 て る 。

ル ー プ の 反 復 を 設 定 す る に は,ル ー プ 内 の 最 初 の デ ー タ セ グ メ ン トを 出

現 さ せ る 。 各 ル ー プ は,特 定 の ト ラ ン ザ ク シ ョ ン ・セ ッ ト規 格 内 で 定 義 さ

れ る,反 復 の 最 大 回 数 の カ ウ ン トを も っ て い る 。 こ れ は ル ー プ 反 復 カ ウ ン

トで あ る 。 各 ル ー プ は ト ラ ン ザ ク シ ョ ン ・セ ッ ト内 で ネ ス ト化 す る こ と も

で き る 。 ネ ス ト化 さ れ た 場 合,内 側 の ル ー プ は す べ て,外 側 の ル ー プ が 終

了 す る 前 に,終 了 し な け れ ば な ら な い 。

<data _segment_IooP>::-Kloop_.beg_seg>{<(data_segment>}

〈100p _beg_seg)S:=〈loop_seg_i(じ 〉〈(group_elerri〕〉{〈group_elerri)〉}<tr>

〈100psegid)〉::=一=((segid>

本 規 格 を使 用 し て規 格 を設 定 す る 団 体 に よ って指 定 され て い る場 合は,

ス タ ー トお よび エ ン ド・ル ー プ制 御 セ グメ ン トに よ って,ル ー プの 範 囲 を

定 め る 。 ル ー プ自体 が オ プシ ョ ンの 場 合 は,こ れ らの ル ー プ開始 お よび終

■
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了 セ グ メ ン ド が 現 れ て は い け な い 。

<b・und・d -1・ ・ab::一一〈(1・・P.header×d・t・.・egment .1・・P>〈1・ ・P-trail・ ・〉

〈100p -header>::=LS<gs×100p _id×tr>

<100p _.trailer>::=LE<gs×100p_id×tr>

〈100p _id>::==<id>

3.6.5ト ラ ンザ ク シ ョン ・セ ッ ト内の デー タ ・セ グ メ ン ト

複 数 の デ ータ セ グメ ン トが 組 合 され て,1個 の トラ ンザ クシ ョ ン ・セ ッ ト

が 形 成 され る場 合(次 に 高い 構 成 体)2つ の 特 性 が 使 用 され る デ ー タ ・セ グ

メン トに適用 される。(要 件 指 示 子 と,ト ラ ンザ クシ ョ ン ・セ ッ ト内 の位 置)

3.6.5.1デ ー タ ・セ グ メ ン ト要 件 指 示 子

デ ー タ ・セ グ メ ン トは,ト ラ ンザ クシ ョン ・セ ッ ト内 の 外 観 を定 義す る,

以 下 の 要件 指 示 子の 内 の ひ とつ を も たね ば な らない 。 要 件 指示 子 の定 義 の

後 に は,か っこ に入 った短 縮 コ ー ドが付 く。

・ 必 須(M):こ の デ ー タ ・セ グ メ ン トは ,ト ラ ンザ ク シ ョン ・セ ッ ト内

に含 め る。 デ ータ ・セ グメ ン ト・ル ー プ内 には,デ ー タ ・セ グ メ ン トが必

要 で あ る が,ル ー プ自体 は オ プ シ ョンで あ る。

・ オ プ シ ョン(0):こ の デ ータ ・セ グ メ ン トの 使 用 は
,送 信 側 の 自 由選

択 とす るか,双 方 の合 意 に よ って も よい 。

・ 浮 動(F):こ れ は ,開 始 セ グメ ン トと トラ ンザ クシ ョ ン ・ トレー ラの

間 の ど こにで も使 えます 。 主 と して,機 械 に で は な く人 間 に対 す る メモで

す 。

3.6.5.2デ ー タ ・セ グ メ ン ト ・ ポ ジ シ ョ ン

ト ラ ン ザ ク シ ョ ン ・ セ ッ トの 指 示 子 は,そ の トラ ン ザ ク シ ョ ン ・ セ ッ ト

内 の デ ー タ ・ セ グ メ ン トの 相 対 位 置 を 指 定 す る 。 そ の セ グ メ ン トの オ プ シ
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ヨソおよび浮動 型要件指示子 の有す る柔軟性 のもとで,こ の位 置決めが行

われる。

3.7機 能 グ ル ー プ

機 能 グ ル ー プ は,類 似 し た ト ラ ン ザ ク シ ョ ン ・ セ ッ ト の 集 ま り で あ る 。 例 え

ば,発 注 に 関 連 す る ・一連 の ト ラ ソ ザ ク シ ・ ソ ・ セ ッ ト は,1個 の 機 能 グ ル.一 プ

で あ る 。 機 能 グ ル ー プ は,機 能 グ ル ー プ 見 出 し で 始 ま り,機 能 グ ル ー フ.・ ト レ

ー ラ で 終 る 。

<functiona1 _group>::Kfunction_header×transaction_set>{<transaction_set>}

<functiontrailer>

<function _header>::=二GS〈gs×fun(三tion×gs)×(app_connection_id×gs×fg_date>

<gs×fg _time><gs×function_control_number×gs>

<standar(9>〈gs×version×tr>

こ の 機 能 は,機 能 グ ル ー プ 内 に 含 め ら れ る ト ラ ソ ザ ク シ ・ ソ ・ グ ル ー プ を 定

義 す る 。

〈function>::==〈id>

<apP _connection_id>::=s(app_sとnder_id×gs×apP_rece三ver-id>

<apP _receiver_id>::Kid>

`

<app _sender_id>{:slid>

<fg
_date>ミ:==〈date>

<fg
..timel>::Ktime>

〈functioncontrolnumber>::=〈numeric> .

〈standard>ご:==〈id>

<version>::=<id>

〈fun。ti。 。一・,ai1・ ・〉::=・GE〈g、 × 。。.incl。d,d.setsix9・ ×functi。n-c。nt,61.。 ㎜b・ ・〉

<tr>・,

<noincludedsets>::=〈numeri(〉
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4.意 味 解 釈

4.1ト ラ ン ザ ク シ ョン ・セ ッ トの セ ク シ ョン

多 くの トラ ンザ クシ ョ ン ・セ ッ トは,以 下 の よ うな エ リアで 定 義 され る 。見

出 しエ リア:デ ー タ全 体 に共 通 な 情報 が置 か れ る 。詳 細 エ リア:大 き な ル ー プ

を形 成 す る もの で,そ の 中 で デ ー タ ・セ グメ ン トが 反 復 され る 。要 約 エ リア:

要 約 情 報 が 置 か れ る 。

4.2デ ー タ ・セグ メ ン トの 優先 性

デ ータ ・セ グ メ ン トの 優 先性 に 関 す る以 下 のル ール は,次 の 場 合 に 適用 され

る 。す な わ ち,デ ー タ ・セ グ メ ン ト識 別 子 に よ って識 別 され たあ る デ ータ ・セ

グ メ ン トが,ト ラ ンザ クシ ョ ン ・セ ッ ト内 の複数 の位 置 に現 れ,ど ち らの セ グ

メ ン トを適 用す るか で 意 味 が 変 わ る場合 で あ る。見 出 しエ リア に現 れ る セ グメ

ン トは,ト ラ ンザ クシ ョ ン全 体 に 適 用 され る 。同 じセ グ メ ン トで 意 味 の変 った

もの が,ル ー プの発 生 中 に存 在 す る時 は,そ の ル ー プの発 生 期 間 中 は そ の よ う

に 適用 され ない 。 同様 に,ネ ス ト化 され た ル ープの場 合,内 側 の ル ー プ内 に あ

る セ グメ ン トは,外 側 の ル ー プ内の そ の セ グメ ン トを変 えて しま う。
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5.制 御 セ グ メ ン トの記 述

制 御 デ ー タ ・セ グ メ ン トは,5.1～5.3の よ うに 記述 す る。 この セ グ メ ン トの

実 際 の 指 定 の しか た は,ANSIX12.22-1986の よ うにす る。 制御 セ グ メ

ン トの 構 造 は ・ デ ー タ ・セ グメ ン トと 同 じで あ るが,ビ ジ ネ スの 取 引 き デ ー タで

は な く,制 御 情 報 を伝 え るの に使 用 され る 。

5.1ル ー プ 制 御 セ グ メ ン ト

ル ー プ ・ エ ン ベ ロ ー プ は,ル ー プ見 出 し(LSセ グ メツ ト)と,ル ー プ ・ ト

レ ー ラ(LEセ グ メ ン ト)で 構 成 さ れ る 。 ル ー プ 見 出 し は,デ ー タ ・セ グ メ ン

トの ル ー プ の 始 ま り を 定 義 し,そ の ル ー プ の ル ー プ 識 別 子 を 提 供 す る 。 ル ー プ ・

ト レ ー ラ は,デ ー タ ・セ グ メ ン トの ル ー プ の 最 後 の 発 生 を 定 義 す る 。

5.2ト ラ ン ザ ク シ ョ ジ ・セ ッ ト制 御 セ グ メ ン ト

ト ラ ン ザ ク シ ョ ン ・セ ッ ト ・ エ ン ベ ロ ー プ は,ト ラ ン ザ ク シ ョ ン ・ セ ッ ト見

出 し(STセ グ メ ン ト)と,ト ラ ン ザ ク シ ョ ン ・ セ ッ ト ・ ト レ ー ラ(SEセ グ

メ ン ト)で 構 成 さ れ る 。 ト ラ ン ザ ク シ ョ ン ・セ ッ ト見 出 し は,各 ト ラ ン ザ ク シ

ョ ン ・ セ ッ トの 始 ま り とIDを 識 別 す る 。 ト ラ ン ザ ク シ ョ ン ・ セ ッ ト ・ ト レ ー

ラ は,ト ラ ン ザ ク シ ョ ン ・ セ ッ トの 終 り を 定 義 し,デ ー タ ・セ グ メ ン トの カ ウ

ン ト を 提 供 す る 。

5.3機 能 グ ル ー プ 制 御 セ グ メ ン ト

機 能 グル ー プ ・エ ンベ ロー プは,機 能 グル ー プ見 出 し(GSセ グ メ ン ト)と,

機 能 グル ー プ ・ トレー ラ(GEセ グメ ン ト)で 構 成 さ れ る 。機 能 グル ー プ見 出

しは,関 連 トラ ンザ ク シ ョン ・セ ッ トの グル ー プを,開 始 させ,識 別す る 。 そ

して,制 御 番 号 と,ア プ リケ ー シ ョ ン識別 情報 を提 供 す る 。機 能 グル ー プ ・ ト

ワ
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レ ー ラ は,関 連 ト ラ ソ ザ ク シ ・ ソ ・セ ッ トの 機 能 グ ル ー プ の 終 り を 定 義 し,含

ま れ て い る ト ラ ン ザ ク シ ョ ン ・セ ッ トの カ ウ ン トを 提 供 す る 。

5.4制 御 セ グ メ ン ト間 の 関 係

本 規 格 の 制御 セ グメ ン トは,こ の 小項 目の 説 明の よ うに,ネ ス ト化 関 係 を も

つ 。制 御 セ グメ ン ト名 の 前 に あ る文 字 は,デ ー タ ・セ グ メ ン トの識 別 子 で あ る。

GS機 能 グル ープ見 出 し:関 連 トラ ソザ クシ ・ ン ・セ ッ トの グル ー プを始 め

る。

STル ー プ見 出 し:デ ー タ ・セ グメ ン トの 有 界 ル ー プを始 め る 。

LSル ー プ見 出 し:内 側の ネ ス ト化 有 界 ル ー プを終 了 す る 。

LEル ー プ ・ トレー ラ:デ ー タ ・セ グ メ ン トの有 界 ル ー プを終 了す る 。

SEト ラ ンザ クシ ョン ・セ ッ ト・ トレー ラ:ト ラ ンザ ク シ ョン ・セ ッ トを 終

了す る 。

GE機 能 グル ー プ ・ トレ ーラ:関 連 トラ ンザ ク シ ョン ・セ ッ トの グル ー プを

終 了 す る 。

それ ぞ れ が トラ ソザ クシ ・ソ ・セ ッ トを 表 すg複 数 のST/SEペ ア を,1

個 の機 能 グル ー プ内で 使 うこ と もで き る 。 また,そ れ ぞ れ が 有界 ル ー プを表 す 。

複 数 のLS/LEペ ア を,1個 の トラ ンザ クシ ョン ・セ ッ ト内 で使 うこ ともで

き る 。
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1,目 的 と範 囲

■

この規 格 は フ ォ ー マ ッ トを規 定 し,イ ンボ イ ス ・ トラ ンザ ク シ ョン ・セ ッ トの

デ ー タ内 容 を 確定 す る 。 この イ ンボ イ ス ・ トラ ンザ クシ ョン ・セ ッ トは,商 品 や

サ ー ビスの供 給 に 対す る請 求 書 に 関す る,慣 習的 に確立 され た 商工 業 上 の 慣 行 を

規 定 す る も の で あ る 。

今
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2.参 照 す べ き,お よ び 関 連 す る ア メ リカン ・ナ シ ョナル ・スタ ンダー ド

電 子 式 ビジ ネ スデ ー タ通 信 に関 す る,ア メ リカ ン ・ナ シ ョナ ル ・ス タ ン ダー ド

のX12シ リーズは,相 互 に関連 して い る。 以 下 の規 格 は,本 規 格 を解 釈 し,理

解 し,使 用 す る上 で 必 要 な もの で あ る 。

ANSIX12.3-1986,]迦taElementDictionary

ANSIX12,6-1986.ApplicationControlStructure

ANSIX1220-1986,FunctionalAcknowledgment(997)

ANSIX12.22-1986,DataSegmentDirectory

これ らの 規 格 が,ア メ リカ ン ・ナ シ ョナル ・ス タ ンダー ド協 会 の 承 認 を受 け て

改 訂 され た場 合 は,そ の 改 訂 版 が 適 用 され る。
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3.用 語 と定 義

、

ApplicationControlStructure,ANSIX12.6-1986は,電 子 式 ビジ

ネ ス ・デ ー タ通信 に 関 連 す るす べ て の 用 語 の,正 式 な定 義 を含 む 。以 下 の定 義 は,

正 式 の定 義 に基 くもの で あ り,そ の概 略で あ る 。本 規 格 の理 解 の 助 け とな る よ う

に 掲げ た 。

3.1ト ラ ンザ ク シ ョン ・セ ッ ト

トラ ンザ クシ ョ ン ・セ ッ トは,電 子 式 ビジ ネ ス ・デ ー タ通 信 を 行 う当事 者 間

に おい て,意 味 の あ る もの を伝 えるた め に交 換 され る,デ ー タの 集 ま りで あ る 。

トラ ソザ クシ ・ソ ・セ ッ トは,共 通 の ビジネ ス文 書 を表 す,特 定 の デ ー タ ・セ

グメ ン ト ・グル ー プで 構 成 され る 。例 えば,購 入 注文 書 や,請 求書 が そ れ で あ

る。 各 トラ ンザ クシ ョ ン ・セ ッ トは,ト ラ ンザ クシ ョン ・セ ッ ト見 出 しで始 ま

り,そ の セ ッ トの種 類 に個 有 の,開 始 デ ー タ ・セ グ メ ン トが そ の後 に 続 く。 ト

ラ ンザ ク シ ョン ・セ ッ ト ・ トレー ラ に よ って 終 了す る。

、

3.2デ ー タ ・セグ メ ン ト

デ ー タ ・セ グ メ ン トは,ト ラ ンザ クシ ョ ン ・セ ッ ト内 に お け る,中 規 模 の情

報 単 位 で あ る。 デ ータ ・セ グ メ ン トは,論 理 的 に 関 連 した デ ー タ要 素 群(指 定

され た 順序 で)か ら構 成 され る 。 デ ー タ ・セ グ メ ン トは,そ の最 初 の キ ャ ラ ク

タを 含む デ ータ ・セ グ メ ン ト識別 子(事 前 に定 義 され てい る)を もつ 。複 数 の

デ ー タ ・セ グメ ン トが 組 合 され て,1個 の トラ ンザ クシ ョ ン ・セ ッ トを形 成 す

る場 合,そ れ らと トラ ンザ クシ ョン ・セ ッ トとの 関 係は,デ ータ ・セ グメ ン ト

要 件 指 示子 と,デ ー タ ・セ グメ ン ト ・シ ーケ ン スに よって,定 義 され る 。 デ ー

タ ・セ グメ ン トは 反 復 され る こ と もあ り,複 数 の デ ータ ・セ グメ ン ト・グル ー

プが,ル ー プと して 反復 され る こ と も あ る。
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3.3デ ー タ ・セ グ メ ン ト識 別 子

各 デ ー タ ・セ グメ ン トは,2つ ま たは3つ の 大 文 字 の英 字 と数 字 で 構 成 され

る ・独 自の 識 別 子 を もつ 。 この 識 別 子 は,デ ー タ ・セ グ メ ン トの 名 前 と して の

役 目を も ち,そ の 最 初 の 位 置 に 置 か れ る 。 デ ー タ ・セ グ メ ン ト識 別 子 は,デ ー

タ要 素 で は な い 。

3.4デ ー タ ・セ グ メン ト要 件指 示 子

デ ー タ ・セ グ メ ン トは,以 下 の3つ の 要件 指 示 子(ト ラ ンザ クシ ョ ン ・セ ッ

ト内 に 出現 す る必 要 性 を指 定す る)の ひ とつ を もつ 。 要 件 指 示 子の 短 縮 コ ー ド

は,か っ こ内 に示 さ れて い る。

必 須(M):こ の セ グ メ ン トは,ト ラ ンザ ク シ ョ ン ・セ ッ ト内 に現 わ る。

オ プシ ョ ン(O):こ の セ グメ ン トの,ト ラ ンザ クシ ョ ン ・セ ッ ト内の 出現

は,送 信 側 の 自由選 択 とす る こ と もで き,双 方 の合 意 に基 くこ と もで き る 。

浮 動(F):こ の 指示 子 は,オ プシ ョンの デ ータ ・セ グメ ン トに 用 い られ る。

その 出 現 場 所 は,開 始 セ グ メ ン トと トラ ンザ ク シ ョ ン ・セ ッ ト ・ トレ ー ラの 間

の,任 意 の3エ リアで あ る。

3.5デ ー タ ・セ グ メ ン ト ・シー ケ ン ス

各 デ ー タ ・セ グ メ ン トは,ト ラ ンザ ク シ ョ ン ・セ ッ,ト内 にお いて,個 々の順

番 を もつ 。 デ ー タ ・セ グメ ン トは,"浮 動"と 指 定 され た セ グメ ン ト以 外は,

そ の順 序 で表 示 され る 。 こ の浮 動 と指 定 され た セ グ メ ン トは,開 始 セ グメ ン ト

と トラ ンザ クシ ョ ン ・セ ッ ト・ トレー ラには さ まれ て,ト ラ ンザ ク シ ョ ン ・セ

ッ ト内 の どこ にで も表 示 す る こ とが で き る 。 デ ータ ・セ グメ ン トは,以 下の3

つ の エ リアの どこ にで も表 示 で き る 。

見 出 しエ リア:デ ー タ ・セ グ メ ン トが この エ リアに表 示 され る と,そ れ は ト

ラ ンザ ク シ ョン全 体 に効 果 を及 ぼ す 。

`
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●

詳 細 エ リア:こ の エ リア の デ ー タ ・セ グメ ン トは,当 該 詳 細 情報 の み に関 与

す る 。見 出 しエ リアで の 類 似 の 指定 に優 先す る もの で あ る 。

合 計 エ リア:こ の エ リアの デ ー タ ・セ グメ ン トは,コ ン トロール ・ トータ ル,

あ る いは,そ れ らの トー タルに対 して な され た ア ク シ ョンの み を もつ 。例 えば,

オ ーバ ーオ ール ・デ ィ ス カ ウ ン トな どで あ る 。

3.6セ グ メ ン トの最 大 使 用 数

デ ータ ・セ グ メ ン ト要 件 指示 子 の(M)や(0)を も つ デ ータ ・セ グ メ ン ト

の 中に は,ト ラ ンザ クシ ョン ・セ ッ ト内の そ れ ぞれ の位 置 に お いて,何 回 も反

復 され る もの が あ る 。表1,2お よび3の"最 大 使 用 数"は,ト ラ ンザ ク シ ョン

内 の指 定 の位 置 に お いて,1個 の セ グメ ン トが連 続 して反 復 出現 す る最 大 の 回

数 を示 した もので あ る。

デ ー タ ・セ グメ ン ト要 件 指示 子 の"浮 動"(F)を もつ セ グメ ン トの場 合 は,

"最 大 使 用"は
,ト ラ ンザ クシ ョン内での 使 用 を許 され た 各 位 置 に お け る,セ

グメ ン トが連 続 して 出現 す る ことの で き る最大 回数 を示 す 。

,

3.7デ ー タ ・セ グ メ ン トのル ー プ

トラ ンザ クシ ョ ン ・セ ッ ト内 にお いては,論 理 的 に 関連 した デ ー タ ・セ グ メ

ン トの 特定 グル ー プ群 は,常 に い っ し ょに現 れ る。 これ らの セ グ メ ン ト ・グル

ー プ群 をル ー プ とい う。ttル ー プID/反 復 カウ ン ト"(表1,2,お よび3)

は,ル ー プの位 置 とネ ス テ ィ ン グ,な らび に,ト ラ ンザ クシ ョ ン内 の特 定 の位

置 に 各 ル ー プが 出現 す る こ とを 許 され た 回 数 を 示 す 。 ル ー プは,他 の ル ー プ

内 に ネス ト化 して も よ い 。但 しこの場 合,内 側 の ル ー プは,外 側 の ル ー プよ り

先 に 終 了 しな けれ ば な らな い 。
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3.8ト ランザ ク シ ョン ・セ ッ ト識 別子

トラ ンザ ク シ ョ ン ・セ ッ ト識 別 子 は,ト ラ ンザ クシ ョ ン ・セ ッ トの 種 類(タ

イ プ)を 指 定 す る 。 この識 別 子 は,ト ラ ンザ クシ ョ ン ・セ ッ ト見 出 しセ グメ ン

トの,最 初 の デ ー タ要 素 で あ る。 この識 別 子 は,ト ラ ンザ ク シ ョン ・セ ッ トの

各 種 類 に個有 の も の で あ る 。

3.9価 幣価 値

特 定 の デ ー タ ・セ グ メ ン ト内 に現れ る価 格 価 値 は,当 該 トラ ンザ クシ ョ ン ・

セ ッ トの発 生 国 の 通 貨 を 表 す 。 但 し,ト ラ ンザ クシ ョ ン ・セ ッ ト内 に,オ プ シ

ョン通 貨(CUR)セ グメ ン トの 指定 が あ る場 合 は 別 で あ る 。

CURセ グメ ン トを用 い れ ば,外 国の 通 貨 を 指 定す る こと もで き,ま た,あ

る 国の もの を別 の 国 の 通貨 に 変 える こ と もで き る 。

3.|0機 能 グ ル ー プ 識 別 子

各 ト ラ ン ザ ク シ ョ ン ・セ ッ トは,機 能 グ ル ー プ と 呼 ば れ る,類 似 の ト ラ ン ザ

ク シ ョ ン ・セ ッ ト の 集 ま り に 含 ま れ て い る(ANSIX12 .6-1986)。

イ ン ボ イ ス ・ ト ラ ン ザ ク シ ョ ン ・セ ッ ト1に対 す る 機 能 識 別 子 は,INで あ る 。

`

∠
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4.ト ラ ン ザ ク シ ョ ン ・セ ッ トの 仕 様

4.1序

トラ ンザ ク シ ョ ン ・セ ッ トの 仕 様 につ いて は,4.2,4.3,4.4,お よ び,

表1,表2,表3に 示 され て い る 。 これ らの 表は,デ ータ ・セ グ メ ン ト ・シ ー

ケ ン ス,要 件指 示 子,最 大 使 用,お よび,ト ラ ンザ クシ ョン ・セ ッ トの3エ リ

アの そ れ ぞ れ に対 す る ル ー プID/反 復 カウ ン トを示 して い る。特 定 の セ グ メ

ン トや ル ー プの 使 用法 に つ いて の 注釈 も添 え られ てい る 。

4.2見 出 し エ リ ア

見 出 し エ リ ア に 関 す る デ ー タ ・セ グ メ ン ト ・シ ー ケ ン ス は,表1の と お りで

あ る 。(デ ー タ ・セ グ メ ン トの 図 に つ い て は,ANSIX12.22-1986

を,参 照 の こ と)

4.3詳 細 エ リ ア

詳 細 エ リ ア の デ ー タ ・ セ グ メ ン ト ・ シ ー ケ ン ス は,表2の と お りで あ る 。

(デ ー タ ・セ グ メ ン トの 図 に つ い て はANSIX12.2-1986を 参 照 の こ

と)

4.4合 計 エ リ ア

合 計 エ リ ア の デ ー タ ・セ グ メ ン ト ・ シ ー ケ ン ス は,表3の と お りで す 。(デ

ー タ ・セ グ メ ン トの 図 に つ い て は ,ANSIX12.22-1986を 参 照 され

た い)
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表1見 出 し エ リ ア の デ ー タ ・セ グ メ ン ト ・ シ ー ケ ン ス

TablelDataSegmentSequencefortheHeadingArea

〈.り

Segment

Idcntifier

②

Title

(3)Requirc－ ⑤

【ncnt(t)1メ)opID/

Desig-MaxRepeat

natorUscCount

⑥Explanatory

Comments・

STTransactionSetIl∋ader⑦

BIGBcginningSegment(五lvoice)⑧

NTENote(b)

CURCurrcnCy⑩

NINa∫ ㎎ ⑪

N2Addili・nalrSLme⑫

N3SlrectMdrcss⑬

N4Cityン/State⑪

REFReferenceNumbers⑮

PERMministrativeCo㎜micationsContact⑯

ITDTemsofSale/DeferredTersnsofSale⑰

DTMDate/TimeReference⑱

FOBF.O.B.Rclatedlnslructi・nS⑲

M

M

F

O

O

O

O

O

O

O

O

O

O

10

一 「 ⑳旨:1㌧蒜 惚=∴
y.

2N1/200

L」

…

①セ グメ ン ト識別子 ②タイ トル ③要件指示子 ④ 最大使 用数 ⑤ ループI

D/反 復 カウ ン ト ⑥注釈 ⑦ トランザ クシ ョン ・セ ッ ト見 出 し ⑧開始セ グ

メ ン ト ⑨注 ⑩通貨 ⑪名前 ⑫追加名 ⑬番 地 ⑭ 市/州 ⑮参照番 号

⑯行政的通信 コンタ ク ト ⑰販売条件/販 売の遅 延条件 ⑱ 日付/時 間参照

⑲F.O.B.関 係指示 ⑳ ル ープN1は オ プシ ョンだが,使 用す る時は,セ グメ

ン トN1が 必須 となる。

亀
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表2詳 細 エ リ ア の デ ー タ ・ セ グ メ ン ト ・シ ー ケ ン ス

Table2DataSegmentSequencefortheDetailArea

書 Segment

Ident`〔ier cgTitle

③Require－

㌶し瓢
natorUse

⑤

Leepl[L/

Repeat

Count

⑥Exptanat。ry

C㎝ments

1品

1哀

:蒜

{㌃

;↑D

ミl
N;

,

。認
CAD

㍑ 蒜 ㍗D　 ⑦'9

i蒜 掬 、?蒜1⑨8

告1二:顎㌫ 漂_、 。⑫9

鑑=illl(聯 ㌫ ⑬8

ミ癬`』=「 「edTeaf'S.fSale⑮;"

撫 惚 隠 蟹8

;}託二:二怠 』 魯:

㌫ 、。繍 惣"c⑪8
CarrierDeail蓼0

,61
2

1

－
ITI/200.000

τL
」

⑳Atl

ITIi5required.

tloOP

⑳LoopNI'ρ'bt'fused.

segmentNI'dy

① セ グメ ン ト識 別子 ② タイ トル ③要件指示子 ④最大使用数 ⑤ループI

D/反 復 カウ ント ⑥注釈 ⑦ ベ ース ライ ン項 目デ ータ ⑧通貨 ⑨サ ブライ

ン項 目詳細 ⑩項 目記述 ⑪追 加項 目デ ータ ⑫価格設定/割 引き情報 ⑬項

目物理情報 ⑭給付 または料 金 ⑮販売条件/販 売遅延条件 ⑯ 名前 ⑰追 加

名 ⑱番地 ⑲市/州 ⑳参 照番号 ⑳行政的通信 コ ンタ ク ト ⑫ 日付/時 間

参照 ⑳運搬 者詳細 ⑳最低 ル ープIT1が ひ とつ必 要 ⑳ ルー プN1は オ プ

シ ・ソであるが,使 用す る時は,セ グメ ントN1が 必須 となる。

●
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表3合 計 エ リ ア の デ ー タ ・ セ グ メ ン ト ・ シ ー ケ ン ス

Table3DataSegmentSequencefortheSummaryArea

①

Segment

Identifier ②Title

③Requ`re－ ⑤

menlさ)1ρ ・plD/

Desig-MaxRepeat

natorUseCount

⑥Explanat・ry

Comments

TDSTota1M・netaryValueSunmary⑦M

CADCarriDetail⑧O

ITAAH[waeorCharge⑨O

ISSlnvoiShipmentSu㎜ary⑩O

CTTTranstinTotals◎M

SETrantionSetTrailer(End)⑫M

1

⑬Numbe}。flineit㎝s(㎝OI)is

theaccumulationofthenumber

otITlsegments.

⑭Ifused,hash・tal(㎝02)isthe

sumofthevauesofquantity

invoiced(ITO2)foreachITl

segmentandeegoods(1「rA12)

foreachITAsegment.

① セ グ メ ン ト識 別 子 ② タイ トル ③ 要件 指示 子 ④ 最大 使 用 数 ⑤ ル ープI

D/反 復 カ ウ ン ト ⑥ 注 釈 ⑦ 価 格 価 値 総 合計 ⑧ 運 搬 者 詳細 ⑨ 給 付 また は

料 金 ⑩ イ ンボ イ ス ごシ ップ メ ソ ト・サ マ リ トラ ソザ クシ ョソ合 計 ⑫ ト

ラ ンザ クシ ョン ・セ ッ ト ・ トレ ー ラ(終 了)⑬ ラ イ ン項 目数(CTTO1)

は,IT1セ グメ ン ト数 の 累積 で ある 。⑭ 粗 合 計(CTTO2)を 用 い る場 合

は,各IT1セ グ メ ン トの 請 求 量(IT102)と,各ITAセ グ メ ン トの免

税 品(ITA12)の 合 計額 で あ る 。

イ ンボ イ ス ・ トラ ンザ ク シ ョン の例

この 付 録 に は,ANSIX12.2-1986の 要 件 に基 いた イ ンボ イ ス書類

の1例 が 掲 載 され て い る 。 図A1は オ リジナ ル の イ ンボ イ ス書 類で あ る 。 図A2

の右 側 は,イ ンボ イ ス の 各部 分 で あ り,左 側 は,そ れ らの 各 部 をANSIX1

2.2-1986の 規 格 に合 うよ うに翻 訳 され た デ ー タ ・セ グメ ン トで あ る 。

図A2の イ ンボ イ ス例 は,イ ンボ イ ス ・ トラ ンザ ク シ ョン ・セ ッ トを構 成 す る,

す べ て の セ グ メ ン トの使 用 法 を示 した もの で は ない 。簡 単 な イ ンボ イ ス文 書 の,

規 格 に基 い た コ ー ド化 を示 した にす ぎ な い 。 よ り複 雑 な 文書 の 場 合 は,表1,2,

お よび3に 示 され て い る ナ プシ ョ ンの セ グ メ ン トを使 うこ とに な る。
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ORIGINAL

INVOICE
;,li"リジ ナ ル?イ ン ボ イ ス

一
〇
〇
ー

CUSTORDERNO(顧 客注 文番号)-P989320

CONTRACTNO(契 約番号)

PARTIALORDERNO

ORDERDATE(発 注 日)6/25/81

SHIPDATE(発 送 日)7/13/81

〈請 求 先)CHARGETO

ACMEDISTRIBUTINGCOMPANY

P.O.BOX(私 書 箱)33327

ANYTOWN,NJ45509

(数 量)(単 位)(番 号)

「一ー－bQuANTITYT-uNIT「No

CUSTREFNO-6004F

(顧 客 参照番号)

(発 送 先)SHIPTO

THECORNERSTOR『E

601FIRSTSTREET

CROSSROADS,MI48106

INVOICENO-1234567

(イ ンボイス 番 号)

日付DATE7/13/81

3

12

4

1

INVOICETOTAL

(請 求 合計)

CS6900

EAP450

EA1640Y

DZ2507

DESCRIPTION(記)一 一

①CELLULOSESPONGES

②PLASTICPAILS③
YELLOWDISHDRAINER

④61NPLASTICFLOWER

① セル ロー ス ・スポ ンジ
③ 黄 色食器 水切 り

POTS

(送金先)REMIT

SMITHCORPORATION
900EASYSTREET

BIGCITY,NJ15455

TERMSDATE(契 約 日)7/13/81

TERMSOFSALE…

(販 売 条 件)2%IOTHPROX

(連 絡 先)

CORRESPONDENCETO:

C.D.・JONES

(618)555-8230

rPRICE(価 格)一

12.75

.475

.94

3.40

② プラスチ ック ・バ ケツ④
6イ ンチ ・プラスチ ック植木 鉢

PLEASE PAYTHIS

(御 支払 額)

AMOUNT

SHIPPER(発 送者)7/14/81

51.11

(運 送会社)VIACONSOLIDATEDTRUCKB/L28713

FigureA1図Al

OriginalInvoice(オ リ ジ ナ ル ・ イ ン ボ イ ス)



FormatforEBDI

EBDIの フ ォ ー マ ッ ト

RelatedInvoiceSection

対 応 す る イ ン ボ イ ス の 部 分

ST*810*0001N/L・

BI〔.i*81〔}713*1234567*810625*P989320ト レ/L

DATE(日 付)7/13/81

発注 日

OtlDERDATn6/25/Sl

INVOICENO(イ ンボイス番号)-1234567

顧客 注 文番号

CUBTOIU)ERNO.-P989320

一
切
Φ
ー

Nl*13'1*A〔 玉肥1)RISTRIBu'1'lrsGCO.M/L

N3*P.0.BOX33327N/L

N4*Avs:YIUNN*Nl*45509N/L

N1*S「1*「11{ECORNERSTOIUこ トuaし

N3*601FlRSTSTREETN/L

N4*CROSSROA」)S*MI*48106

N三*SE*SMl'fiIOORPORATIONN/L

N3*900EASYST田D6TN/L

N4*BIGCITY*NJ*15455

PER*BU*(}.D.JONNES*frE*618-555-8230

ITD*01*03*2**10N/L

σIA皿GEIY)請 求 先
・

A(MこDISTIUBしrrINGCOMPANY

P.0.BOX:ハ3327有 、♂}箱

ANYTOWN,NJ45509

SIIIP'1℃ 発送 先

THECORNERS「1て)RE
601FIRSTSTRE【CT

CROSSROADS,M1.48106

R函ITID送 金先
・.

SMITHCORPORATION
900EASYSTREET

BIGCITY,NJ.15455

00RRESPONDENCE1℃ 連 絡 先

ITl**3*CA*12.75*VC*CN*6900*FI〕*CELLULOSESPONGEN/L

IT1**12*EA*.475*VC*CN*p450*FD*PLASTICPAILSN/L

ITI**4*EA*.94*VC*CN*1640Y*FD*YELLαVDISHDRAINERN/L

IT1**1*D2*3.40*VC*CN*2507*FD*61NPLへSTICFLC真VERPOTSN/L

TERrvSOFSALE販 売条 件
2%1㎝{PROX

QUANTITY

数量
3

12

4

1

UNIT

単位
CAS

以
猷
DZ

NO.

番 号
6900

P450

1640Y

2507

DESCRIPTIONPRICE

記 価格

①CELLULOSESPONGESl2.75

8
PLASTICPATLSO,475

YELLOIYDISHDRAINERO、94

④61NPLASTICFLαVERPOTS3.40

① セル ロー ス ・ス ポ ンジ ② プ ラスチ ック ・バ ケ ツ④
6イ ンチ ・プ ラスチ ック植 木 鉢

運送会社VIACONSOLIDATEDTRUCK

③黄色食器水切り

CAD*入=kOONSOLIDATED*CCN/L

TDS*51.11N/L

請求合計
INVOICETOTAL

も

PLEASEPAYTHISAM【)UNT $51.11

S正捧20*0001N/L

FigureA2図2

TranslatiqnofI.nvoiceforElectronicBusinessDataInterchange

電 子 式 ビ ジ ネ ス ・デ ー タ 通 信 の た め の イ ン ボ イ ス の 翻 訳

●
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⑯

皿 全 銀 協 標 準 通 信 プ ロ トコル

対 パ ーソナル コンピュータ接 続 仕 様

概 要 一

1.適 用 回 線 仕 様

2.制 御 仕 様

3.フ ォーマ ッ ト仕 様

4.コ ー ド体 系 仕 様
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ち

工 適用回線仕様

1.1適 用 回線

(1)公 衆 通信 回線

・公 衆 通 信 回 線(電 話 型)2400BPS

(注1)公 衆 通 信 回線(電 話型)で 使 用 す る モデ ム仕 様 につ い て

1.機 能 仕 様

(1)CcITT勧 告v26bis(変 調 規 定)に 準 拠 す る。

・バ ック ワー ドチ ャネル は 使 用 しない。

・V26・A方 式 の符 号化 法 は使 用 しな い。

(2)CCITT勧 告V24/V28(電 気 的 特 性)に 準拠 す る。

(3)そ の他,次 の 機 能 を備 える。

。切 り分 け器

oNCUイ ン タ フ ェー ス

2.使 用 方 法

。モ デ ム クPッ クは,イ ンターナル クロ ック(ST,)と す る。

なお,公 衆 通 信 回線(電 話型)で 使 用 す る同期 式 モ デ ムは,

2400BPS以 上 の 伝 送 速度 の もの しか 準備 され てい ない 。

したが って,2400BPSの モ デ ムを 使用 して1200BPS

伝 送 を利 用 す る こ とは さ しつ か えない 。

(注2)パ ー ソナ ル ・コ ン ピ ュー タ側 で音 響 カプ ラを使 用 す る場 合 は,

コ ン ピ ュー タ セ ン ター 側 モ デ ム(モ テ ム仕様 は(注1)参 照)と

'整 合 が とれ る も
の と して い る。

(2)デ ィジ タル ・デ ー タ交 換 網

デ ィ ジ タル ・デー タ交換 網 は使 用 しな い。

(3)特 定 通 信 回線

特 定通 信 回線 は使 用 しな い。
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2.制 御 仕 様

2.1伝 送 制 御 手 順 仕様

① デー タ 電文 の レコー ドで使 用 す る 文字 コー ドは,「JIS8単 位 コー ド」

お よび 「シ フ トJISコ ー ド」とす る。

② 起 動 側は パ ー ソナ ル ・コ ン ピュー タ側(企 業 側)の み 可 能 とす る。

③ 電 文(制 御 電 文 お よび デ ー タ電 文)長 は 可 変長 と し,MAX256バ イ

トとす る。

(1)伝 送 仕 様

・伝 送 コー ドEBCDICコ ー ド

た だ し,デ ー タ電 文 の レ 三一 ドで 使 用す る文 字 コー ドは

「JIS8単 位 コー ド」お よび 「シ フ トJISコ ー ド」とす る。

コー ド表 は 別添

「伝 送 仕 様 」の 多 の 項 目に つ い て は,r全 銀協 標 準 通 信 プ ロ トコル ー ベ ー

シ ック手順 一 』に 準拠 。

② 伝 送 制御 符 号

r全 銀 協 標 準 通 信 プ ロ トコル ー ベー シ ッ ク手順 一 』に準 拠 。

(3)伝 送 制 御 符 号 の コー ド

ー －r全 銀 協 標 準 通 信 プ ロ ト コ ル ー ベ ー シ ッ ク 手 順 一 』 に 準 拠
。

(4)メ ッ セ ー ジ ・ フ ォ ー マ ッ ト

◎

D

L

E

S

T

X

D

L

E

亭
B

ξ

支

C

R

C

C

R

C

P

A

D

司 ●

制御電文またはデータ電文

① 制御電文 または デー タ電文の電文長は可変長 とし,MAX256バ イ ト
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とす る。

② ○ は2個 以 上 のSYNキ ャ ラ ク ター を示す 。

には パ ッ ドキ ャラ ク ター が あ っ て もよい。)

(5)CRCの 演 算

－r全 銀 協 標 準通 信 プ ロ トコル ー ベ ー シ ッ ク手 順 一 』に準 拠 。・

(6)ID交 換

r全 銀 協 標 準 通 信 プ ロ トコル ー ベ ー シ ック手順 一 』に準 拠 。

(7)優 先 局 の 定 義

優 先局 はCALLINGス テー シ ョ ン(起 動 側:

(SYNキ ャラ ク ター の 前

パ ー ソナ ル ・コ ンピ ュー タ

側)と す る。 通 信 はCALLINGス テー シ ョ ン側 か らの 開 局 要 求電 文 に よ っ

て 開始 され る。

(8)デ ー タ リン クの確 立 ス テー ト(初 期 ス テー ト)

－r全 銀 協 標 準 通 信 プ ロ トコル ーベ ー シ ック手順L』 に 準 拠
。一

(9)メ ッセ ー ジの送 受 信 ス テー ト

ーr全 銀 協 標 準 通 信 プ ロ トコル ー ベ ー シ ッ ク手順 一 』に準 拠
。

ao)回 線 切 断 規 定

障 害 が 発 生 し た場 合 は,回 線 切 断 に よ り通 信 を終 了 させ る。

○回線 切 断 の定 義

NCU(網 制御 装置)を 手動 もし くは 自動 にて 「フックオ ン」状態 とす る。

ただ し,NCUの タイ プに よ り回線切断方 法は異 なる。

・公衆通 信回線(電 話型)で は次の規定 とす る。

MM-ll型 ………送受 話器 手動 「フ ックオ ン」かつRボ タン押下げ

:∴E-・
(11)伝 送 状態 遷移 表

－r全 銀 協 標 準 通信 プ ロ トコル ー ベ ー シ ック手 順 一 』に準 拠
。一
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a2)メ ッセー ジ ・フ ロ一

-r全 銀 協 標 準 通信 プPト コル ー ベー シ ッ ク手順 一 』に準 拠。-

a3)電 文 の破 棄 基 準

r全 銀 協 標 準 通信 プ ロ トコル ー ベー シ ッ ク手 準 一 』に準拠 。一

2.2電 文 制御 手 順 仕 様

①1伝 送 単位 で は,1フ ァイ ルのみ 伝送 可 とす る。

(再 送 フ ァ イル も1フ ァイ ル とみ なす 。)

② モ ー ド変 更 は 行 わ な い 。

③ 再 送 は フ ァイル 単 位 とす る。

(1)ア プ リケー シ ョンの確 立 ス テ ー ト(初 期 ステ ー ト)

送 信 側 ス テー シ ョン受 信 側 ス テー シ ョ ンの 間 で の ア プ リケー シ ョンの 確 立

ス テー トであ る。

① 送 信 側 ス テ ー シ ョ ンは デ ー タ リ ンクが 確 立 し,ア プ リケー シ ョ ンで の フ

ァイ ル送 受 信 が 可能 とな った 場合,ア プ リケー シ ョン レベ ルの 開 局 要 求 と

して 開 局 要 求 電 文(通 信 制御 電 文)を 送 信 す る。

② 受 信 側 ス テ ー シ ョンは デー タ リン クが確 立 し,ア プ リケー シ ョンで の フ

ァイル送 受 信 が 可 能 とな った 場 合 で 開 局要 求 電文 を受 信 した場 合,開 局 回

答 電 文 を送 信 す る。

③ 送 信 側 ス テ ー シ ョンで は,

A.開 局 回答 電 文 を受 信 した 場合,テ キ ス トの 送 受 信 ス テー トとな る。 照

会 モ ー ドで は デー タ電文 受 信 ス テ ー ト,連 絡 モー ドで は デー タ電 文送 信

ス テー トとな る こ とを 意 味 す る。

B.項 目エ ラー 電 文(処 理 結 果"NG"を 含 む)を 受 信 した場 合 は,回 線

を切 断 す る。

C.開 局 要 求 電 文 送 信 後,規 定 時 間(デ ー タ リ ン クで の タイ マ値)内 に 開

局 回答 電 文 を受 信 しない 場 合,回 線 を 切 断 す る。

'

、
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④ 受信 側 ス テ ー シ ョンでは デ ー タ リ ンク確 立 後,規 定 時 間(デ ー タ リンク

で の タイ マ値)内 に開 局 要 求 電 文 を 受信 しな い場 合,回 線 を切 断 す る。

② テキ ス トの 送 受 信 ス テー ト

ア プ リケー シ ョ ンの 確立 後,2つ の ス テー シ ョ ンの 間 で テ キ ス トの送 受信

を 行 うス テー トで あ る。

① 送 信 側 ス テ ー シ ョ ンは,初 期 ス テー トで 確立 した モ ー ドに よ りテキ ス ト

の送 受 信 を行 う。

A.連 絡 モ ー ドで は,ア プ リケー シ ョンの 確立 後,フ ァイ ル 名/フ ァイ ル

ア クセ スキ ー 等 必 要 項 目 を セ ッ トし,フ ァイ ル 伝送 の開 始 要 求 として開

始 要求 電文(フ ァイ ル 制 御 電文)を 送 信す る。

B.照 会 モー ドでは,ア プ リケ ー シ ョンの 確 立 後,受 信側 ス テ ー シ ョ ンに

対 して フ ァイ ル伝 送 の 開 始 を勧 誘 す るた め に 開 始要 求電 文 を送 信 す る。

C.照 会 モー ドにお い て,デ ー タ電 文 受 信 中,回 線等 の トラ ブル に よ り通

信 中断後,新 た に ア プ リケー シ ョンを確立 した 場合,再 送 範 囲 をセ ッ ト

し,再 送 要 求 電 文(フ ァイ ル 制御 電 文)を 送 信す る。

② 受 信 側 ステ ー シ ョ ンで は,

A.連 絡 モ ー ドに て 開 始 要 求 電 文 を受 信 した場 合,電 文 内 の項 目チ ェ ック

し,正 常 の 時 は 処 理 結 果"OK"を 開 始 回 答 電 文 に セ ッ トし送 信 す る。

こ の後,受 信 側 ス テー シ ョ ンは テキ ス トの 受 信 ス テ ー トとな る。

なお,受 信 した 開 始 要 求 電 文 内 の項 目にエ ラー が あ った場 合 は,処 理

結果"NG"を 開 始 回答 電文 にセ ッ トし送信 す る。 ま た,当 該 電 文送 信

完 了後 回 線 を切 断 す る。

B.連 絡 モ ー ドに お い て,チ ー タ電文 受 信 中,回 線 等 の トラ ブル に よ り通

信 中断 後,新 た に ア プ リケー シ ョ ンを確 立 し開 始 要 求 電文 を受 信 した場

合 は,再 送 範 囲 を指 定 し再 送 要 求 電文 を送 信す る。

C.照 会 モー ドに て開 始 要 求電 文 を受 信 した 場 合 は,フ ァイ ル の送 信 勧 誘

と認識 し,送 信 フ ァイ ルの 有 無 状態 を チ ェ ッ クす る。

送 信 す べ き フ ァイル が あ る場 合 に は,フ ァイ ル名/フ ァイ ル ア クセ ス
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キー 等 必 要 項 目を セ ッ トし,送 信 意 思 表 明 と して 開 始 回答 電文 を送 信 す

る。 この 後,受 信 側 ステ ー シ ョンは テキ ス トの 送 信 ス テ ー トとな る。 送

信 す べ き フ ァイ ル が な い場 合 は,処 理 結果"NG"(フ ァイ ル な し)の

開 始 回答 電 文 を送 信す る。 この 後,受 信側 ス テ ー シ ョンは 閉 局 要 求 電文

の 受 信 ス テー トとな る。

D.照 会 モー ドで ア プ リケー シ ョ ン確 立 後再 送 要 求電 文 を受 信 した 場 合,

受 信 側 ステ ー シ ョ ンは デー タ電文 の送 信 ス テ ー トとな り,再 送指 定 され

た フ ァイ ル を 送 信 す る。

③ 送 信 側 ス テ ニ シ ョ ンは,開 始 要 求電 文 に対 し処 理 結 果"OK"の 開始 回

答 電文 を 受信 した 場 合 は,

A.連 絡 モ ー ドで は,開 始 要 求 電文 内 で 指 定 した フ ァイ ル名 の テ キ ス トを

送 信 す る。 テ キ ス トの送 信 が 完 了 した 場 合,送 信 テ キ ス ト数/レ コー ド

数 等 必 要項 目を 終 了 要 求電 文(フ ァイ ル制 御 電 文)に セ ッ トし,フ ァイ

ル受 信 状態 の 確認 お よび フ ァイ ル伝送 の 終 了 を 通知 す る。

B.照 会 モー ドで は,受 信 側 ス テー シ ョ ンか らの テ キ ス ト送 信 待 ち とな る。

④ 送 信 側 ステ ー シ ョンは ・ 開 始 要 求 電文 に対 し処 理結 果"NG"の 開始 回

答 電 文 を受 信 した 場 合 は,

A.照 会 モ ー ドにお い て,処 理 結果"NG"の うちrフ ァイル な し 』を意

味す るス テー タ ス ・コー ドの 場 合 は,受 信 側 ス テー シ ョ ンで の 送信 フ ァ

イル が ない と判 断 し,閉 局 要 求電 文 を送 信 す る。

B.A以 外 の場 合 は,要 求 電文 に異 常 が あ った と判 断 し,回 線 を 切 断す る。

⑤ 送信 側 ス テ ー シ ョ ンは,開 始 要 求 電文 に対 し再 送 要 求電文 を 受 信 した場

合 は,再 送 指 定 され た フ ァイ ル を送 信 す る。 フ ァイ ル の再 送 が完 了 した場

合 は,受 信 側 ス テ ー シ ョンに対 し,フ ァイ ルの 受 信 状 態 の 確 認 お よび フ ァ

イル 伝送 の終 了 を通 知 す るた め に終 了要 求 電 文 を送 信 す る。

⑥ 送 信 側 ス テ ー シ ョ ンは,開 始 要 求電 文 に対 し項 目エ ラーの 開 始 回 答 電文

を受 信 した場 合 は,障 害 と判断 し,回 線 を切 断 す る。
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⑦ 受信側 ステー シ ョンは,照 会 モー ドにて送 信ステー シ ョンとな るとテキ

ス トの送信 をする。 テキス トの送 信が完了 した場合は送信側ス テーシ ョン

に対 し,フ ァイル受 信状 態の確認お よび ファイル伝送 の終 了を通知す るた

め終了要求電文 を送信す る。

⑧ 受信側ステー ショ ンは,連 絡 モー ドにてテキス ト受信後終了要求電文 を

受信 した場合は,

A.正 常 にテキ ス トお よび終了 要求電文を受信 した場合は,終 了回答電文

に処理結果"OK"を セ ッ トし送信す る。

B.テ キス ト受信中 にア プリケー シ ョン ・エ ラー等で正 しくテキ ス トを受

信 できなか った場合 は,回 線 を切断す る。

C.終 了要求電文中の項 目にエ ラー があった場合は,処 理結果"NG"の

終 了回答電文 を送 信す る。 また,送 信完了後回線 を切断す る。

⑨ 送信側 ステー シ ョンは,照 会 モー ドにてテキス ト受信後終 了要求電文 を

受信 した場 合は,

A.正 常 にテキス トお よび終了要 求電文 を受信 した場合は,終 了回答電文

に処理結果"OK"を セ ッ トし送 信する。

B.テ キス ト受信中 にア プ リケー シ ョン ・エ ラー等で正 し くテキス トを受

信できなか った場合 は,回 線 を切断す る。

C.終 了要求電文中の項 目にエ ラーが あった場合は,処 理結果"NG"の

終了回答電文 を送信す る。 また,送 信完了後 回線 を切断す る。

⑩ 送信側ス テー シ ョンは,終 了要求電文 に対 し処理結果"OK"の 終了回

答電文を受信 した場 合は,通 信の閉局要求 として閉局要求電文 を送信す る。

⑪ 送 信側ステー シ ョンは,終 了要求電文 に対 し処理結果"NG"の 終了回

答電文 を受信 した場合 は,要 求電文 に異常があった と判断 し,回 線 を切断

す る。

⑫ 連絡 モー ドにおい て送信側 ステー シ ・ンは,終 了要求書に対 し項 目エ ラ

ーの終 了回答 電文 を受 信 した場 合は,障 害 と判断 し,回 線 を切断す る。
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⑬ 受信側 ステー シ ョンは,終 了要求電文に対 し処理結果'℃K"の 終了回

答 電文 を受信 した場合は,送 信側 ステーシ ョンか ら送信 されて くる閉局要

求電 文を期待す る。

⑭ 照会 モー ドにお いて受信側ス テー シ ョンは,終 了要求電文に対 し項 目エ

ラーの終了回答電文 を受信 した場合 は,障 害 と判断 し,回 線 を切断す る。

⑮ 受 信側 ステー シ ョンは,閉 局要 求電文を受信 した場合は,

A.電 文 内の項 目にエラーがない場合 は,処 理結果"OK"の 閉局 回答電

文 を送信す る。 また,当 該電文送信完 了後 回線 を切断 し,通 信 を終了す

る。

B.項 目にエ ラー があった場合 は.処 理結果"NG"の 閉局 回答電文 を送

信す る。 また,当 該電文送 信完 了後,回 線 を切断す る。

⑯ 送信側 ステー シ ョンは,閉 局要 求電文 に対 し処 理結果"OK"の 閉局回

答 電文 を受信 した場合,回 線 を切断 し,通 信 を終 了す る。

⑰ 送信側 ステー シ ・ンは,閉 局要 求電文 に対 し,処 理結果"NG"の 場 合

また は項 目にエ ラーが あ った場合 は,回 線 を切 断す る。

(3)電 文 の送受信状態 遷移 表

・受信側状態遷移表

r全 銀協標準 通信 プロ トコルーベー シ ック手順 一 』に準拠。

なお,送 信側状態 遷移表は,起 動側がパー ソナル ・コンピュー タのみの

た めr全 銀協標 準通信 プロ トコル ーベー シ ック手順 一 』では意味 を もた な

くな る。

(注)パ ー ソナ ル ・コンピュー タ側か らモー ド変更は行わ ない。

匂
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(4)伝 送 テ キ ス トの シ ー ク ェ ン ス ・ フ ロ ー

① 連 .絡

A.通 常 処 理

コンヒ。ユータセン歩－

TTC通 信制 御 電文(開 局 回 答)

TTCフ ァ イル制 御電 文(開 始 回答)
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ル
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B.再 送 処 理

コンビ『ユータセンター パ ーソナル・コンビ。ユー タ(起 動 側)

ダ イ ヤ リ ン グ

TTC通 信制御電文(開 局要求)

(連 絡 モー ド)

TTC通 信制御電文(開 局回答)

TTCフ ァイル制御電文(開 始要 求)

TTCフ ァイル制御電文(開 始 回答)

TTC レ コ ー ド(1～i)

障 害 縫
TTC レ コ ー ド(i十1～j)

TTC
、レ コ ー ド(」+1～n)

'
- 1 回 線 切 断 1

1ダ イ ヤ リ ン グ1'

喝
lTTC}通 信制御電文(開 局要求) 1

]
フ

ァ
イ

ル
」

TTC通 信制御電文(1}‖局回答)

TTさ ・,イ。榊 電文(全・。傭 送要求1

TTCフ ァイル制御電文(開 始要求 〉

TTC レ コー ド(1～i)

TTC 。,一 陥+、 一;;

TTC レ コー ド(1+1～n)

〕 『

フ 再.

ア送

イ

ノレ

」

TTCフ ァイル制 御電文(終 了要求)

TTCフ ァイル制御電文(終 了 回答)

TTC通1請ill御 電 文(1牙1局要 求)・

TTC通 信制御電文(閉 局 回答)

回 線 切 断
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●

3.フ ォ ー マ ッ ト仕 様

3.3伝 送 デ ー タ ・フ ォ ー マ ッ ト

① レ コー ドは 適用 業 務 毎 に 固 定 長 とす る。

② モ ー ド変 更 要 求 電 文 お よび モー ド変 更 回答 電 文 は使 用 しな い 。

③ 処 理 結果 コー ドは簡 略 化 す る。

(1)伝 送 ブ ロ ッ クの形 態

・-r全 銀 協 標 準 通 信 プ ロ トコル ー ベ ー シ ック手順 一 』に準 拠
。一

た だ し,「1レ コー ドを1テ キ ス トと した 複 数 伝送 ブ ロ ッ ク 」の場 合 ,

ETB分 割 に よ り漢 字 コー ド(2バ イ ト)が 分 断 され る場 合 もあ る。

(2)デ ー タ の種 類 お よび 用 語 の 定 義

－r全 銀 協 標 準 通 信 プPト コル ー ベー シ ック手順 一 』に準拠
。一

た だ し,レ コー ドの 長 さは 固 定 長 。

(3)伝 送 ブ ロ ックの シ ー クェ ンス

伝

送

単

位

(ダイヤル)

(回線 切断)

一169一

(備考)

1伝 送単位 とは、1回 の回線

接続(ダ イヤ リング)に よ っ

て伝送 され るデー タの集合を

い う。



(4)伝 送 デー タ ・フォー マ ッ トの 種 類

伝 送 デー タ ・フ ォー マ ッ トの 種 類 は,「 制御 電文 」と 「デー タ電 文 」とに

大別 す る。

本 プ ロ トコル で は 「制 御 電 文 」に つ い て標準 化 を行 う。 「デー タ電 文 」に

つい て は,全 銀協 に おい て磁 気 テー プ ・フ ォー マ ッ トが 標 準化 され て い る も

の(例 えば 「給 与 振 込 」,「 総 合振 込 」等 の磁 気 テー プ ・フ ォー マ ッ ト)を

利 用す る こ と とす る。

① 制 御 電 文

制 御 電 文 につ い ては,デ ー タの重 要 性 を配 慮(セ キ ュ リテ ィー 面の 強化)

し,接 続 管 理(企 業 ・銀 行 間 の 接 続 正 当性 チ ェ ッ ク)お よび フ ァイ ル ・ア

クセ ス の 正当 性 チ ェ ック)の 点 を考 慮 した。

A.制 御 電 文 の 種類

(a)通 信制 御 電 文 … … 接 続 相 手(企 業 パー ソナ ル ・コ ン ビ=一 タ レベル

また は 銀 行 の コ ン ピュー タ レベ ル)の 正 当性 チ ェ

ック を行 う。

③ 開局 要 求電 文

フ ァイ ル 制 御 電 文 に先 が け,受 信 側 に 通信 開始 を要 求す る電 文 で,

セ キ ュ リテ ィー チ ェ ッ クの た め の コー ドを もつ。

⑨ 開 局 回答 電 文

開 局 要 求電 文 に対 して,セ キ ュ リテ ィー チ ェ ックお よび 開 局可 否

チ ェ ッ クの 結 果 を 回答 す る電 文 で あ る。

◎ 開 局要 求 電 文

該 当 フ ァイ ル 伝送 終 了後,通 信終 了 を要 求す る電 文 で,セ キ ュ リ

テ ィー チ ェ ックの た めの コー ドを もつ 。 へ

⑥ 開 局 回 答 電 文

閉 局 要求 電 文 に対 して,セ キ ュ リテ ィー チ ェ ックお よび 閉 局可 否

チ ェ ックの結 果 を 回答 す る電 文 で あ る。
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扇

(b)フ ァイル制御電 文…… ファイル ・ア クセス相手(該 当 フ ァイルのア

クセス者 レベル)の 正 当性 チ ェックを行 う。

③ 開始要求電 文

通信開始 処理 終了後,該 当 ファイル伝送 を要求す る電 文であ る。

セキ ュ リテ ィー チ ェ ックのための ファイル ・ア クセスキーを もつ。

⑮ 開始回答電 文

開始 要求電文 に対 して,セ キ ュ リテ ィーチ ェ ックお よび該当 ファ

イル受信可否 チ ェ ックの結果を回答す る電文 であ る。

◎ 終了要求電 文

該当 ファイル伝送終了 を要求す る電文 で,セ キュ リテ ィーチ ェ ッ

クのための コー ドお よび送 信済 ファイルのサ マ リー情報 を もつ。

⑧ 終 了回答 電文

終 了要求電 文 に対 して,セ キ ュ リティー チ ェックお よび受 信済 フ

ァイルのサ マ リー情報チ ェ ックの結果 を 回答す る電 文である。

⑥ 再送 要求電 文

伝送制御上,正 常 に送受 された ファイル を再度送受信 要求す る電

文,ま たは異 常終結後に再送 を要求す る電文であ る。再送単位 は,

ファイル単位 とす る。

B.制 御 電文 の構造

制御電文 の構造 につい ては,制 御処 理の簡素化 を図 るため コー ド長 を

固定長 とし,将 来の拡張性 を考慮 して拡張用 エ リア(予 備)を 設 けた。

i← 一 一 一固 定 長

(64ノ'"'イト)
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拡 張用エ リア

(予備)

,
断
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㈲ 伝送 テキス ト内 の プロ.ッキ ング

① 伝送 テキス トの構造

1伝 送 テキ ス トは 可 変 長(MAX256バ イ ト)で あ るた め,伝 送 テキ

ス トに は可 変 長 に関 す る情 報(TTC二TransmissionTextControl

(伝 送 テ キ ス トコ ン トロー ル))を もたせ る。

1伝 送テキス ト

一 伝送 テキス トコン トローール部 「TTC)

部(}E)

(注)情 報 部 に は,「 制 御 電 文 」または 「 デー タ電 文 」を セ ッ トす る。

(伝 送 テ キ ス トコ ン トロー ル部)

(注)「X」,「B」 は そ れ ぞ れ 次の 意 味 を表 わ す 。

X:ヘ キサ デ シ マル,

Bニ バ イ ナ リー 、

(TTC)

情報区分

× ×一[

政 区う}

(:1:::禦謝

接続 形態区分

・0…汎用 コン ピュー タ9i)

同志の接続 を表わす。

・1…汎 用 コン ピュー タ と

パ ーソナル ・コンピュータ

との接 続 を表 わす。

囲 汎用 コン ピュー タ とは、

『全 銀協標 準通 信プ ロ トコル

ー ペー シック手順 一』

を使用 してい るコン ピュー タをい う。

テキ ス ト長(TTCを 含む)

テ キス トシー クェンス番号

(:?..:::蓼讐1文 ・・)
㈱

1.テ キス トシTク ェンス

番号の セ ッ ト条件

① セ ッ ト ・リセッ ト

はフ ァイル単位 とす

る。

② 付番方法 は、1ヵ ・

ら始めて65535ま でと

す る。

2.テ キス トシー クェンス

番号 が不連 続の場合 は、

その時点で回線切断 とな

る。

垣

、

戸ピ
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■

② ブロ ッキ ング規定

A.通 信制御電文

1伝 送 テキ ス ト・

(固 定 長)

●

B.フ'7イ ル 制 御 電 文

唱 1伝送テキスト一一
(同定長)

C.デ ー タ電文

■

.

TTC レ コー ド1

1伝 送 テ キス ト

(可変 長)

レ コー ドn

(注)各 レ コー ドは 固 定 長。
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4.コ ー ド体 系 仕 様

4.1コ ー ドイヒ

フ ァイル 名 の コー ド化 につ い て は,オ プ シ ョン と して 拡 張 用 「 ファイ ル 名補

助 情 報 」の コー ド化 を 図 った。

(1)セ ン ター 確認 コー ドの コー ド化

① セ ンター 確 認 コー ドの対 象

－r全 銀協 標 準 通 信 プ ロ トコル ーベー シ ック手 順 一 』に準拠 。一

② セ ンター 確 認 コー ドの 体 系

.-r全 銀協 標 準 通 信 プ ロ トコル ー ベー シ ッ グ手順 一 』に準 拠
。 一

③ セ ン ター 確 認 コー ドの構 成

A.セ ン ター コー ド

ーr全 銀 協 標 準 通 信 プ ロ トコル ーベ ー シ ッ ク手順 一 』に準 拠
。-

B.CPU/端 末 コー ド

ーーー－r全 銀 協 標 準 通 信 プ ロ トコル ーベ ー シ ック手順 一 』に 準 拠
。一

なお,企 業 側 にお い ては 接 続す る コ ンピ ュー タお よび パー ソナ ル ・コ

ンピュー タ を対 象 に ユ ニー クな シー ク ェ ンス 番号 を付 養 す る。

(2)・ フ ァイル 名 の コー ド化

伝 送 す る フ ァ イル 名 の 指 定 は,フ ァイ ル制 御 電 文 中 の項 番3「 ファイル 名 」

お よび オ プ シ ョ ンと して の項 番11「 フ ァイ ル 名補 助情 報 」か らな る。

① フ ァイ ル 名

フ ァイ ル 名 の桁 数 は12バ イ トとす る。

フ ァイル制 御電 文(64バ イ ト) 一

フ ァイル名
フ ァイル名補助情 報

(オ プ シ ョン)

12バ イ ト

.・

17バ イ ト

一174一
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A.フ ァイ ル 名 の体 系

・ フ ァイル 名 の基 本 構 成 は 次 の とお り とす る。

× × × × × × × × × × × ×

使用 自由(8バ イ ト)

産 業別 コー ドC(4}

・特 に,「 全 銀協 制 定 磁 気 テー プ ・フォ ー マ ッ ト」に よ る フ ァイ ル 名 に

つ い て は,次 の とお り規 定す る。

× × × × × × × × 、 × × × ×

ダ ミ ーC{1)

フ ァイル 名補 助情報IDC〔1}

サ イ ク ルC(2)

デ ー タ コ ー ドC(4}

産 業 男ljコー ドC(4}

`

(注)C:キ ャ ラ ク ター,()内 は バ イ ト数 。

B.フ ァイ ル 名 の構 成

(a)産 業 別 コー ド

産 業 別 コー ドは.フ ァイル 名の コー ド化 にあ た って,当 談 フ ァイ ル

名 を 定 めた 業 界 ・業 種(例:全 銀 協)を 識 別す る た めの コー ドで あ る。

具体 的 には,日 本 工 業規 格 の産 業 分 類 コー ド(JISC6265)を 利

用 す る。

本 プ ロ トコル で は 「全 銀協 制 定磁 気 テ ー プ ・フ ォー マ ッ ト」に よ る

ファ イル を 交換 す るの で,産 業 別 コー ドは 「5020」 とす る。
●
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(b)デ ー タ コ ー ド

デ ー タ コ ー ドは,下 記 の と お り使 用 す る 。

× × × ×
一 亡二

___種 別 コー ド(2桁)・ … ・

区分 コー ド(2桁)

・「全銀 協制定 磁 気 テー プ ・フ ォー マ ッ ト」

で定 め る種別 コー ド

「00」 預 金の 出入 りに 関す る連 絡デ ー タ

「01」 振込 、振 替 の依頼 に 関す るデ ー タ

「02」 融資 関係 デ ー タ

「03」 財形 関係 デ ー タ

(c)サ イ クル

同一 属 性 フ ァイル の 同一 日内 で の伝 送 の順 番 を示す 。(01～99:

シー ク ェ ンス 番 号)

(d)フ ァイル 名 補 助 情報ID

・0… フ ァイル 名補 助 情 報 な し

・1… フ ァイル 名補 助 情報 あ り

(e)ダ ミ ー

数 字"O"と す る。

② フ ァイ ル 名補 助 情報(オ プ シ ョン)

フ ァイ ル 名 の分 類 は種 別 単 位 が 基 本 で あ るが,適 用 業 務の拡 張性 お よび

企 業 ニー ズに対 応 す る た め,フ ァイ ル 名 に つ い ては よ り細 か い分 類 を 可能

とす るた めの 「フ ァイ ル 名補 助情 報 」欄 を設 け る。

な お,フ ナイ ル 名補 助 情報 の 使 用の 有 無 は オ プシ ョ ンと し,企 業 ・銀 行

間 で任 意 に採 用 で き る もの とす る。

.毒

J

◇'

フ ァイル 制御電 文(64バ イ ト)

'

フ ァ イル 名
フ ァイル 名補助 情 報

(オ プシ ョン)

12バ イ ト ユ7バ イ ト
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A.フ ァイル 名補 助 情 報 の 体 系

フ ァイル 名補 助 情 報 は,ア クセ スIB(2バ イ ト)と,補 助 情報

(15バ イ ト)か ら構 成 され る 。

× × × × × × × ×

「二
一 ーーーー－Z=======L補

助 情報(15バ イ ト)

ア クセ スIDX{2)

(注)X:ヘ キサ デ シマル、()内 はバ イ ト数

バ イ ト:X、B、Cの いず れ で もよ く、 また い ずれ の組 合 せ で もよい。

(注)B:バ イナ リー、C:キ ャラ クター

B.フ ァイ ル 名補 助 情 報 の構 成

(a)ア クセ スID

「補 助 情 報 」欄 に セ ッ トされ てい る情 報 の 内容 を示 すID。

(b)補 助 情 報

ア クセ スIDに 対 応 した 「フ ァイル 名 」の拡 張 情 報 が セ ッ トされ る。

(c)フ ァイ ル名 補 助 情報 の 使 い 方

フ ァイル 名補 助 情報 の 具 体 的 な使 い 方 に つい て は,別 冊r全 銀協 パ

ー ソナル ・コ ン ピ ュー タ用 標 準 通信 プ ロ トコル ー ベー シ ック手順 一

(適 用業 務 お よび レ コー ド・フォー マ ッ ト)』 を 参照 。

・

/
r

㍉
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